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Ⅰ．序論

１．問題と目的

　出生後間もなくから、およそ3歳ごろまでの乳幼児期の人生初期において、家族と分離せざるを得ず、

乳児院入所に至る背景には、複雑でより深刻な問題が潜んでいる。令和 4 年度の乳児院への入所理由

の第一位は「虐待」であり、全体の約 45％を占めている。第二位は「家族の精神疾患」であり、全体

の 13％に及ぶ。また、平成 25 年度より、一時保護委託児の数が、措置児の数を上回り、多様な状態

像の児童が入れ替わり入退所している現状がある。

　子どもの入所時の状態像は極めて個別的であり、これまでどのような環境下で育まれてきたか、そ

の生育歴が子どもの発達に与える影響は非常に大きい。個々に特別なニーズがあるため、子ども一人

ひとりに応じた丁寧なアセスメントと支援が確実に行える体制を整える必要がある。

　しかし、特別な配慮を必要とする乳幼児が、どのようなニーズを持った子どもであるのか、全国の

乳児院にどの程度在籍しているのか、明確に示されていない現状があり、支援においても、それぞれ

の乳児院において、限られた養育スタッフの中で、工夫をしながら実践に当たっているのが現状であ

る。 

　これまでに、全国の乳児院で共通に用いられる標準的なアセスメントツールの開発が試みられ、ア

セスメント票が作成されている（遠藤他，2018; 2019）。このアセスメント票が職員間で共通言語となり、

乳児院間・職員間での話し合いの土台になって、適切な支援につながる可能性が示唆された（遠藤他，

2021）。一方で、項目数が多く、チェックする養育者の負担感が大きいことが課題となった。

　これまでに作成されたアセスメント票は、標準的な心理社会的発達、アタッチメント、子どもの気

にかかる行動（トラウマ反応と子どもの SOS サイン）の領域を捉えるものであったが、本研究では、

その中でも、情緒面の発達に影響の大きい心の課題に注目し（Hane&Fox, 2016; Thomson, 2016; De 

Klyen ＆ Greenberg, 2016; Baimeister et al., 2016; Dye, 2018; Klinger-Koning et al., 2024）、アタッチ

メントと子どもの気にかかる行動（トラウマ反応と子どもの SOS サイン）を取り上げる。まず、今

年度は項目を整理し、乳児院や保育所へのヒアリングを通して項目を吟味し、より簡便に活用でき、

かつより支援につながるアセスメントツールの作成を試みる。

　次年度は、全国の乳児院に心の課題を抱えた乳幼児がどれだけ存在し、どの程度の問題を抱えてい

るのか等、今年度作成したアセスメントツールを用いて把握する。また、全国の保育所等に通う乳幼

児においても、特別な支援を必要とする子どもについて増加傾向にあることから（全国保育協議会，

2022）、どのぐらい、どの程度の問題を抱えているのかを把握し、一般家庭の子どもたちと、乳児院

の子どもたちについて比較しながら、実態を明らかにする。

２．2023 年度の研究の枠組み
研究 1　再分析

　2019 年度に行った調査データの中で、子どもの心配な行動を把握する項目群（以降、子どもの



－ 2 －

SOS サイン）の再分析を行う（2019 年取得データ）。

研究 2　ヒアリング調査１

　乳児院・保育所職員へのヒアリングを行い、項目の検討を行う。

研究 3　ヒアリング調査２

　研究２で作成された項目をアンケートの形式に整え、乳児院・保育所においてアンケートを試行実

施した上でヒアリングを行い項目の検討を行う。
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Ⅱ．子どもの SOSサインの再分析（研究１）

１．目的

（１）乳幼児期のトラウマやアタッチメントの阻害の測定法
　子どもの過去や現在の経験、特性に由来する問題、心配な行動を把握することは、どのように環境

を整え子どもたちと関わるかという支援方針を立てていく上で重要である。しかし、低月齢児に適用

できる測定法は多くない。そこで、まずは乳幼児期に適用可能なトラウマ反応や問題行動、関係性の

問題に関する尺度や研究を整理する。その後、有力な測定法として子どもの心配な行動を把握する項

目群（以降、子どもの SOS サイン）を概観し、子どもの SOS サインを使用した過去の研究のデータ

分析を行うことで、妥当性の予備的な確認と修正の必要な項目の抽出を行う。

１）情緒や行動の問題
ア．CBCL（子どもの行動チェックリスト）

　子どもの行動や情緒の問題を測定するために一般的に使用される尺度として、ASEBA

（Achenbach System of Empirically Based Assessment）の幼児・学齢児用の CBCL（Child 

Behavior Check List）が挙げられる。CBCL は、保護者報告による 1 歳半－ 5 歳用と 6 歳－

18 歳用や、保育士評定・教師評定・11 歳からは自己報告用まであり、成人用も含めれば 60 歳

以上までの広範囲の年齢に対して適用可能である。日本で標準化された CBCL/1･1/2-5（船曳・

村井 , 2017）では「情緒反応」「不安／抑うつ」「引きこもり」「身体愁訴」「睡眠の問題」「注意

の問題」「攻撃的行動」の下位症状群尺度が設けられており、100 項目から構成されている。

イ．SDQ（子どもの強さと困難さアンケート）
　SDQ（Strengths and Difficulties Questionnaire; 子 ど も の 強 さ と 困 難 さ ア ン ケ ー ト ; 

Goodman, 1997）もまた、研究やスクリーニングのために広く用いられている尺度である。「情

緒の問題」「行為の問題」「多動／不注意」「仲間関係」「向社会的な行動」の下位尺度が設けられ、

25 項目である。適用年齢は 2 歳から 18 歳以上となっている。CBCL と関連することや臨床群

／非臨床群を弁別することが確認されている。

　以上のように、乳児の情緒や行動の問題をとらえる尺度として CBCL や SDQ といった、信

頼性と妥当性が十分に確認され、広く使用されている尺度がある。特に SDQ に関しては、簡

便に子どもの問題行動を捉えられる点において強みがある。ただし、CBCL では 1 歳半、SDQ

では 2 歳からの使用に限られ、乳児院に入所する子どもの年齢帯をカバーできていない点が大

きな限界として挙げられる。

２）トラウマ反応や解離反応
ア．PTSD の診断基準とトラウマのスクリーニングツール

　乳幼児期および青年期の PTSD の診断基準については成人とは異なる発達的差異を考慮すべ
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きであるとされ、診断基準の修正がなされてきている（e.g., Scheeringa et al., 2011）。たとえ

ば、Scheeringa et al.（2012）では、DSM- Ⅳ、PTSD-AA（alternative algorithm）、DSM- Ⅴ、

DSM-5-UC（検討中の 2 症状を追加したもの）が示され、識別力や CBCL との関連が比較検討

されている。共通して含められている基準は、「再体験（侵入的な想起、悪夢、解離、外傷的

出来事を想起させるものがあったときの心理的苦痛および生理的苦痛、トラウマティックプレ

イ）」「回避・麻痺（思考・感情・会話・活動・場所・人の回避、興味関心の減退や遊びの狭ま

り、社会的引きこもり、感情（とくにポジティブな感情）の制限、ネガティブな感情状態の増加。

ここに、すでに獲得した発達スキルの喪失が入る場合もある）」「覚醒亢進症状（睡眠困難、過

剰な癇癪も含むいらだち、集中の困難、過度な警戒心、過剰な驚愕反応。ここに DSM-5-UC で

は無謀で自己破滅的な行動が含められる）」であった。

　 こ う し た 基 準 は DC:0-5（Diagnostic Classification of Mental Health and Developmental 

Disorders of Infancy and Early Childhood）の基準と類似している。DC:0-5 と DSM- Ⅴの違い

としては、１）DC:0-5 は乳幼児の外傷的な出来事がどのようなものかについてより具体的に説

明を行っている点、２）「再体験」の中にトラウマティックプレイ以外に外傷的な出来事につ

いての言葉や質問を繰り返してそのことに狗泥している様子がみられることが追加されている

点、３）機能障害についてより包括的で正確な定義を与えている点が挙げられる。

　これらの基準については、何歳からという年齢制限はない。ただし、これらを用いた調査で

対象としている年齢は 1 歳以上ものがほとんどであることに留意する必要がある。また DC:0-5

においては、月齢 12 か月以下の乳児においては外傷的出来事の後に症状がみられたとしても、

表象能力が限られているために PTSD のすべての症状が現れない可能性があるとして、基準の

適用について注意する必要があると記されている。

イ．面接による測定：PAPA, DIPA, PTSD-SSI
　これらの診断は養育者を対象とした半構造化面接で行われることが多い（De Young & 

Landolt, 2018; Woolgar et al., 2022; Choi & Graham-Bermann, 2018）。3 歳未満の低年齢児を

対象に一般的に使用されているのは、１）PAPA、２）DIPA、３）PTSD-SSI である。ま

ず、PAPA（Preschool Age Psychiatric Assessment; Egger & Angold, 2004）が挙げられる。

PAPA の適用年齢は 2 － 8 歳であり、養育者へのインタビューによって乳幼児の様々な精神疾

患を評価するものである。DSM- Ⅳに準拠している。実施には訓練が必要である。1,519 項目の

質問からなり、実施には長時間を要する。

　次に、DIPA（Diagnostic interview for infant and preschool assessment; Scheeringa & 

Haslett, 2010）が挙げられる。PAPA と同様に DSM- Ⅳに準拠しており、13 の乳幼児の精神疾

患を評価するものである。DIPA の適用年齢は 1 － 6 歳であり、養育者へのインタビューによ

り実施されるが、実施と評価には訓練が必要である。PAPA から 68% の項目を減らして評価

することができる点においてコストは相対的に低いが（Scheeringa & Haslett, 2010）、DIPA

も 517 項目の質問からなり、実施には時間を要する。
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　 最 後 に よ く 用 い ら れ る も の と し て PTSD-SSI（Posttraumatic stress disorder semi-

structured interview and observational record for infants and young children; Scheeringa & 

Zeanah, 1994）が挙げられる。PTSD-SSI は DSM- Ⅳの PTSD の診断基準に準拠している。適

用年齢は 0 － 7 歳であり、養育者へのインタビューと親子相互作用の様子の観察を実施して乳

幼児の PTSD について評価する。乳児にも適用可能なものであるが、実施と評価のためには訓

練が必要である。29 項目の質問からなり、所要時間は概ね 45 分である。

ウ．スクリーニングツール
ａ）CBCL-PTSD

　Wolfe et al. （1991）は CBCL の項目の中から DSM- Ⅲの PTSD 症状をよく表わしている

20 項目を使用し、5 歳から 16 歳の性的虐待を受けた子どもに適用し、一般群に比較して得

点が高いことを確認した。Dehon & Scheeringa （2006）は低年齢児に見られない項目を減ら

し、15 項目で、月齢 23 か月から 6 歳の子どもに対し CBCL-PTSD を適用した。その中には、

反抗的な態度、集中困難、大人へのしがみつきや極度の依存、特定の動物や状況や場所への

恐怖、神経質・緊張状態、悪夢、過度に不安げであったり怖がっている様子、吐き気や気分

がわるい、（病気でないのに）腹痛、嘔吐、イライラして不機嫌、気分や感情の急変、夜に

何度も起きる、抑うつ的で悲しげ、他者とかかわらず引きこもっている様子が含まれている。

CBCL-PTSD は PTSD の診断と関連し、インタビューの PTSD 症状の数の多さとも関連した。

Loeb et al. （2011）においても同様の尺度を用い、1 歳半から 6 歳の子どもを対象に検討した

ところ、CBCL-PTSD が最も多くの子どもを PTSD の可能性のあるものとしてスクリーニン

グしたが、感度はあまり良くなかった。このことからあくまでもスクリーニングツールとし

ては有用であるが、診断として用いることはできないと結論付けている。

ｂ）YCPS
　Scheeringa （2019）は簡易で年齢に合った子どもの PTSD のスクリーニングツールとして

Young Children PTSD Screen （YCPS）を開発した。対象は 3 歳から 6 歳であった。YCPS

は PAPA の PTSD モジュールをもとに作成され、トラウマにさらされた群に頻繁に見られ

る症状（8 項目）のなかで、3 ～ 6 個の症状の組み合わせそれぞれについて、感度・特異度・

陽性的中率・陰性的中率を計算し、項目が決定された。最終的には 6 項目で、1）トラウマ

の再想起・侵入的な記憶、2）悪夢、3）トラウマを思い出させるものにさらされると過剰に

反応する、4）入眠や睡眠の困難、5）いらだち、怒りの爆発、極度のかんしゃく、6）驚き

やすいであった。このスクリーニングツールは無料で使用することができる。ただし日本語

版はない。

ｃ）Pediatric Emotional Distress Scale
　Pediatric Emotional Distress Scale（Saylor et al., 1999）はDSM-Ⅲをもとに項目が立案され、

2 － 11 歳を対象に尺度作成された。17 項目であり、因子は「不安／引きこもり」（理由なく

泣いたり、怖がったりする、悲しそうだったり引きこもったりする、心配そう、頭痛や痛み
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を訴える、おねしょ等年齢より幼い振る舞い、驚きやすい）、「恐怖」（寝付けない、一人で

眠ることを嫌がる、悪夢、理由なく怖がる、一人にされることを嫌がったり大人にしがみつ

く）、「行動化」（不機嫌、すぐに物を欲しがる、過覚醒、かんしゃく、怒りっぽい、攻撃的

にふるまう）の 3 因子から構成される。内的整合性、再検査信頼性、評定者間信頼性、妥当

性の確認がされている。

ｄ）CMYC（Checklist for Maltreated Children；養育問題のある子どものためのチェックリスト）
　泉・奥山（2009）によって開発され、不適切な養育を受けて児童養護施設に入所している

子どもの精神的問題の簡便なアセスメントツールとして開発された。トラウマ反応、アタッ

チメント、問題行動、不適切な養育体験の 4 つの領域について、小児科医・心理士・児童精

神科医・被虐待児の治療にかかわる専門家によって項目設定され、月齢 6 か月から 24 か月

の乳幼児の内、不適切な養育経験を受けている子どもと受けていない子どもの間に有意な差

が見られる項目が採用された。信頼性・妥当性の確認がなされ、標準化の作業も行われている。

トラウマ反応については上記のスクリーニングツールと類似の項目が少ない項目数で確認さ

れている。アタッチメントに関しては、大人との関わりの問題だけでなく情緒面の問題が含

まれている。

３）アタッチメントの問題
　標準的な乳幼児期のアタッチメントの個人差の測定は、後述するように実験室や家庭での養育者

と子どもの相互作用の観察を通して行われる。

ア．ストレンジ・シチュエーション法（Strange Situation Procedure ; SSP）
　乳幼児期の養育者へのアタッチメントの個人差の標準的な測定法として挙げられるのは、ス

トレンジ・シチュエーション法（Strange Situation Procedure ; 以降 SSP; Ainsworth et al., 

1979）である。SSP は概ね 1 歳～ 1 歳半ごろまでの乳児を対象とし、実験室等の子どもの慣れ

ていない場所で、見知らぬ人（ストレンジャー）との関わりや、親子分離・再会前後の子ども

の反応を観察する方法である。１）養育者を安全基地として利用し、再会時に効果的に養育者

に近接し、ネガティブな感情を収めたら探索するという特徴をもつ安定型、２）再会時に近接

行動がみられる一方で、養育者への怒りなど関わりや接触への拒否・拒絶がみられ、なかなか

ネガティブな感情が収まらないアンビバレント型、３）再会時に近接や接触をほとんど求めず、

養育者へのシグナルを抑える回避型の 3 類型に子どもは分けられる。これとは別軸で、養育者

への近接欲求とその行動が矛盾している様子、ネガティブ感情があるにもかかわらず養育者に

シグナルを向けない様子、養育者を怖がるような様子等の行動を対象に無秩序・無方向性の得

点をつけ、この得点が高い場合には無秩序・無方向型に分類する方法もある。SSP の所要時間

は 20 分程度であり、8 つのエピソードから構成される。評定のためには訓練を受けた上で信頼

性テストを受け、コーダーの資格を得る必要がある。

　乳幼児が SSP で経験するストレスは子どもの普段の経験によっても異なり、それは文化的文

脈によっても異なることから、SSP 時の乳児の行動や基準をそのまま日常の子どもの行動に当
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てはめて解釈することには注意する必要がある。

イ．アタッチメント Q ソート法（Attachment q-sort）
　アタッチメントＱソート法（以降 AQS; Waters & Deane, 1985）は 1 歳－ 3 歳ごろまでの乳

幼児を対象として、家庭訪問により日常生活での乳幼児の行動の観察や養育者への聴き取りを

行うことで、乳幼児の養育者へのアタッチメントの安定性を測定する方法である。観察は 1 回

あたり 2 時間で 2 回行うことが望ましいとされるが、1 回のみで評定されることも多い。観察

後 90 枚の乳幼児の行動を記述したカードそれぞれについて、対象の子どもにどの程度あては

まるかを 1 － 9 段階で評価する。アタッチメントの専門家が設定した基準点があり、その基準

点と対象の子どもの評定がどの程度近いものであるかによってアタッチメントの安定性の得点

を算出する。特に実施や評定に訓練や資格は必要なく、自然観察を基本として実施されること

から乳幼児と養育者への負荷が低い。

　AQS と SSP の相関は中程度であり、必ずしも同じものを捉えていない可能性があるとされ

る。また、AQS の項目を整理して、SSP と同様の回避得点や、近接希求得点、アンビバレン

ト得点を算出する方法がいくつか提案されているが、そこから SSP のような類型に子どもを分

けることはできない。加えて、無秩序・無方向型の特徴をとらえることはできない（ただし、

AQS の安定性の得点の低さと無秩序・無方向型が関連することは複数の研究で確認されてい

る）。

ウ．AQS ベースの簡易測定法 :BAS-16,ABCL
　SSP や AQS は確立されたアタッチメントの標準的測定法であるが、一方で労力も大きい

ため、より簡便な測定法へのニーズもある。そこで AQS の短縮版の開発が試みられている。

BAS-16（Cadman et al., 2018）は AQS の 90 項目から、項目反応理論を用いて項目を選定した。

16 項目からなり、「Harmonious interaction（調和のとれた相互作用）」、「Proximity-seeking（近

接希求）」の 2 因子からなり、AQS や SSP との関連が確認されている。ただし、アタッチメン

トの安定性の中核と考えられる Proximity-seeking（近接希求）については想定される関連が

みられなかった。また、AQS 全体と BAS-16 との間には強い相関がみられ、情報量の損失は少

ないと考えられる。しかし、構造的なエラーを避けるため、16 項目のみでの実施は現時点で推

奨されていない。

　 次 に、AQS を も と に 本 邦 で 作 成 さ れ た 質 問 紙 と し て ABCL（Attachment Behavior 

Checklist; 青木他 , 2014）がある。AQS には気質や社交性といったフィラー項目（アタッチメ

ントの中核要素ではない項目）が含まれており、それらを除き特にアタッチメントの安定性

に関連する項目を候補として乳児院・児童養護施設の子どもを対象に検討された。その結果、

「安全基地」「心の理解」「情動調節不全」の 3 因子 24 項目からなる。被虐待経験や CBCL や

CMYC との関連が検討され妥当性の確認もなされている。
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エ．アタッチメントの阻害
　アタッチメント研究は、アタッチメント対象を喪失した子どもを一つの起点として開始され

たものであるが、上述の測定法は、標準的ですでにアタッチメント対象とのアタッチメントが

構築されている上でのアタッチメントの質の個人差を測定している。しかし、乳児院等の社会

的養護施設へ入所してくる子どもたちにおいて特に問題視されるのは、そもそもアタッチメン

トを形成できないこと（i.e.，他者との交流がなく自閉症様の反応性愛着障害、見知らぬ人にも

誰にでも見境なくくっついていくが、特定のアタッチメント対象がいない脱抑制型対人交流障

害）や、養育者との関係の構築の仕方やアタッチメント欲求の出し方が歪曲され、大人が受け

取りがたいものになっていること（i.e., 安全基地の歪曲）であり、それらを把握する必要がある。

こうしたアタッチメントの未成立や安全基地の歪曲をとらえる測定法に関する概観については

Kliewer‑Neumann et al.（2018）や Boris et al. （2005）が挙げられる。SSP や AQS とは異なり、

十分に確立された標準的な方法とされるものは現時点でないが、開発が試みられている。

　まず、ルーマニアの施設養護の子どもたちを対象に施設・里親の処遇によって予後がどのよ

うに異なるか追跡した研究では、SSP を実施してアタッチメントの類型だけでなく、子どもの

養育者へのアタッチメントの形成度合いを 5 段階で評価する方法をとっている（Nelson et al., 

2014）。5 点が「無秩序・無方向型も含めて、アタッチメントが形成されている（特定の人に向

けてアタッチメント行動がある）」であり、4 点が「広範な異常行動（従来の無秩序・無方向の

指標の範疇を超える）が見られるが、特定の他者へのアタッチメント形成の証拠がある」、3 点

「断片的だが見知らぬ人よりは養育者に対してアタッチメント行動が向けられている」、2 点「よ

く知っている養育者に対してもアタッメントのサインや反応はまれであり、見知らぬ人との間

にわずかな差しか見られない」、1 点「アタッチメント行動がまったく見られない」である。

　次に、比較的包括的にアタッチメントの阻害を捉えられる測定方法として半構造化面接であ

る DAI（Disturbances of Attachment Interview; Smyke & Zeanah, 1999）が挙げられる。月

齢 10 か月から 60 か月の子どもが対象であり（学齢期版・前青年期版もある）、17 の質問で、

20 分程度養育者にインタビューをして得点をつける。反応性アタッチメント障害、脱抑制型対

人交流障害、それ以外の安全基地の歪曲（自己を危険にさらす行動、過剰なしがみつき、養育

者の顔色をうかがったり過度に従順であったりする、過剰に大人を心配して世話する）を捉え

ることができる。妥当性が確認されている。DAI に併せて、SSP の手順と似ているが、そこに

養育者やストレンジャーの子どもへの関わりを含め、子どもの反応の違いを検討する観察法が

行われることもある（Boris et al., 2004）。

　また、乳児対象の観察による方法として確立されてはいないが、理論・モデルレベルでは

Crittenden の動的成熟モデル（Dynamic Maturational Model）が子どもの発達を加味しながら、

アタッチメントの阻害を方略としてとらえ様々なバリエーションを想定しており、参考になる

と考えられる。
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４）既存の測定法の限界のまとめ
　Table1 に上述の測定法の概要をまとめた。まず、1 歳以下に用いることができる情緒や行動の問

題やトラウマ反応の測定法が不足している。トラウマ反応に関しては PTSD-SSI が 0 歳から用いる

ことができるが、実施にかかる時間や労力が大きい。訓練等も要するところから、調査や乳児院で

すべての子どもに対して実施することや養育の中で使用していくことは現実的ではない。比較的簡

便に 1 歳以下の乳幼児にも実施できるツールが必要である。

　アタッチメントに関しても、乳児院ですべての子どもに対してアセスメントとして使用すること

を考えた際に SSP や AQS は実施にかかる時間や労力が大きい。また、あくまでもこの 2 つの確立

された方法は標準的なアタッチメントの個人差を捉える測定法であり、アタッチメントの阻害を捉

えるものではない。アタッチメントの阻害に関する測定は DAI が有用だが、養育者回答で比較的

簡単に回答できるように確立されたものはない。

　さらに、乳幼児期に把握されるべき心配な行動や様子は上記の情緒や行動の問題、トラウマ反応、

アタッチメントの阻害で挙げられている行動に限らないだろう。PTSD の診断基準は大人の基準を

ベースにして、年齢に合わせて修正することで現在の形になっており、1 歳以下では限定された表

象能力により、必ずしもすべての症状が現れてこないことが指摘されている（つまり行動に現れて

いないが潜在している可能性や別な現れ方をしている可能性がある）。アタッチメントの阻害につ

いてもアタッチメントが形成される以前に予兆となるような様子があるはずである。さらに、常同

行動や自己刺激的な行動はその時子どもがストレスを経験している事を示唆するものであるし、乳

幼児期の心の不調は、発育・発達の阻害、免疫の低下や便秘などの排泄の問題、授乳・摂食での心

配な様子などの形で生活の中に現れる可能性がある。人への志向性の弱さも、原因が特性的なもの

によるのか、経験の中で獲得されたものなのか不明であれ、後のアタッチメント形成に懸念を生む

ものである。十分に遊べていないことや無気力であることはトラウマ反応の一指標であるが、それ

以外の潜在的な問題の指標とも考えられる。これ以外にも乳児を抱いた時の体の硬さや逆に柔らか

すぎるなど、抱いた時の違和感や抱きにくさが心配な行動として乳児院ではよく報告される。つま

り、既存の測定法で捉えられてきた行動以外にも、注目すべき行動が子どもの日々の生活の様子の

中で見られることが想定され、それらの行動の背後には複数の要因が想定される。様々な背景やニー

ズをもつ乳幼児を専門的に見続けてきた乳児院が経験知として蓄積している違和感や心配な行動は

多くあり、そのような見識からボトムアップに心配な行動を捉えていくことは意義が大きいと考え

られる。

（２）2017 年－ 2019 年調査および子どもの SOS サインの概要
１）子どもの SOS サインの特徴

　そこで本研究では、2017 年度－ 2019 年度の乳児院調査「乳児院養育の可能性と課題を探る－

発達的視座からの検討」（遠藤他，2018; 2019; 2021）で作成され用いられた子どもの SOS サイン

項目を用いる。2017 年度－ 2019 年度調査は、乳児院入所時の子どもを入所時点および退所ない

し 2 か月後の調査終了時点（場合によっては調査中も）でアセスメントし、子どもの社会情緒
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的発達、トラウマや子どもの SOS サインの変化、アタッチメントの変化を明らかにすることで、

乳児院養育の意義を探る研究であった。その内、子どもの SOS サインは⾝体、⼼理、関係性に

表れる⼦どもの気がかりな様⼦をとらえる項目で、『初任者職員に向けた研修⼩冊⼦』（全国乳児

福祉協議会，2016）に記載された⼦どもの表出する「SOS サイン」を参考に作成されたものである。

『初任者職員に向けた研究小冊子』の SOS サインは乳児院心理職によって、乳児院の子どもにつ

いて頻繁にみられる行動を凝縮して作成されたものであり、様々な心配な子どもの様子が行動レ

ベルで記載され整理されている。それらの行動の背景要因としては、関係性の育ち（不適切な養

育体験）・被虐待体験や、心的外傷体験の有無と程度・アタッチメント対象との分離の体験の有

無・器質的な特徴・解離や意識障害等・その他と様々なものが挙げられており、1 つの心配な行

動の背景に複数の要因を想定し、直線的にある行動の背後に存在する原因を特定するものではな

い。年齢を問わないため、低月齢にも適用できる行動が挙げられている。子どもの SOS サインは、

乳児院の子どもたちをよく見ている専門職の視点からボトムアップに様々な行動が挙げられてい

る点に大きな特徴があり、それにより乳児院での心配な行動を捉える生態学的妥当性が高く、実

用性も高いと考えられる。

 ２）子どもの SOS サインと既存の測定法の共通性
　子どもの SOS サインは乳児院の子どもたちによく見られる心配な行動を凝縮したものであると

はいえ、それは既存の測定法で検討されている項目とは全く無関係なものではなく、既存の項目で

捉えられてきた行動を多く含むものである。例えば、子どもの SOS サインで挙げられている心理

的側面の生活リズムと基本的習慣の睡眠の問題や、情動調整機能で挙げられている複数の情動表出

の困難や恐怖や不安（「特定の場所に強い不安を示す、おびえたように泣く」）は PTSD の診断基準

や測定法、CBCL、SDQ 等で扱われてきたものであるし、関係性の側面の職員との関係や家族との

関係については、まさに反応性アタッチメント障害や脱抑制型対人交流障害、アタッチメントの無

秩序・無方向型でみられる行動や不安定型の行動、安全基地の歪曲を表す行動も含まれている。既

存の測定法で把握されている行動に加えて、それ以外の心配な行動も含まれているものが子どもの

SOS サインであると考えられる。

３）2019 年度調査の限界
　2019 年度調査では、子どもの SOS サインの行動の項目を観察される頻度によって重みづけして

得点化し、回答不可を除く項目数で割った平均値を得点として用いた。また、因子分析を行った結

果多くの項目が削除され内的整合性も低かったため、因子分析の結果は採用せず身体面、心理面、

関係性面に分けて得点化した。しかし、子どもの SOS サインはそれぞれ異なる行動の項目であり、

かつ 1 回でも見られれば深刻な行動も含まれており、重みづけによる意味が項目によって異なる可

能性がある。また CBCL では、最終的に行動が見られる／見られないの 2 値にして得点を算出する。

領域間の関連もみられることから、それを別物として扱うよりは、まずは SOS サインとして分け

ずに扱っていくことも有用である。そこで本章では、行動が見られる頻度によって重みづけをした
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り、領域にわけて検討したりするのではなく、SOS サインの個数を算出して、検討する。

　また、2019 年度調査では、子どもの SOS サインの 2 時点間での変化を検討するとともに、被虐

待経験や低体重出生、病虚弱児であるか否か、障害の有無や妊娠期のリスク等の子どもの背景要因

やトラウマ反応との関連を検討した。その結果、子どもの SOS サインの内の心理面の項目とトラ

ウマ反応との間に正の関連がみられたが、身体面や関係性の側面とトラウマ反応との間に有意に相

関はみられなかった。被虐待経験や低体重出生、病虚弱児であるか否か、障害の有無や妊娠期のリ

スク等の子どもの背景要因との間に子どもの SOS サインとの関連はみられなかった。ただし、心

身状況が健常か否かとの関連の検討や、入所理由にみられる虐待以外のリスク要因やアタッチメン

トとの関連の検討ができていない。また、SOS サインは行動がみられることが少なく 0 に偏った分

布であったがそれを加味した分析ができていない。

　さらに、子どもの SOS サインは、トラウマ反応との関連はみられたものの、回答不可が多い項

目群であり、つけにくさや項目の分かりにくさが報告された尺度でもあった。よって、回答不可の

多い項目や回答不可と年齢や調査時期との関連を検討することでより回答しやすい項目にする必要

がある。

（３）目的
　そこで本章では、2019 年度調査の SOS サインの再分析を行い、以下を検討する。

１）子どもの SOS サインと子どもの被虐待経験・心身状況・妊娠期のリスク・アタッチメントと

の関連を明らかにし、妥当性を検討する。

２）未回答が多い項目を洗い出し、年齢や測定のタイミングとの関連の検討を行い、表現の修正を

行う。

２．方法

　本研究では 2019 年度調査の SOS サインの項目の再分析を行った。調査の詳細は遠藤他（2021）を

参照されたい。全国乳児福祉協議会を通して、データの再利用の目的とその可否について全国の乳児

院に確認した。データの再利用について不可の乳児院はなかったため、児童 107 名分の入所・調査終

了時の回答を使用して再分析をおこなった。確認の手順については子どもの虹情報研修センター研究

倫理審査委員会の承認を得た。

（１）子どもの SOS サイン
　SOS サイン項目で、「時々ある」「ある」「よくある」「過去にあった」を選択した場合、SOS サイ

ンあり「1」として、「ない」を選択した場合は SOS サインなし「0」としてコード化して、みられる

SOS サインの個数を合算した。
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（２）被虐待経験
　2019 年度調査と同様に、調査対象児の被虐待経験の有無については、⼊所理由と⼼⾝状況のいずれ

からも判断できるが、⼼⾝状況では被虐待経験ありとされていなくても、⼊所理由で虐待の種類など

の報告がある場合があったため、⼊所理由から判断した。被虐待経験がある場合は「1」、ない場合は

「0」とコードした。

（３）妊娠期のリスク
　2019 年度調査と同様に、妊娠期のリスクがある場合は「1」、ない場合は「0」とコードした。

（４）心身状況
　心身状況は、「健全」「被虐待児」「病虚弱児」「障害児」の 4 つの選択肢によって問われていたが、「健

全」と回答した場合は「0」、「被虐待児」「病虚弱児」「障害児」いずれかが選択された場合は「1」とコー

ドした。

（５）入所理由から判断した小児期の逆境体験
　入所理由と小児期の逆境体験（Adverse childhood experiences; ACEs）には一部共通したものがみ

られたため、入所理由の内、小児期の逆境体験に当てはまるものがあるかないかを、ある場合は「1」、

ない場合は「0」とコードした。入所理由の内、小児期の逆境体験にあてはまったのは「家族の死亡」「離

別・別居」「家族の受刑（拘留）」「虐待」「家族の精神疾患」であった。小児期の逆境体験と以降では

表記するが、入所理由では小児期の逆境体験の内「家族から愛されていない、家族が互いに無関心」「ア

ルコール依存症や薬物依存症との人との同居」を捉えられていない点は注意が必要である。

（６）リスク
　上記の被虐待経験、妊娠期のリスク、心身状況が健全でない、入所理由から判断される小児期の逆

境体験が 1 つでもある場合はある「1」、ない場合は「0」とコードした。

３．結果

（１）SOS カウントデータの分布
　SOS サイン項目で、「時々ある」「ある」「よくある」「過去にあった」を選択した場合、SOS サイン

あり「1」として、「ない」を選択した場合は SOS サインなし「0」として、見られる SOS サインの

個数を合算した。Figure1 に入所時の SOS サインの個数のヒストグラムを示し、Figure 2 に調査終了

時の SOS サインの個数のヒストグラムを示した。入所時・調査終了時共に 0 に偏った分布であった。

一方で、SOS が 1 ～ 5 個見られる人数も多く、中には 10 個以上見られる者も一定数いた。また、調

査終了時には若干右方向への偏りも強くなっている。



－ 14 －

Figure 1

入所時の SOS サインの個数のヒストグラム

Figure 2

調査終了時の SOS サインの個数のヒストグラム

（２）子どもの被虐待経験・心身状況・妊娠期のリスク・小児期の逆境体験との関連
　SOS サインの個数は上記のように 0 に偏った分布であったため、子どもの被虐待経験等のリスクが

SOS サインを予測するかどうかについてはゼロ過剰ポアソンモデルを用いて分析した。ゼロ過剰ポア

ソンモデルとは「0 になるかならないか」と「０～ｎ（得点や頻度）」の予測を別モデルでおこなう方

法である。ゼロを多く含むデータに通常の分析をすると過大推定する可能性があることが指摘されて

いる。

　また、後述のように各項目と日齢の関連を見た時に、年齢によって回答不可の数や行動が見られに

くい傾向があったことから、日齢をモデルに入れて統制した。その結果を Table2 に示した。
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Table 2

子どもの SOS サインの個数を予測する子どもの背景要因のゼロ過剰ポアソン回帰の結果

係数 SE 係数 SE 係数 SE 係数 SE
モデル１

切片 2.37 1.71 0.31 0.26 -0.34 0.96 0.77 0.21 ***
被虐待経験（あり1,なし0） 0.73 1.23 0.03 0.17 -1.32 0.80 † 0.06 0.16
妊娠期のリスク（あり1,なし0） -3.17 1.71 † 0.21 0.17 -0.97 0.74 -0.02 0.15
小児期の逆境体験（あり1,なし0） 0.52 2.04 0.61 0.25 * 0.50 0.90 0.43 0.22 †
日齢 -0.05 0.03 † 0.00 0.00 ** 0.00 0.00 0.00 0.00 **

モデル2
切片 -0.61 0.39 0.95 0.11 *** -1.11 0.54 * 0.88 0.12 ***
心身状態（健全0, 健全でない1） -0.96 0.60 0.09 0.13 -3.73 3.00 0.42 0.12 ***
日齢 0.00 0.00 0.00 0.00 *** 0.00 0.00 0.00 0.00 ***

モデル3
切片 -0.23 1.76 0.72 0.32 * -8.23 66.57 -0.97 0.59
リスク（あり１，なし0） -0.49 1.66 0.27 0.31 7.12 66.57 2.08 0.58 ***

日齢 -0.01 0.00 0.00 0.00 *** 0.00 0.00 0.00 0.00 ***

入所時 調査終了時
ゼロ過剰モデル カウントモデル ゼロ過剰モデル カウントモデル

注）小児期の逆境体験 = 入所理由の内，ACEs に該当するものが 1 つでもあった場合に 1，ない場合に 0
とした。ただし，ACEs の内，「家族から愛されていない、家族が互いに無関心」「酒癖の悪い人や、
アルコール依存症や薬物乱用の人との同居」に該当する入所理由は選択肢に含まれていなかった。リ
スク＝被虐待経験あり，妊娠期のリスクあり，心身状況が健全に当てはまらない，小児期の逆境体験
ありのいずれかが当てはまる場合に，リスクあり（1）, 当てはまらない場合はなし（0）にした。

　妊娠期のリスクがあるほど、入所時において SOS サインが 0 になりにくい傾向があったが有意傾

向であった（p =.063）。また小児期の逆境体験については小児期の逆境体験があるほど SOS サインの

個数が多くなる傾向があった（p =.013）。入所時においては妊娠期のリスクや被虐待経験､ 心身状況、

小児期の逆境体験およびそれらをまとめたリスクは SOS サインの個数の多さを予測しなかった。

　調査終了時においては、被虐待経験があるほど SOS サインの個数が 0 になりにくい傾向が見られ

たが有意傾向であった（p =.099）。また小児期の逆境体験があるほど SOS サインの個数が多くなる傾

向があったが、こちらも有意傾向であった（p ＝.052）。また心身状態は子どもが健全でない（被虐待児・

病虚弱児・障害児）場合は SOS サインの個数が有意に多くなる傾向があり（p ＜.001）、妊娠期のリ

スクや被虐待経験､ 心身状況をまとめたリスクも有意に SOS サインの個数を予測した（p ＜.001）。

（３）トラウマ反応との関連
　まず、入所時と調査終了時の CMYC によって測定されたトラウマ反応の分布を確認したところ、0

に偏った分布であった（Figure3，Figure4）。なお、6 か月～ 2 歳版と 2 歳～ 6 歳版の項目数は異なっ

ていたが、回答者数が少ないことから平均してまとめることとした。
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Figure 3

入所時のトラウマ反応得点のヒストグラム

Figure 4

調査終了時のトラウマ反応得点のヒストグラム

　入所時で回答不可のサンプルを除くとn = 41 であり、調査終了時ではn = 81 とサンプルサイズが

小さく０に偏った分布が見られたため、SOS サインの個数およびトラウマ反応得点をそれぞれ対数変

換した上でスピアマンの相関係数を算出した。なお、その際 0 を除く最小値を足したうえで変換した。

また相関係数は日齢を統制した偏相関係数を算出した（Table3）。結果、入所時点ではr = .45 （p ＜.001）、　

調査終了時はr = .39 （p <.001）と中程度の相関がみられた。

Table 3

SOS サインの個数とトラウマ反応の関連

> print(r2$r,digits> print(r2$r,digits=3)
partial correlations partialcorrelations

ptsd_l SOS01_l ptsd_l SOS01_l
ptsd_l 1 0.45 ptsd_l 1 0.381
SOS01_l 0.45 1 SOS01 0.38 1
> print(r2$p,digits> print(r2$p,digits=5)
partial correlations partialcorrelations

ptsd_l SOS01_l ptsd_l SOS01_l
ptsd_l 0 0 ptsd_l 0 0.00045
SOS01_l 0 0 SOS01 0 0

トラウマ反応 .448 ** .381 ***

SOSサインの個数
入所時点 調査終了時点
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（４）アタッチメントとの関連
　アタッチメントについては、年齢により回答不可のサンプルを除くと入所時でn = 27 であり、調

査終了時でn = 37 であった。SOS サインの個数、無秩序・無方向型、反応性アタッチメント障害、

脱抑制型対人交流障害については 0 ないし１に偏った分布であったため、対数変換した上でスピアマ

ンの相関係数を算出した（Table4）。入所時点においては、担当養育者へのアタッチメントについて、

安全基地・心の理解については SOS サインの個数と負の中程度の相関がみられた。また、無秩序・

無方向型アタッチメントおよび反応性アタッチメント障害については SOS サインの個数と正の中程

度の相関がみられた。有意性検定の結果は、反応性アタッチメント障害を除いて、有意傾向であったが、

サンプルサイズの少なさが影響していると思われる。

　調査終了時点では、アタッチメントの安定性の内、安全基地と心の理解と SOS サインの個数の間

に有意な相関は見られなくなっていた一方で、情動調節不全（逆転項目）との間に正の中程度の相関

がみられた。無秩序・無方向型アタッチメント・反応性アタッチメント障害については入所時点と同

じ傾向がみられ、SOS サインの個数との間に正の中程度の相関がみられた。脱抑制型対人交流障害と

SOS サインの個数との間には 2 時点通して有意な相関は見られなかった。

Table 4

SOS サインの個数とアタッチメントとの関連

安全基地 -.374 † .129

心の理解 -.369 † .181

情動調節不全 -.027 .386 *

無秩序・無方向型 .344 † .415 *

反応性アタッチメント障害 .545 ** .611 ***

脱抑制型対人交流障害 -.086 .046

入所時点 調査終了時点
SOSサインの個数

（５）出現が少ない項目・未回答／回答不可の多い項目の分析
　項目の表現の検討のために、未回答／回答不可が多かった項目と出現が少ない項目を検討した結果

を Table5 に示した。

　全体的に入所時の方が未回答／回答不可の割合が高い項目は多く、その割合も大きかった。入所時

はほとんどの項目で、未回答／回答不可の割合が 30% 以上であり、中には 70% 以上の項目も多くあっ

た。調査終了時点においては、未回答／回答不可が 30% 以上の項目は大幅に減ったが、依然未回答／

回答不可の割合が高い項目も複数あった。具体的には、①感情面での子どもの心配な様子が現れた項

目、②指さし・共同注意・ごっこ遊び・子ども同士の関係性に関する項目、③家族との関係性に関す

る項目、④無気力・探索意欲の希薄さ・かんもく・チックなどの症状に関する項目が挙げられた。こ
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れらの項目について未回答／回答不可が多い原因は、③は面会がないなどの理由で情報が得られない

こともあるだろうが、①・②・④については低月齢児では見られない場合や、そもそも項目表現がわ

かりにくく判断が難しくなっていたことが理由としてあると考えられる。

　行動の出現率が 10% 未満の項目は入所時・調査終了時で概ね一致していた。具体的には h2 の皮膚

の感覚過敏、h9 の生活習慣で心配な点、h13 の情動行動、h14 ～ h21 の感情面で心配な点、h25 の家

族関係、h27 や h28 の子ども同士の関係性やごっこ遊び、h29 ～ h31 の症状に関する項目である。そ

れぞれの子どもにみられる SOS サインは様々であることから、リスク群であっても多くの子どもに

は見られない SOS サインがある可能性もある。また、そもそもの出現率が低い行動もあるだろう。

しかし、それ以外にも未回答・回答不可の多さに起因して低くなっている場合は、表現の分かりにく

さや曖昧さに起因している可能性もある（実際、曖昧な表現の項目が含まれている）。

（６）日齢・調査時期と未回答／回答不可の関連
　未回答／回答不可が、対象児の日齢や調査時期（入所時／調査終了時）によって予測されるか検討

した。未回答／回答不可か否か（「ない」～「よくある」、「過去にあった」の回答があるか、ないか）

を 0・1 でコード化した。調査時期については、入所時と調査終了時で未回答／回答不可か否か変化

があるか検討するためマクネマー検定をそれぞれの項目ごとに行った。その統計値と有意性検定の結

果を Table6 に示した。日齢との関連については、入所時と調査終了時それぞれについて、未回答／

回答不可を日齢によって予測するロジスティック回帰分析を項目ごとに行った。日齢の回帰係数と有

意性検定の結果を Table6 に示した。

　まず、調査時期に関しては多くの項目で調査終了時点よりも入所時点で未回答／回答不可が多い傾

向がみられた。過緊張や過弛緩、体重などの発育面、授乳・摂食、睡眠、排便など、身体的な特徴や

生活場面でみられることは調査時期による有意な差は見られなかったが、運動発達、体調、コミュニ

ケーションや感情面、関係性、症状など観察される場面が限定されるものについては入所時に未回答

／回答不可が多くなる傾向があった。

　次に日齢に関しても同様の傾向がみられ、生活場面で観察される項目や身体的な特徴に関する項目

は日齢と有意な関連はなかった。一方で、運動発達、コミュニケーションや感情面、関係性、症状に

ついては低月齢児では未回答／回答不可が多くなる傾向があった。運動発達や感情発達、コミュニケー

ションや関係構築等の社会性の発達は確かに低月齢児では観察されにくく、回答不可とされる可能性

はある。しかし、例えば h10 の「言葉の発達・表出など、コミュニケーションの発達で心配な点がある」

に関しては低月齢児であっても大人に向けられた発声や視線が少なすぎたり、ターン・テイキングが

みられなかったりなど、月齢が低くても見られるコミュニケーションに関する懸念はあると考えられ

る。このような項目については、低年齢児にも適用できるよう、表現等を検討する必要がある。

４．考察

　本章では、低年齢児にも適用できる心配な行動の測定法として情緒や行動の問題やトラウマ反応や
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関係性の測定法としてアタッチメントの測定について概観した。その結果、低月齢児時に適用可能で、

乳児院の生活の中で比較的簡便に利用できる尺度がないことが示された。また、トラウマについては

成人モデルから派生的に子どもの行動に合わせる形で作成されたものであり、日々の生活の場面で見

られる心配な行動についてはカバーできていないことが問題として挙げられる。アタッチメントにつ

いては、特定の他者とのアタッチメントが形成される以前の、アタッチメントの前提となる発達やア

タッチメントの阻害についてとらえる標準的な方法がないことが示された。そこで、乳児院で経験的

に蓄積されてきた様々な心配な行動に関するリストを検討することが有意義ではないかと考え、子ど

もの SOS サインに注目し、過去調査の再分析を行うことで、妥当性の予備的な検討と項目の改善の

Table 6

子どもの SOS サインの未回答と調査時期および日齢との関連

h1_⾝体の緊張が強い/ゆるい等、⼒の⼊れ具合に⼼配がある。 0.0 -.005 .001

h2_⾝体に触れることを嫌うなど、感覚過敏がみられる。 0.7 -.019 -.001

h3_不器⽤さや運動発達のぎこちなさ（アンバランス）がみられる。 14.7 *** -.009 ** -.004

h4_すぐ体調を崩したり、怪我をするなど、体調⾯で⼼配な点がある。 4.6 * -.003 -.003

h5_体重が増えない/減少するなど、発育⾯で⼼配な点がある。 1.0 -.001 -.003

h6_授乳・摂⾷で⼼配な点がある。 0.1 -.058 -.003

h7_寝付けない、眠りが浅い、夜驚など、睡眠に⼼配な点がある。 0.7 -.058 -.001
  h8_便が出にくかったり、⽉齢にそぐわない遺尿・遺糞があるなど排泄⾯で⼼配な点がある。 0.1 -.058 -.002

h9_その他、⽣活習慣で⼼配な点がある。 1.0 -.013 * -.004

h10_⾔葉の発達・表出など、コミュニケーションの発達で⼼配な点がある。 19.6 *** -.008 *** -.007 *

h11_感情の起伏が激しかったり無表情など、感情表出で⼼配な点がある。 21.1 *** -.009 ** -.004

h12_興奮時に⼤⼈の声かけが⼊らなかったり、⾃分で⾏動をとめられないことがある。 18.2 *** -.007 *** -.004 *

h13_上半⾝を前後にゆするなど、反復的な⾏動が目⽴つ。 17.3 *** -.009 *** -.007 *

h14_わけもなくいらいらしたり、不機嫌なことが多い。 10.7 ** -.007 ** -.006 *

h15_突発的なことが起きたり、⾃分の思い通りにいかないとパニックを起こす。 10.7 ** -.006 *** -.007 **

h16_刺激への反応が過剰に鈍感/敏感など、外的刺激への反応で⼼配な点がある。 5.6 * -.008 ** -.004

h17_注意された時に激しく泣く/⽴ち尽くすなど、⼈への反応で⼼配な点がある。 12.8 *** -.007 *** -.008 **

h18_⾃⼰刺激⾏動や⾃傷⾏動など、通常⼦どもが⾒せないような⼼配な⾏動が⾒られる。 15.4 *** -.008 *** -.006 *

h19_恐怖や不安が外に表れない/突発的に⽰すなど、不安の表出で⼼配な点がある。 14.3 *** -.006 *** -.006 *

h20_他者からの呼びかけに反応しないことがある。 29.1 *** -.011 *** -.006 †

h21_空笑いをしたり、笑いながら他児を叩くなど、感情表出の不⼀致が⾒られる。 20.2 *** -.004 *** -.008 **

h22_指さしをしない。 5.0 * -.008 *** -.013 ***

h23_共同注意が⾒られない。 9.8 ** -.004 *** -.011 ***

h24_目が合わない。 21.6 *** -.006 ** -.003

h25_家族との関係において、不適切な⾏動が⾒られる。 23.1 *** -.001 .000

h26_遊びを⾒つけていかないなど、探索意欲の希薄さが⾒られる。 26.9 *** -.008 *** -.011 **

h27_⼦ども同⼠の関係で不適切な⾏動が⾒られる。 14.3 *** -.007 *** -.009 ***

h28_ごっこ遊びが苦⼿である。 1.4 -.003 ** -.004 ***

h29_非活動的で、床に寝そべるなど無気⼒である。 20.6 *** -.008 *** -.006 **

h30_かんもく、⾃傷⾏為など、⾏動化が⾒られる。 10.7 ** -.006 *** -.007 ***

h31_チックや抜⽑、突発性難聴など、⾝体化が⾒られる。 9.8 ** -.007 *** -.007 ***

項目 調査時期
日齢

⼊所時 調査終了時

注）調査時期についてはマクネマー検定の統計値を示した。日齢についてはロジスティック回帰分析で算出された回帰
係数を示した。なお、切片の回帰係数は省略した。
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ために未回答・回答不可回答の分析を行った。

（１）子どもの SOS サインの妥当性の予備的検討について
　まず、SOS サインの個数については、妊娠期のリスクや入所理由から判断される小児期の逆境体験

の有無、心身状況が健全か否かの違いと関連していた。また、被虐待経験・妊娠期のリスク・小児期

の逆境体験をまとめたリスクの有無とも関連していた。トラウマ反応とも子どもの SOS サインの個

数は正の中程度の相関が見られ、アタッチメントについては一貫して情動調節不全・無秩序・無方向型・

反応性アタッチメント障害と正の関連がみられた。以上から，概ね想定される相関がみられたことか

ら収束的妥当性が確認されたと考えられる。

（２）項目の改善にむけて
　ただし、2019 年調査においては子どもの SOS サインの未回答・回答不可が多く、項目表現も曖昧

なものがあった。そこで、未回答・回答不可が多い項目を洗いだすとともに、入所時／調査終了時の

調査実施時期や子どもの日齢が未回答・回答不可とどのように関連するか検討した。その結果、入所

時点においては生活面でみられる心配な様子を除いて全般的に未回答／回答不可が多いこと、日齢が

低いほど未回答／回答不可が多くなる傾向があることが示された。このことは入所時において情報が

得られにくいことを示すだけでなく、項目が年齢限定的な表現になっていることや、曖昧さがあるこ

とを表していたと考えられる。しかし、日齢と関連した項目の全てが高月齢児のみに適用可能な行動

を表しているわけではなく、低年齢児においても行動の形を変えてみられる項目もあった。そこで、

本研究で示唆された未回答・回答不可の多い項目や低日齢児では未回答／回答不可が多くなる項目に

ついては項目を改善する必要があると考えられる。

（３）項目の修正案
　そこで、研究チーム内での 2 回のミーティングを行い、項目の改変をおこなった。1 回目は研究チー

ムの内、乳児院心理士の経験がある 2 名を含む 4 名、2 回目では 1 回目のメンバーに加え、2 名の乳

児院施設長が加わり項目の検討を行った。その際、乳児院で見られる行動の典型例や乳児院でよく使

用される表現を項目の改善に含めることを意識した。また、既存の項目以外に懸念される行動や分け

て項目設定をすることが適切な項目については新たに項目を設定した。Table7 に修正過程を示した。 
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元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
1
身
体
の
緊
張
が
強
い
/
ゆ
る

い
等
、
力
の
入
れ
具
合
に
心

配
が
あ
る
。

だ
っ

こ
し

に
く

い
な

ど
、
身

体
の
緊
張
が
強
い
/
ゆ
る
い

等
、
力
の
入
れ
具
合
に
心
配

が
あ
る
。

だ
っ
こ
し
に
く
い
。

だ
っ
こ
し
に
く
い
、
身
体
の

緊
張
が
強
い
/
ゆ
る
い
等
、

力
の
入
れ
具
合
に
心
配

な
点

が
あ

る
。

2
身
体
に
触
れ
る
こ
と
を
嫌
う

な
ど
、
感
覚
過
敏
が
み
ら
れ

る
。

触
ら
れ
る
の
を
嫌
が
っ
た
り
、

だ
っ

こ
さ

れ
た

が
ら

な
か

っ
た

り
、

足
裏

が
敏

感
で

歩
き

た
が

ら
な

か
っ

た
り

感
覚

過
敏

が
み

ら
れ

る
。

触
れ
ら
れ
る
の
を
嫌
が
る
。

寝
る
と
き
に
だ
っ
こ
さ
れ
た

が
ら
な
い
。
足
裏
の
過
敏
さ
。

皮
膚
感
覚
の
過
敏
さ
。

皮
膚

の
感

覚
過

敏
が

み
ら

れ
る

。（
e.

g.
触

ら
れ

る
の

を
嫌

が
る

、
足

裏
が

敏
感

で
歩

き
た

が
ら

な
い

）

※
だ
っ
こ
さ
れ
た
が
ら
な
い

は
筋
緊
張

3
不
器
用
さ
や
運
動
発
達
の
ぎ

こ
ち
な
さ
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）

が
み
ら
れ
る
。

（
年
齢
に
そ
ぐ
わ
ず
）
ハ
イ
ハ

イ
や
寝
返
り
を
し
な
い
、
お

も
ち
ゃ
を
つ
か
め
な
か
っ
た

り
離
せ
な
く
な
る
な
ど
、
不

器
用
さ
や
運
動
発
達
の
ぎ
こ

ち
な
さ
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）

が
み
ら
れ
る
。

は
い
は
い
を
し
な
い
、
寝
返

り
を
し
な
い
。
お
も
ち
ゃ
を

離
せ
な
い
。
つ
か
め
な
い
。

不
器

用
さ

や
運

動
発

達
の

ぎ
こ

ち
な

さ
（

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

）
が

み
ら

れ
る

。（
e.

g.
 年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

ハ
イ

ハ
イ

や
寝

返
り

を
し

な
い

、
ス

プ
ー

ン
を

口
に

上
手

く
運

べ
な

い
、

お
も

ち
ゃ

を
つ

か
め

な
か

っ
た

り
離

せ
な

く
な

る
な

ど
）

4
す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

5
体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

6
授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

7
寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。

寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。

寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。

Ta
bl

e 
7

子
ど

も
の

SO
S

サ
イ

ン
項

目
の

修
正

過
程

（
ヒ

ア
リ

ン
グ

１
・

ヒ
ア

リ
ン

グ
２

実
施

前
）

　
元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
8

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

9
そ

の
他

、
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

虫
歯

を
は

じ
め

と
し

た
健

康
・

衛
生

習
慣

な
ど

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る

沐
浴

が
こ

わ
が

る
。

離
乳

食
に

ス
プ

ー
ン

が
や

っ
て

く
る

と
泣

く
。

虫
歯

や
肌

状
態

を
は

じ
め

と
し

た
健

康
・

衛
生

習
慣

等
の

生
活

習
慣

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
10

言
葉

の
発

達
・

表
出

な
ど

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

発
声

が
少

な
い

、
発

信
が

乏
し

い
、

言
葉

の
発

達
・

表
出

な
ど

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

発
声

が
少

な
い

、
発

信
が

乏
し

い
、

言
葉

の
発

達
・

表
出

の
問

題
等

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

11
感

情
の

起
伏

が
激

し
か

っ
た

り
無

表
情

な
ど

、
感

情
表

出
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

徐
々

に
で

は
な

く
突

然
の

極
端

な
激

し
い

泣
き

や
泣

か
な

さ
す

ぎ
る

な
ど

感
情

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

徐
々

に
で

は
な

く
突

然
に

極
端

な
激

し
い

泣
き

を
示

し
た

り
、

表
情

が
乏

し
か

っ
た

り
、

泣
か

な
さ

す
ぎ

た
り

な
ど

感
情

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

※
感

情
の

ス
イ

ッ
チ

が
激

し
い

子
、

泣
い

た
か

と
思

え
ば

笑
っ

た
り

、
怒

り
出

し
た

り
、

そ
の

後
い

き
な

り
し

ゃ
べ

り
だ

し
た

り
→

新
項

目
に

。
12

興
奮

時
に

大
人

の
声

か
け

が
入

ら
な

か
っ

た
り

、
自

分
で

行
動

を
と

め
ら

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

な
か

な
か

な
だ

め
に

く
い

な
ど

、
感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。

な
か

な
か

な
だ

め
に

く
い

な
ど

、
感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。

13
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
、

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。

反
復

的
な

常
同

行
動

が
目

立
つ

（
e.

g.
 く

る
く

る
ま

わ
る

、
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
）。

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。
（

e.g
. く

る
く

る
ま

わ
る

、
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
の

常
同

行
動

）
14

わ
け

も
な

く
い

ら
い

ら
し

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
い

。
わ

け
も

な
く

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
く

、
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

。

わ
け

も
な

く
い

ら
い

ら
し

た
り

、
泣

い
た

り
、

不
機

嫌
な

こ
と

が
多

く
、

落
ち

着
い

た
状

態
が

少
な

い
。
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元
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目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
1
身
体
の
緊
張
が
強
い
/
ゆ
る

い
等
、
力
の
入
れ
具
合
に
心

配
が
あ
る
。

だ
っ

こ
し

に
く

い
な

ど
、
身

体
の
緊
張
が
強
い
/
ゆ
る
い

等
、
力
の
入
れ
具
合
に
心
配

が
あ
る
。

だ
っ
こ
し
に
く
い
。

だ
っ
こ
し
に
く
い
、
身
体
の

緊
張
が
強
い
/
ゆ
る
い
等
、

力
の
入
れ
具
合
に
心
配

な
点

が
あ

る
。

2
身
体
に
触
れ
る
こ
と
を
嫌
う

な
ど
、
感
覚
過
敏
が
み
ら
れ

る
。

触
ら
れ
る
の
を
嫌
が
っ
た
り
、

だ
っ

こ
さ

れ
た

が
ら

な
か

っ
た

り
、

足
裏

が
敏

感
で

歩
き

た
が

ら
な

か
っ

た
り

感
覚

過
敏

が
み

ら
れ

る
。

触
れ
ら
れ
る
の
を
嫌
が
る
。

寝
る
と
き
に
だ
っ
こ
さ
れ
た

が
ら
な
い
。
足
裏
の
過
敏
さ
。

皮
膚
感
覚
の
過
敏
さ
。

皮
膚

の
感

覚
過

敏
が

み
ら

れ
る

。（
e.

g.
触

ら
れ

る
の

を
嫌

が
る

、
足

裏
が

敏
感

で
歩

き
た

が
ら

な
い

）

※
だ
っ
こ
さ
れ
た
が
ら
な
い

は
筋
緊
張

3
不
器
用
さ
や
運
動
発
達
の
ぎ

こ
ち
な
さ
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）

が
み
ら
れ
る
。

（
年
齢
に
そ
ぐ
わ
ず
）
ハ
イ
ハ

イ
や
寝
返
り
を
し
な
い
、
お

も
ち
ゃ
を
つ
か
め
な
か
っ
た

り
離
せ
な
く
な
る
な
ど
、
不

器
用
さ
や
運
動
発
達
の
ぎ
こ

ち
な
さ
（
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
）

が
み
ら
れ
る
。

は
い
は
い
を
し
な
い
、
寝
返

り
を
し
な
い
。
お
も
ち
ゃ
を

離
せ
な
い
。
つ
か
め
な
い
。

不
器

用
さ

や
運

動
発

達
の

ぎ
こ

ち
な

さ
（

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

）
が

み
ら

れ
る

。（
e.

g.
 年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

ハ
イ

ハ
イ

や
寝

返
り

を
し

な
い

、
ス

プ
ー

ン
を

口
に

上
手

く
運

べ
な

い
、

お
も

ち
ゃ

を
つ

か
め

な
か

っ
た

り
離

せ
な

く
な

る
な

ど
）

4
す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

す
ぐ
体
調
を
崩
し
た
り
、
怪

我
を
す
る
な
ど
、
体
調
面
で

心
配
な
点
が
あ
る
。

5
体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

体
重
が
増
え
な
い
/
減
少
す

る
な
ど
、
発
育
面
で
心
配
な

点
が
あ
る
。

6
授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

授
乳
・
摂
食
で
心
配
な
点
が

あ
る
。

7
寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。

寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。

寝
付
け
な
い
、
眠
り
が
浅
い
、

夜
驚
な
ど
、
睡
眠
に
心
配
な

点
が
あ
る
。
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8

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
か

っ
た

り
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

9
そ

の
他

、
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

虫
歯

を
は

じ
め

と
し

た
健

康
・

衛
生

習
慣

な
ど

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る

沐
浴

が
こ

わ
が

る
。

離
乳

食
に

ス
プ

ー
ン

が
や

っ
て

く
る

と
泣

く
。

虫
歯

や
肌

状
態

を
は

じ
め

と
し

た
健

康
・

衛
生

習
慣

等
の

生
活

習
慣

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
10

言
葉

の
発

達
・

表
出

な
ど

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

発
声

が
少

な
い

、
発

信
が

乏
し

い
、

言
葉

の
発

達
・

表
出

な
ど

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

発
声

が
少

な
い

、
発

信
が

乏
し

い
、

言
葉

の
発

達
・

表
出

の
問

題
等

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

11
感

情
の

起
伏

が
激

し
か

っ
た

り
無

表
情

な
ど

、
感

情
表

出
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

徐
々

に
で

は
な

く
突

然
の

極
端

な
激

し
い

泣
き

や
泣

か
な

さ
す

ぎ
る

な
ど

感
情

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

徐
々

に
で

は
な

く
突

然
に

極
端

な
激

し
い

泣
き

を
示

し
た

り
、

表
情

が
乏

し
か

っ
た

り
、

泣
か

な
さ

す
ぎ

た
り

な
ど

感
情

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

※
感

情
の

ス
イ

ッ
チ

が
激

し
い

子
、

泣
い

た
か

と
思

え
ば

笑
っ

た
り

、
怒

り
出

し
た

り
、

そ
の

後
い

き
な

り
し

ゃ
べ

り
だ

し
た

り
→

新
項

目
に

。
12

興
奮

時
に

大
人

の
声

か
け

が
入

ら
な

か
っ

た
り

、
自

分
で

行
動

を
と

め
ら

れ
な

い
こ

と
が

あ
る

。

な
か

な
か

な
だ

め
に

く
い

な
ど

、
感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。

な
か

な
か

な
だ

め
に

く
い

な
ど

、
感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。

13
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
、

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。

反
復

的
な

常
同

行
動

が
目

立
つ

（
e.

g.
 く

る
く

る
ま

わ
る

、
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
）。

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。
（

e.g
. く

る
く

る
ま

わ
る

、
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
の

常
同

行
動

）
14

わ
け

も
な

く
い

ら
い

ら
し

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
い

。
わ

け
も

な
く

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
く

、
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

。

わ
け

も
な

く
い

ら
い

ら
し

た
り

、
泣

い
た

り
、

不
機

嫌
な

こ
と

が
多

く
、

落
ち

着
い

た
状

態
が

少
な

い
。
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15

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
い

と
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

す
。

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

混
乱

し
て

頻
繁

に
か

ん
し

ゃ
く

を
お

こ
す

。

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

混
乱

し
て

頻
繁

に
か

ん
し

ゃ
く

を
お

こ
す

。
16

刺
激

へ
の

反
応

が
過

剰
に

鈍
感

/
敏

感
な

ど
、

外
的

刺
激

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

周
囲

の
環

境
や

刺
激

に
対

し
て

、
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

逆
に

反
応

が
薄

い
（

e.
g.

 痛
み

が
あ

る
は

ず
な

の
に

、
反

応
が

弱
い

。
影

や
気

配
、

視
線

な
ど

過
剰

に
反

応
し

た
り

、
固

ま
っ

た
り

、
泣

い
た

り
す

る
）。

周
囲

の
環

境
や

刺
激

に
対

し
て

、
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

逆
に

反
応

が
薄

い
。（

e.g
. 痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、

反
応

が
弱

い
。

影
や

気
配

、
視

線
な

ど
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

固
ま

っ
た

り
、

泣
い

た
り

す
る

）
17

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
18

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

（
e.g

. 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）。

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

。（
e.g

. 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

19
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

特
定

の
場

所
や

状
況

で
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

（
e.

g.
 男

性
、

沐
浴

、
救

急
車

や
パ

ト
カ

ー
の

音
、

暗
い

と
こ

ろ
な

ど
の

場
面

で
、

過
度

に
泣

い
た

り
、

ぼ
ー

っ
と

す
る

）。

特
定

の
場

所
や

状
況

で
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.g
. 男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
で

、
過

度
に

泣
い

た
り

、
ぼ

ー
っ

と
し

た
り

す
る

）
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21

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
22

空
笑

い
を

し
た

り
、

笑
い

な
が

ら
他

児
を

叩
く

な
ど

、
感

情
表

出
の

不
一

致
が

見
ら

れ
る

。

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い（

e.
g.

作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）。

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い

。（
e.g

.作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）

23
指

さ
し

を
し

な
い

。
指

さ
し

や
共

同
注

意
が

み
ら

れ
な

い
。

指
さ

し
や

共
同

注
意

が
み

ら
れ

な
い

。
24

共
同

注
意

が
見

ら
れ

な
い

。
（

23
に

統
合

）
25

目
が

合
わ

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
か

っ
た

り
、

目
が

合
わ

な
か

っ
た

り
す

る
。

※
目

線
が

合
わ

な
い

。
合

わ
せ

な
い

。

26
家

族
と

の
関

係
に

お
い

て
、

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

家
族

と
の

接
触

時
や

接
触

後
に

普
段

に
は

見
ら

れ
な

い
行

動
が

み
ら

れ
る

（
e.

g.
 す

ぐ
眠

る
な

ど
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
す

る
）。

家
族

と
の

接
触

時
や

接
触

後
に

普
段

に
は

見
ら

れ
な

い
行

動
が

み
ら

れ
る

。（
e.g

. す
ぐ

眠
る

、
テ

ン
シ

ョ
ン

の
高

低
が

い
つ

も
と

異
な

る
、

退
行

、
拒

絶
し

た
り

怯
え

た
り

、
家

族
と

の
面

会
が

な
か

っ
た

か
の

よ
う

に
ふ

る
ま

う
）

家
族

と
会

っ
た

こ
と

を
な

い
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

聞
い

て
も

、「
ふ

ー
ん

」
っ

て
感

じ
で

話
さ

な
い

、
反

応
し

な
い

、
家

族
に

会
っ

た
こ

と
に

触
れ

ら
れ

な
い

。
大

き
い

子
よ

く
見

ら
れ

る
、

2
歳

で
も

。
27

遊
び

を
見

つ
け

て
い

か
な

い
な

ど
、

探
索

意
欲

の
希

薄
さ

が
見

ら
れ

る
。

（
30

に
統

合
）

28
子

ど
も

同
士

の
関

係
で

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

子
ど

も
同

士
の

関
係

で
不

適
切

な
行

動
が

見
ら

れ
る

（
e.

g.
 

ひ
と

り
遊

び
が

多
す

ぎ
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）。

子
ど

も
同

士
の

関
係

で
不

適
切

な
行

動
が

見
ら

れ
る

。
（

e.g
. 他

児
に

関
心

を
持

た
ず

、
ひ

と
り

遊
び

す
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）

心
配

な
一

人
遊

び
、

閉
じ

こ
も

っ
た

一
人

遊
び

、
他

の
お

友
達

に
関

心
を

も
た

な
い

。
自

分
の

世
界

に
入

り
込

ん
で

い
る

。
一

人
遊

び
を

好
む

様
子

。
29

ご
っ

こ
遊

び
が

苦
手

で
あ

る
。

削
除



－ 25 －

　
元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
15

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
い

と
パ

ニ
ッ

ク
を

起
こ

す
。

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

混
乱

し
て

頻
繁

に
か

ん
し

ゃ
く

を
お

こ
す

。

突
発

的
な

こ
と

が
起

き
た

り
、

予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

混
乱

し
て

頻
繁

に
か

ん
し

ゃ
く

を
お

こ
す

。
16

刺
激

へ
の

反
応

が
過

剰
に

鈍
感

/
敏

感
な

ど
、

外
的

刺
激

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

周
囲

の
環

境
や

刺
激

に
対

し
て

、
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

逆
に

反
応

が
薄

い
（

e.
g.

 痛
み

が
あ

る
は

ず
な

の
に

、
反

応
が

弱
い

。
影

や
気

配
、

視
線

な
ど

過
剰

に
反

応
し

た
り

、
固

ま
っ

た
り

、
泣

い
た

り
す

る
）。

周
囲

の
環

境
や

刺
激

に
対

し
て

、
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

逆
に

反
応

が
薄

い
。（

e.g
. 痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、

反
応

が
弱

い
。

影
や

気
配

、
視

線
な

ど
過

剰
に

反
応

し
た

り
、

固
ま

っ
た

り
、

泣
い

た
り

す
る

）
17

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

注
意

さ
れ

た
時

に
激

し
く

泣
く

/
立

ち
尽

く
す

な
ど

、
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
18

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

（
e.g

. 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）。

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

。（
e.g

. 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

19
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

特
定

の
場

所
や

状
況

で
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

（
e.

g.
 男

性
、

沐
浴

、
救

急
車

や
パ

ト
カ

ー
の

音
、

暗
い

と
こ

ろ
な

ど
の

場
面

で
、

過
度

に
泣

い
た

り
、

ぼ
ー

っ
と

す
る

）。

特
定

の
場

所
や

状
況

で
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

な
ど

、
不

安
の

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.g
. 男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
で

、
過

度
に

泣
い

た
り

、
ぼ

ー
っ

と
し

た
り

す
る

）

　
元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
21

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
22

空
笑

い
を

し
た

り
、

笑
い

な
が

ら
他

児
を

叩
く

な
ど

、
感

情
表

出
の

不
一

致
が

見
ら

れ
る

。

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い（

e.
g.

作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）。

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い

。（
e.g

.作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）

23
指

さ
し

を
し

な
い

。
指

さ
し

や
共

同
注

意
が

み
ら

れ
な

い
。

指
さ

し
や

共
同

注
意

が
み

ら
れ

な
い

。
24

共
同

注
意

が
見

ら
れ

な
い

。
（

23
に

統
合

）
25

目
が

合
わ

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
い

。
大

人
の

顔
や

表
情

を
見

な
か

っ
た

り
、

目
が

合
わ

な
か

っ
た

り
す

る
。

※
目

線
が

合
わ

な
い

。
合

わ
せ

な
い

。

26
家

族
と

の
関

係
に

お
い

て
、

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

家
族

と
の

接
触

時
や

接
触

後
に

普
段

に
は

見
ら

れ
な

い
行

動
が

み
ら

れ
る

（
e.

g.
 す

ぐ
眠

る
な

ど
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
す

る
）。

家
族

と
の

接
触

時
や

接
触

後
に

普
段

に
は

見
ら

れ
な

い
行

動
が

み
ら

れ
る

。（
e.g

. す
ぐ

眠
る

、
テ

ン
シ

ョ
ン

の
高

低
が

い
つ

も
と

異
な

る
、

退
行

、
拒

絶
し

た
り

怯
え

た
り

、
家

族
と

の
面

会
が

な
か

っ
た

か
の

よ
う

に
ふ

る
ま

う
）

家
族

と
会

っ
た

こ
と

を
な

い
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

聞
い

て
も

、「
ふ

ー
ん

」
っ

て
感

じ
で

話
さ

な
い

、
反

応
し

な
い

、
家

族
に

会
っ

た
こ

と
に

触
れ

ら
れ

な
い

。
大

き
い

子
よ

く
見

ら
れ

る
、

2
歳

で
も

。
27

遊
び

を
見

つ
け

て
い

か
な

い
な

ど
、

探
索

意
欲

の
希

薄
さ

が
見

ら
れ

る
。

（
30

に
統

合
）

28
子

ど
も

同
士

の
関

係
で

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

子
ど

も
同

士
の

関
係

で
不

適
切

な
行

動
が

見
ら

れ
る

（
e.

g.
 

ひ
と

り
遊

び
が

多
す

ぎ
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）。

子
ど

も
同

士
の

関
係

で
不

適
切

な
行

動
が

見
ら

れ
る

。
（

e.g
. 他

児
に

関
心

を
持

た
ず

、
ひ

と
り

遊
び

す
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）

心
配

な
一

人
遊

び
、

閉
じ

こ
も

っ
た

一
人

遊
び

、
他

の
お

友
達

に
関

心
を

も
た

な
い

。
自

分
の

世
界

に
入

り
込

ん
で

い
る

。
一

人
遊

び
を

好
む

様
子

。
29

ご
っ

こ
遊

び
が

苦
手

で
あ

る
。

削
除
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元
項
目
（
遠
藤
他
,2
01
9）

改
変
１
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

改
変
２
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

30
非

活
動

的
で

、
床

に
寝

そ
べ

る
な

ど
無

気
力

で
あ

る
。

遊
び
を
見
つ
け
て
い
か
な
い

な
ど
、
探
索
意
欲
の
希
薄
さ

が
見
ら
れ
た
り
、

非
活

動
的

で
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

あ
る

。

遊
ぼ
う
と
し
な
い
、
ふ
ら
ふ

ら
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

何
を
す
る
に
も
意
欲
が
低
い
。

31
か

ん
も

く
、

自
傷

行
為

な
ど

、
行

動
化

が
見

ら
れ

る
。

頭
打

ち
な

ど
の

自
傷

行
為

が
み

ら
れ

る
削

除

32
チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

突
発

性
難

聴
な

ど
、

身
体

化
が

見
ら

れ
る

。

緘
黙
、吃
音
、チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

脱
毛

な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ

る
。

緘
黙

、吃
音

、チ
ッ

ク
や

抜
毛

、
円
形

脱
毛

な
ど

の
症

状
が

み
ら

れ
る

。
新 規

　
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
（

e.g
. 

叩
く

、
か

む
、

顔
を

つ
く

、
睨

む
）。

大
人

や
他

児
に

む
か

っ
て

攻
撃

す
る

（
e.g

. 
叩

く
、

か
む

、
顔

を
つ

く
、

睨
む

）。

※
特

定
の

大
人

に
わ

ざ
と

嫌
な

こ
と

を
し

て
試

す
よ

う
な

行
動

を
と

る
子

ど
も

が
い

る
。

バ
ー

ン
ア

ウ
ト

に
つ

な
が

り
や

す
い

。
新 規

　
こ

れ
ま

で
体

験
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す
る

よ
う

な
行

動
（

e.g
. 

他
児

に
対

す
る

攻
撃

や
言

動
、

性
器

を
何

か
に

な
す

り
つ

け
る

、
遊

び
の

中
に

子
ど

も
の

過
去

の
経

験
が

表
れ

る
）。

過
去

（
入

所
前

・
家

）
目

の
当

た
り

に
し

た
こ

と
を

再
現

す
る

。
性

的
虐

待
を

受
け

て
再

現
し

て
い

る
。

他
児

の
上

に
の

っ
た

り
、

腰
を

ふ
っ

た
り

。
他

児
通

し
で

性
器

を
触

り
合

う
な

ど
の

行
動

。
新 規

人
に

笑
い

か
け

る
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

な
ど

人
へ

の
志

向
性

が
弱

い
。

新 規
泣

い
た

か
と

思
っ

た
ら

急
に

笑
う

な
ど

、
脈

絡
な

く
不

安
定

に
感

情
が

変
わ

る
。

　
元
項
目
（
遠
藤
他
,2
01
9）

改
変
１
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

改
変
２
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

新 規
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

を
見

な
か

っ
た

り
、

養
育

者
が

呼
び

か
け

て
い

る
の

に
、

無
視

し
た

り
し

て
、

自
分

か
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

。
新 規

不
安

や
恐

怖
が

あ
る

と
き

に
、

養
育

者
に

く
っ

つ
い

て
い

く
が

、
養

育
者

と
の

間
で

、
自

身
の

不
快

な
感

情
が

お
さ

ま
ら

ず
、

ぐ
ず

り
つ

づ
け

た
り

、
養

育
者

に
対

し
て

怒
っ

た
り

す
る（

e.g
. 金

切
り

声
で
泣
く

、
養

育
者

を
叩

く
・

押
す

、
お

も
ち

ゃ
を

拒
否

す
る

）。
新 規

養
育

者
に

近
づ

き
た

い
か

離
れ

た
い

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
行

動
・
突
っ
伏
し
て
泣
く
、

養
育
者
に
背
を
向
け
て
泣
く

な
ど
養
育
者
に
助
け
を
求
め

ず
に
泣
く
行
動
・

養
育

者
を

警
戒

し
た

り
怖

が
っ

た
り

す
る

行
動

な
ど

が
み

ら
れ

る
。

新 規
常

に
他

者
と

の
交

流
や

他
者

へ
の

反
応

が
乏

し
く

、
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
で

も
養

育
者

も
含

め
た

あ
ら

ゆ
る

大
人

に
安

心
感

を
求

め
る

こ
と

が
め

っ
た

に
な

く
、

反
応

す
る

こ
と

も
な

い
（

自
閉

的
な

状
態

像
）。
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元
項
目
（
遠
藤
他
,2
01
9）

改
変
１
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

改
変
２
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

30
非

活
動

的
で

、
床

に
寝

そ
べ

る
な

ど
無

気
力

で
あ

る
。

遊
び
を
見
つ
け
て
い
か
な
い

な
ど
、
探
索
意
欲
の
希
薄
さ

が
見
ら
れ
た
り
、

非
活

動
的

で
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

あ
る

。

遊
ぼ
う
と
し
な
い
、
ふ
ら
ふ

ら
歩
き
ま
わ
っ
て
い
る
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

何
を
す
る
に
も
意
欲
が
低
い
。

31
か

ん
も

く
、

自
傷

行
為

な
ど

、
行

動
化

が
見

ら
れ

る
。

頭
打

ち
な

ど
の

自
傷

行
為

が
み

ら
れ

る
削

除

32
チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

突
発

性
難

聴
な

ど
、

身
体

化
が

見
ら

れ
る

。

緘
黙
、吃
音
、チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

脱
毛

な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ

る
。

緘
黙

、吃
音

、チ
ッ

ク
や

抜
毛

、
円
形

脱
毛

な
ど

の
症

状
が

み
ら

れ
る

。
新 規

　
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
（

e.g
. 

叩
く

、
か

む
、

顔
を

つ
く

、
睨

む
）。

大
人

や
他

児
に

む
か

っ
て

攻
撃

す
る

（
e.g

. 
叩

く
、

か
む

、
顔

を
つ

く
、

睨
む

）。

※
特

定
の

大
人

に
わ

ざ
と

嫌
な

こ
と

を
し

て
試

す
よ

う
な

行
動

を
と

る
子

ど
も

が
い

る
。

バ
ー

ン
ア

ウ
ト

に
つ

な
が

り
や

す
い

。
新 規

　
こ

れ
ま

で
体

験
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す
る

よ
う

な
行

動
（

e.g
. 

他
児

に
対

す
る

攻
撃

や
言

動
、

性
器

を
何

か
に

な
す

り
つ

け
る

、
遊

び
の

中
に

子
ど

も
の

過
去

の
経

験
が

表
れ

る
）。

過
去

（
入

所
前

・
家

）
目

の
当

た
り

に
し

た
こ

と
を

再
現

す
る

。
性

的
虐

待
を

受
け

て
再

現
し

て
い

る
。

他
児

の
上

に
の

っ
た

り
、

腰
を

ふ
っ

た
り

。
他

児
通

し
で

性
器

を
触

り
合

う
な

ど
の

行
動

。
新 規

人
に

笑
い

か
け

る
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

な
ど

人
へ

の
志

向
性

が
弱

い
。

新 規
泣

い
た

か
と

思
っ

た
ら

急
に

笑
う

な
ど

、
脈

絡
な

く
不

安
定

に
感

情
が

変
わ

る
。

　
元
項
目
（
遠
藤
他
,2
01
9）

改
変
１
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

改
変
２
（
太
字
変
更
箇
所
）

メ
モ

新 規
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

を
見

な
か

っ
た

り
、

養
育

者
が

呼
び

か
け

て
い

る
の

に
、

無
視

し
た

り
し

て
、

自
分

か
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

。
新 規

不
安

や
恐

怖
が

あ
る

と
き

に
、

養
育

者
に

く
っ

つ
い

て
い

く
が

、
養

育
者

と
の

間
で

、
自

身
の

不
快

な
感

情
が

お
さ

ま
ら

ず
、

ぐ
ず

り
つ

づ
け

た
り

、
養

育
者

に
対

し
て

怒
っ

た
り

す
る（

e.g
. 金

切
り

声
で
泣
く

、
養

育
者

を
叩

く
・

押
す

、
お

も
ち

ゃ
を

拒
否

す
る

）。
新 規

養
育

者
に

近
づ

き
た

い
か

離
れ

た
い

の
か

よ
く

わ
か

ら
な

い
行

動
・
突
っ
伏
し
て
泣
く
、

養
育
者
に
背
を
向
け
て
泣
く

な
ど
養
育
者
に
助
け
を
求
め

ず
に
泣
く
行
動
・

養
育

者
を

警
戒

し
た

り
怖

が
っ

た
り

す
る

行
動

な
ど

が
み

ら
れ

る
。

新 規
常

に
他

者
と

の
交

流
や

他
者

へ
の

反
応

が
乏

し
く

、
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
で

も
養

育
者

も
含

め
た

あ
ら

ゆ
る

大
人

に
安

心
感

を
求

め
る

こ
と

が
め

っ
た

に
な

く
、

反
応

す
る

こ
と

も
な

い
（

自
閉

的
な

状
態

像
）。
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元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
新 規

初
対
面
の
大
人
も
含
め
、

人
見

知
り

せ
ず

、
あ
ら
ゆ
る
人

に
近
づ
く
こ
と
に
た
め
ら
い

が
な
く
、
誰
か
れ
か
ま
わ
ず

に
く
っ
つ
い
て
い
く
。
一
見

社
交
的
だ
が
、「
こ
の
人
」
と

い
う
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
対
象

が
い
な
い
。

新 規
　

そ
の
他
　
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

や
養
育
者
と
の
関
わ
り
に
心

配
な
点
が
あ
る
。（

e.
g.

 養
育

者
が

嫌
が

る
行

為
を

言
動

を
く

り
か

え
し

て
気

を
引

こ
う

と
す

る
。

大
人

の
顔

色
を

伺
い

す
ぎ

る
、

養
育

者
の

役
割

に
な

っ
て

大
人

の
世

話
を

し
よ

う
と

し
た

り
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
よ

う
と

す
る

、
自

ら
危

険
な

行
動

を
す

る
）

※
高
年
齢
児
、
試
す
行
動
。

特
定
の
大
人
に
対
し
て
嫌
が

る
行
動
を
す
る
。「
歪
む
」
素

直
な
表
現
が
出
て
こ
な
い
。
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元

項
目

（
遠

藤
他

,2
01

9）
改

変
１

（
太

字
変

更
箇

所
）

メ
モ

改
変

２
（

太
字

変
更

箇
所

）
メ

モ
新 規

初
対
面
の
大
人
も
含
め
、

人
見

知
り

せ
ず

、
あ
ら
ゆ
る
人

に
近
づ
く
こ
と
に
た
め
ら
い

が
な
く
、
誰
か
れ
か
ま
わ
ず

に
く
っ
つ
い
て
い
く
。
一
見

社
交
的
だ
が
、「
こ
の
人
」
と

い
う
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
対
象

が
い
な
い
。

新 規
　

そ
の
他
　
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

や
養
育
者
と
の
関
わ
り
に
心

配
な
点
が
あ
る
。（

e.
g.

 養
育

者
が

嫌
が

る
行

為
を

言
動

を
く

り
か

え
し

て
気

を
引

こ
う

と
す

る
。

大
人

の
顔

色
を

伺
い

す
ぎ

る
、

養
育

者
の

役
割

に
な

っ
て

大
人

の
世

話
を

し
よ

う
と

し
た

り
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
よ

う
と

す
る

、
自

ら
危

険
な

行
動

を
す

る
）

※
高
年
齢
児
、
試
す
行
動
。

特
定
の
大
人
に
対
し
て
嫌
が

る
行
動
を
す
る
。「
歪
む
」
素

直
な
表
現
が
出
て
こ
な
い
。

Ⅲ．ヒアリング調査１（研究２）

１．目的

　研究１で作成した項目案を実際に乳児院・保育所で試行実施し、項目案（付録１参照）からどのよ

うな行動をイメージするか、より適切な表現があるか等、乳児院・保育所職員へのヒアリング調査を

通して、項目の精査を行うこととする。

２．方法

（１）調査手法
　ヒアリングは半構造化面接（対面）で行った。

（２）調査協力者
　乳児院 3 施設、保育所 2 施設に調査協力を依頼し、各施設 1 ～ 2 名の職員にヒアリングを行った。

職員は一定程度経験年数があり、特に乳幼児を受け持ったことがある人にお願いした。１名の場合は

個別インタビューを行い、2 名の場合はグループインタビューを行った。

（３）ヒアリング調査実施時期
　2023 年 7 月から 8 月にかけて実施した。ヒアリングは 2 時間程度であった。

（４）倫理的配慮
　ヒアリング調査実施にあたり、以下の倫理的配慮を行った。

＜同意の確認＞

・調査協力者に研究の目的・方法・個人データの取り扱い・データの保管・本調査をうけることに

よる利益・不利益・研究結果の発表などを書面・口頭にて説明の上、乳児院・保育所の職員・施

設長より調査協力への同意をとった。同意書への署名をもって同意の確認とした。同意しないこ

とによって不利益を被ることはないことを書面・口頭にて伝えた。

・個別の子どもについての個人情報を取得しないため、保護者からの代諾は得ないこととした。

＜調査の実施＞

・研究説明の際に、特定の子どもや家庭状況の詳細や具体的なケースについては触れずに、イメー

ジする子どもの行動について話すように依頼した。

・乳児院および保育所に訪問して実施したため、個人の特定を避ける倫理的観点から個別の子ども

の性別・月齢・入所理由・エピソード等の情報の収集は行わなかった。

＜データの取扱い・保管・結果の報告＞

・IC レコーダー等の記録媒体で記録された録音データは、ヒアリング後速やかに暗号化可能な
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HDD に移動させ、記録媒体からデータを削除した。

・録音データは、暗号化可能な HDD を鍵付きのロッカーで保存する他、外部からはアクセスでき

ない子どもの虹情報研修センター内のサーバーで保管した。5 年の保管期間終了後、復元できな

い形で消去する。

・音声は逐語化し、個人名や施設名などを排した上で分析に用いた。

・研究協力施設・研究協力者・支援対象の特定につながる情報は分析や報告書からは除外した。

・ヒアリングの内容は、質問項目の調整や修正のために使用するため、研究協力者の個人情報や考

えや具体的な発話内容をそのまま記載しないこととした。

・ヒアリングで挙げられた子どもの行動の様子については、個別の文脈情報は排して、一般的な行

動の説明とした。

（５）手続き
１）ヒアリング前

　研究概要、調査内容と項目案（付録１参照）を郵送し、事前に目を通してもらうようにした。

２）ヒアリング当日
　研究内容やヒアリングの目的を口頭で説明した後、個人情報保護のための配慮や調査への参加

協力の任意性とその撤回の自由を説明し、同意の場合は書面への署名をお願いした。録音につい

ても口頭で説明し、同意を得たのちに録音を開始した。

　ヒアリングでは、「先生が過去・現在に関わったお子さんたちのことを思い浮かべながら、項

目をお読みください。」と教示し、項目案を 1 項目ずつ読み上げ、以下の点について尋ねた。

１．項目を読んで具体的に子どもの行動をイメージできるか、できないか

２．項目を読んでどのような行動をイメージするか 

３．行動を表すのに、よりよい表現や例はあるか

４．イメージする行動とこちらが意図した行動が不一致な場合、どのような表現に変えたら分

かりやすいか 

５．分かりにくい項目や難しく感じる項目や具体的な行動が思い描けない項目があるか

６．項目に挙げられていること以外で、子どもの気になる行動やより典型的な行動の例にはど

のようなものがあるか

３）ヒアリング後
　各ヒアリングの結果を一覧化し、それをもとに共同研究者で検討し、項目や教示文、書式等を

修正した。
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３．結果

（１）全体を通しての修正
　ヒアリングの中で誰に対しての行動を考えたらよいのか、という問いがあった。担当職員と他の人

への態度や行動が異なる場合は、担当職員への行動を中心に回答を求めることを明確にするために、

教示文に「養育者とは、担当養育者を中心とした子どもの養育を担っている職員をさします。保育所

の場合は保護者をさします。」という一文を加えることとした。

（２）項目の修正
　ヒアリングの結果を受け、共同研究者により 1 項目ずつ見直しを行った。調査協力者が語った項目

からイメージされる行動が、質問の意図しているものと同じ場合は改変を行わず、案のままとした。

項目の中でわかりにくい語句や言い回し、例示の追加・変更希望などの意見がでた項目や、具体的な

行動がイメージできない項目についてはより意味が通るよう修正を加えた。ヒアリングで得られた意

見と修正を加えた項目を Table 8 に示す。

（３）その他の意見
　項目以外で気になる点を尋ねたところ、「回答する時に、乳児院に来たばかりの時は項目に当ては

まるが、今は回復して行動が見られない場合は現時点でつけていいのか？」という質問があった。＜

本調査では変化することを想定して、入所初期と現在の行動で回答してもらうことを考えている。＞

ことを伝え、入所初期と聞いて思い浮かべる期間を尋ねたところ、「入所初期はおよそ 1 か月、変化

を比べると半年程度をイメージする。」という回答であった。どのような教示文が回答者にとって回

答しやすいか、また、変化を捉えられるかという点については 2 回目の予備調査で 2 時点の調査を実

施する際に確認することとなった。

　また、＜誰が回答することがよいか＞尋ねたところ、「現場の職員、特に担当職員が一番子どもを

把握していると思うが、第 3 者がつける方が客観性を担保できるようにも思える。」という意見が得

られた。回答者については、担当職員を中心に複数で回答してもらうよう求めることとした。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

4
す

ぐ
体

調
を

崩
す

、
怪

我
を

す
る

な
ど

、
体

調
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

風
邪

を
ひ

き
や

す
い

、
熱

が
で

や
す

い
、

中
々

治
ら

な
い

等
、

体
調

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

怪
我

は
多

動
、

注
意

散
漫

な
ど

か
ら

く
る

こ
と

が
多

く
、

体
調

面
で

心
配

と
あ

る
が

、
体

調
と

怪
我

を
分

け
た

方
が

よ
い

。

「
怪

我
を

す
る

」
を

削
除

し
た

。

6
授

乳
・

摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
授

乳
・

摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.
g.

, 哺
乳

力
・

摂
食

機
能

に
問

題
が

あ
る

、
授

乳
の

仕
方

に
よ

っ
て

飲
み

具
合

が
変

わ
る

、
偏

食
・

過
食

・
小

食
等

）

摂
食

が
イ

メ
ー

ジ
し

に
く

い
、

ま
た

機
能

的
な

問
題

が
あ

る
場

合
と

、
関

係
性

や
経

験
か

ら
く

る
場

合
と

で
捉

え
方

が
異

な
る

。
心

配
と

な
る

と
ど

う
捉

え
た

ら
よ

い
か

わ
か

り
に

く
い

た
め

、
例

示
を

い
れ

る
と

よ
い

。

本
文

の
後

に
例

示
を

入
れ

た
。

7
寝

付
け

な
い

、
眠

り
が

浅
い

、
夜

驚
な

ど
、

睡
眠

に
心

配
な

点
が

あ
る

。

寝
付

け
な

い
、

眠
り

が
浅

い
、

夜
驚

、
昼

夜
逆

転
な

ど
、

睡
眠

に
心

配
な

点
が

あ
る

。

夜
泣

き
続

け
、

朝
に

な
っ

て
も

眠
れ

ず
機

嫌
が

悪
い

子
ど

も
が

思
い

浮
か

ん
だ

。

「
昼

夜
逆

転
」

を
追

加
し

た
。

8
便

が
出

に
く

い
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
い

、
月

齢
に

そ
ぐ

わ
な

い
お

も
ら

し
・

遺
糞

が
あ

る
な

ど
排

泄
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

「
遺

尿
」

と
い

う
表

現
が

わ
か

り
に

く
い

。
「

お
も

ら
し

」
の

表
現

に
修

正
し

た
。

9
虫

歯
や

肌
状

態
を

は
じ

め
と

し
た

健
康

・
衛

生
習

慣
等

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

治
療

さ
れ

て
い

な
い

虫
歯

や
肌

あ
れ

、
衣

服
の

汚
れ

を
は

じ
め

と
し

た
、

健
康

・
衛

生
習

慣
等

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

入
所

直
後

に
あ

か
ぎ

れ
な

ど
あ

っ
て

も
、

治
療

す
る

と
よ

く
な

っ
て

い
く

。

肌
ト

ラ
ブ

ル
は

あ
る

が
ケ

ア
さ

れ
て

い
る

子
ど

も
が

多
い

。
生

活
の

中
で

手
当

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

問
う

た
め

「
治

療
さ

れ
て

い
な

い
」

を
、

ま
た

衛
生

面
に

つ
い

て
「

衣
服

の
汚

れ
」

を
追

加
し

た
。

12
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
。

（
e.g

., 
叩

く
、

目
を

つ
く

、
か

む
、

睨
む

、
つ

ね
る

、
暴

言
）

大
人

や
他

児
に

む
か

っ
て

攻
撃

す
る

。
（

e.g
., 叩

く
、

か
む

、
に

ら
む

、
つ

ね
る

、
暴

言
）

「
目

を
つ

く
」

が
わ

か
り

に
く

い
。

つ
ね

る
子

も
多

い
。「

睨
む

」
の

漢
字

が
わ

か
り

に
く

い
。

「
目

を
つ

く
」

を
削

除
し

、「
睨

む
」

を
ひ

ら
が

な
表

記
に

し
た

。

Ta
bl

e 
8

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

得
ら

れ
た

意
見

と
修

正
項

目

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

15
わ

け
も

な
く

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
く

、
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
怒
り

や
す
く
、

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
機

嫌
が

よ
い

時
が

少
な

い
。

「
わ

け
も

な
く

」
と

い
う

こ
と

は
な

く
理

由
が

あ
る

。
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

、
さ

さ
い

な
こ

と
で

、
と

イ
メ

ー
ジ

し
た

。
常

に
不

機
嫌

と
い

う
こ

と
で

も
な

い
が

、
怒

り
っ

ぽ
か

っ
た

り
安

定
し

た
状

態
で

は
な

く
、

気
持

ち
の

波
が

激
し

い
。

「
わ

け
も

な
く

」
と

い
う

こ
と

は
な

く
、

な
に

か
し

ら
の

理
由

が
あ

る
。

「
不

機
嫌

」「
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

」
を

合
わ

せ
て

「
機

嫌
が

よ
い

時
が

少
な

い
」

に
修

正
し

、「
わ

け
も

な
く

」
を

削
除

し
「

ち
ょ

っ
と

し
た

こ
と

で
」

に
表

現
を

修
正

し
た

。

16
突

発
的

な
こ

と
が

起
き

た
り

、
予

想
外

な
こ

と
が

お
き

た
り

、
自

分
の

思
い

通
り

に
い

か
な

か
っ

た
り

す
る

と
混

乱
し

て
頻

繁
に

か
ん

し
ゃ

く
を

お
こ

す
。

年
齢
に
そ
ぐ
わ
ず
、
突
発
的

な
こ
と
・
予
想
外
な
こ
と
が

お
き
た
り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

、
頻

繁
に
パ
ニ
ッ
ク
や
か

ん
し
ゃ
く
を
お
こ
す
。

「
混

乱
し

て
」

が
必

須
で

な
い

な
ら

ば
当

て
は

ま
る

子
も

い
る

。
取

り
乱

す
行

動
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

。
自

己
主

張
で

い
や

！
と

な
っ

て
い

る
の

か
、

混
乱

し
て

い
る

の
か

ど
う

答
え

た
ら

い
い

か
わ

か
り

づ
ら

い
。

理
解

し
て

い
る

け
れ

ど
嫌

だ
と

い
う

感
情

を
強

く
だ

し
た

り
、

月
齢

の
高

い
子

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
。

発
達

途
上

の
姿

と
し

て
は

見
ら

れ
る

。
「

混
乱

」
を

パ
ニ

ッ
ク

に
修

正
、

ま
た

「
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

」
を

追
加

し
た

。

17
周

囲
の

環
境

や
刺

激
に

対
し

て
、

過
剰

に
反

応
す

る
/

逆
に

反
応

が
薄

い
。

（
e.g

., 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、反

応
が

弱
い

。
影

や
気

配
、

視
線

な
ど

過
剰

に
反

応
し

た
り

、
固

ま
っ

た
り

、
泣

い
た

り
す

る
）

環
境
の
変
化

や
刺

激
に

対
し

て
過

剰
に

反
応

す
る

/
逆

に
反

応
が

薄
い

。（
e.g

., 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、

反
応

が
弱

い
。

影
や

気
配

、
視

線
な

ど
に

固
ま

っ
た

り
、

激
し

く
泣

い
た

り
す

る
）

「
周

囲
の

環
境

や
刺

激
」

が
わ

か
り

に
く

く
、

具
体

例
を

読
む

と
わ

か
っ

た
。

環
境

そ
の

も
の

と
い

う
よ

り
、

変
化

す
る

こ
と

へ
の

反
応

を
問

う
た

め
、「

周
囲

の
環

境
」

を
「

環
境

の
変

化
」

に
修

正
し

た
。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

4
す

ぐ
体

調
を

崩
す

、
怪

我
を

す
る

な
ど

、
体

調
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

風
邪

を
ひ

き
や

す
い

、
熱

が
で

や
す

い
、

中
々

治
ら

な
い

等
、

体
調

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

怪
我

は
多

動
、

注
意

散
漫

な
ど

か
ら

く
る

こ
と

が
多

く
、

体
調

面
で

心
配

と
あ

る
が

、
体

調
と

怪
我

を
分

け
た

方
が

よ
い

。

「
怪

我
を

す
る

」
を

削
除

し
た

。

6
授

乳
・

摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
授

乳
・

摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.
g.

, 哺
乳

力
・

摂
食

機
能

に
問

題
が

あ
る

、
授

乳
の

仕
方

に
よ

っ
て

飲
み

具
合

が
変

わ
る

、
偏

食
・

過
食

・
小

食
等

）

摂
食

が
イ

メ
ー

ジ
し

に
く

い
、

ま
た

機
能

的
な

問
題

が
あ

る
場

合
と

、
関

係
性

や
経

験
か

ら
く

る
場

合
と

で
捉

え
方

が
異

な
る

。
心

配
と

な
る

と
ど

う
捉

え
た

ら
よ

い
か

わ
か

り
に

く
い

た
め

、
例

示
を

い
れ

る
と

よ
い

。

本
文

の
後

に
例

示
を

入
れ

た
。

7
寝

付
け

な
い

、
眠

り
が

浅
い

、
夜

驚
な

ど
、

睡
眠

に
心

配
な

点
が

あ
る

。

寝
付

け
な

い
、

眠
り

が
浅

い
、

夜
驚

、
昼

夜
逆

転
な

ど
、

睡
眠

に
心

配
な

点
が

あ
る

。

夜
泣

き
続

け
、

朝
に

な
っ

て
も

眠
れ

ず
機

嫌
が

悪
い

子
ど

も
が

思
い

浮
か

ん
だ

。

「
昼

夜
逆

転
」

を
追

加
し

た
。

8
便

が
出

に
く

い
、

月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

遺
尿

・
遺

糞
が

あ
る

な
ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

便
が

出
に

く
い

、
月

齢
に

そ
ぐ

わ
な

い
お

も
ら

し
・

遺
糞

が
あ

る
な

ど
排

泄
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。

「
遺

尿
」

と
い

う
表

現
が

わ
か

り
に

く
い

。
「

お
も

ら
し

」
の

表
現

に
修

正
し

た
。

9
虫

歯
や

肌
状

態
を

は
じ

め
と

し
た

健
康

・
衛

生
習

慣
等

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

治
療

さ
れ

て
い

な
い

虫
歯

や
肌

あ
れ

、
衣

服
の

汚
れ

を
は

じ
め

と
し

た
、

健
康

・
衛

生
習

慣
等

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

入
所

直
後

に
あ

か
ぎ

れ
な

ど
あ

っ
て

も
、

治
療

す
る

と
よ

く
な

っ
て

い
く

。

肌
ト

ラ
ブ

ル
は

あ
る

が
ケ

ア
さ

れ
て

い
る

子
ど

も
が

多
い

。
生

活
の

中
で

手
当

さ
れ

て
い

る
か

ど
う

か
を

問
う

た
め

「
治

療
さ

れ
て

い
な

い
」

を
、

ま
た

衛
生

面
に

つ
い

て
「

衣
服

の
汚

れ
」

を
追

加
し

た
。

12
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
。

（
e.g

., 
叩

く
、

目
を

つ
く

、
か

む
、

睨
む

、
つ

ね
る

、
暴

言
）

大
人

や
他

児
に

む
か

っ
て

攻
撃

す
る

。
（

e.g
., 叩

く
、

か
む

、
に

ら
む

、
つ

ね
る

、
暴

言
）

「
目

を
つ

く
」

が
わ

か
り

に
く

い
。

つ
ね

る
子

も
多

い
。「

睨
む

」
の

漢
字

が
わ

か
り

に
く

い
。

「
目

を
つ

く
」

を
削

除
し

、「
睨

む
」

を
ひ

ら
が

な
表

記
に

し
た

。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

15
わ

け
も

な
く

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
不

機
嫌

な
こ

と
が

多
く

、
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
怒
り

や
す
く
、

い
ら

い
ら

し
た

り
、

泣
い

た
り

、
機

嫌
が

よ
い

時
が

少
な

い
。

「
わ

け
も

な
く

」
と

い
う

こ
と

は
な

く
理

由
が

あ
る

。
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

、
さ

さ
い

な
こ

と
で

、
と

イ
メ

ー
ジ

し
た

。
常

に
不

機
嫌

と
い

う
こ

と
で

も
な

い
が

、
怒

り
っ

ぽ
か

っ
た

り
安

定
し

た
状

態
で

は
な

く
、

気
持

ち
の

波
が

激
し

い
。

「
わ

け
も

な
く

」
と

い
う

こ
と

は
な

く
、

な
に

か
し

ら
の

理
由

が
あ

る
。

「
不

機
嫌

」「
落

ち
着

い
た

状
態

が
少

な
い

」
を

合
わ

せ
て

「
機

嫌
が

よ
い

時
が

少
な

い
」

に
修

正
し

、「
わ

け
も

な
く

」
を

削
除

し
「

ち
ょ

っ
と

し
た

こ
と

で
」

に
表

現
を

修
正

し
た

。

16
突

発
的

な
こ

と
が

起
き

た
り

、
予

想
外

な
こ

と
が

お
き

た
り

、
自

分
の

思
い

通
り

に
い

か
な

か
っ

た
り

す
る

と
混

乱
し

て
頻

繁
に

か
ん

し
ゃ

く
を

お
こ

す
。

年
齢
に
そ
ぐ
わ
ず
、
突
発
的

な
こ
と
・
予
想
外
な
こ
と
が

お
き
た
り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

、
頻

繁
に
パ
ニ
ッ
ク
や
か

ん
し
ゃ
く
を
お
こ
す
。

「
混

乱
し

て
」

が
必

須
で

な
い

な
ら

ば
当

て
は

ま
る

子
も

い
る

。
取

り
乱

す
行

動
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

。
自

己
主

張
で

い
や

！
と

な
っ

て
い

る
の

か
、

混
乱

し
て

い
る

の
か

ど
う

答
え

た
ら

い
い

か
わ

か
り

づ
ら

い
。

理
解

し
て

い
る

け
れ

ど
嫌

だ
と

い
う

感
情

を
強

く
だ

し
た

り
、

月
齢

の
高

い
子

を
イ

メ
ー

ジ
す

る
。

発
達

途
上

の
姿

と
し

て
は

見
ら

れ
る

。
「

混
乱

」
を

パ
ニ

ッ
ク

に
修

正
、

ま
た

「
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

」
を

追
加

し
た

。

17
周

囲
の

環
境

や
刺

激
に

対
し

て
、

過
剰

に
反

応
す

る
/

逆
に

反
応

が
薄

い
。

（
e.g

., 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、反

応
が

弱
い

。
影

や
気

配
、

視
線

な
ど

過
剰

に
反

応
し

た
り

、
固

ま
っ

た
り

、
泣

い
た

り
す

る
）

環
境
の
変
化

や
刺

激
に

対
し

て
過

剰
に

反
応

す
る

/
逆

に
反

応
が

薄
い

。（
e.g

., 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、

反
応

が
弱

い
。

影
や

気
配

、
視

線
な

ど
に

固
ま

っ
た

り
、

激
し

く
泣

い
た

り
す

る
）

「
周

囲
の

環
境

や
刺

激
」

が
わ

か
り

に
く

く
、

具
体

例
を

読
む

と
わ

か
っ

た
。

環
境

そ
の

も
の

と
い

う
よ

り
、

変
化

す
る

こ
と

へ
の

反
応

を
問

う
た

め
、「

周
囲

の
環

境
」

を
「

環
境

の
変

化
」

に
修

正
し

た
。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

20
特

定
の

場
所

や
状

況
で

恐
怖

や
不

安
が

外
に

表
れ

な
い

/
突

発
的

に
示

す
な

ど
、

不
安

の
表

出
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

 （
e.g

., 
男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
で

、
過

度
に

泣
い

た
り

、
ぼ

ー
っ

と
し

た
り

す
る

）

特
定

の
場

所
や

状
況
に
対

し
、
恐
怖
や
不
安
で
、
激
し

く
泣
い
た
り
、
固
ま
っ
た
り
、

ぼ
ー
っ
と
立
ち
尽
く
し
た
り

す
る
。

 （
e.g

., 
男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
）

項
目

か
ら

行
動

が
イ

メ
ー

ジ
に

し
に

く
い

。「
外

に
現

れ
な

い
」「

突
発

的
に

示
す

」
が

わ
か

り
に

く
く

具
体

的
な

行
動

が
示

さ
れ

て
い

る
と

よ
い

。

「
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

」
を

「
恐

怖
や

不
安

で
、

激
し

く
泣

い
た

り
、

固
ま

っ
た

り
、

ぼ
ー

っ
と

立
ち

尽
く

し
た

り
す

る
」

と
行

動
レ

ベ
ル

の
表

記
に

修
正

し
、

例
と

し
て

特
定

の
場

所
や

状
況

を
（

　
）

内
に

示
し

た
。

23
感

情
と

表
出

さ
れ

る
行

動
が

一
致

し
な

い
。

（
e.g

.,作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い

。
（

e.g
., 

作
り

笑
い
を
み
せ
る
、

子
ど
も
自
身
が
怒
っ
て
い
る

の
に
笑
っ
て
し
ま
う
、
不
安

す
ぎ
て
寝
て
し
ま
う
（
解
離
））

「
気

ま
ず

い
時

に
笑

う
」

子
は

い
る

。
注

意
し

た
時

に
ヘ

ラ
ヘ

ラ
笑

う
こ

と
は

あ
る

。
「

不
安

な
時

に
寝

て
し

ま
う

」
が

わ
か

り
に

く
い

。

「
気

ま
ず

か
っ

た
り

す
る

と
き

に
笑

う
」

は
感

情
と

行
動

の
不

一
致

と
は

い
え

ず
よ

く
起

こ
り

え
る

行
動

の
た

め
削

除
し

、「
子

ど
も

自
身

が
怒

っ
て

い
る

の
に

笑
っ

て
し

ま
う

」
と

い
う

記
載

に
修

正
す

る
。

「
不

安
す

ぎ
て

寝
て

し
ま

う
」

に
修

正
し

、（
解

離
）

を
加

え
た

。
25

大
人

の
顔

や
表

情
を

見
な

か
っ

た
り

、
目

が
合

わ
な

か
っ

た
り

す
る

。

相
手
の

顔
を

見
な

か
っ

た
り

、
目

が
合

わ
な

か
っ

た
り

す
る

。
「

大
人

の
顔

」
と

あ
る

が
、

大
人

だ
け

で
な

く
子

ど
も

同
士

で
も

あ
る

。

「
大

人
の

」
を

「
相

手
の

」
に

修
正

し
、

対
人

を
広

く
と

ら
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
26

人
に

笑
い

か
け

る
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

な
ど

人
へ

の
志

向
性

が
弱

い
。

人
へ
の
興
味
が
薄
い
。

（
e.
g.

, 乳
児
期
に
社
会
的
微
笑

が
見
ら
れ
な
い
、
自
閉
傾
向

が
強
い
）

人
よ

り
も

物
へ

の
志

向
性

が
強

い
子

ど
も

は
少

な
く

な
い

。
人

志
向

か
物

志
向

か
は

個
人

差
と

し
て

捉
え

て
い

る
の

で
心

配
な

こ
と

と
い

う
感

じ
で

は
な

い
。

他
の

項
目

と
あ

わ
せ

例
示

は
（

　
）

に
記

載
し

、
人

へ
の

志
向

性
と

い
う

表
現

を
よ

り
わ

か
り

や
す

く
す

る
た

め
に

「
人

へ
の

興
味

が
薄

い
」

に
修

正
し

た
。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

14
反

復
的

な
行

動
が

目
立

つ
。

（
e.g

., 
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
の

常
同

行
動

）

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。
（

e.g
., 

手
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

る
、

上
半

身
を

前
後

に
ゆ

す
る

、
そ

の
場

で
く

る
く

る
回

る
な

ど
の

常
同

行
動

）

く
る

く
る

回
る

子
、

手
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

る
子

が
い

る
。

「
常

同
行

動
」

と
い

う
言

葉
が

聞
き

な
れ

な
い

。
常

同
行

動
の

例
示

を
増

や
す

こ
と

で
よ

り
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
よ

う
に

修
正

し
た

。

18
注

意
さ

れ
た

時
に

激
し

く
泣

く
/

立
ち

尽
く

す
な

ど
、

人
へ

の
反

応
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

注
意

さ
れ

そ
う

な
/

さ
れ

た
時

に
過

剰
な

反
応

を
す

る
。

（
e.

g.
, 激

し
く

泣
く

、
立

ち
尽

く
す

、
も

の
に

当
た

る
、

目
を

あ
わ

せ
な

く
な

る
、

固
ま

る
）

※
声

を
か

け
ら

れ
た

り
名

前
を

呼
ば

れ
た

だ
け

の
時

、
他

の
子

が
注

意
さ

れ
た

の
を

見
た

時
も

含
む

。

注
意

さ
れ

た
時

だ
け

で
な

く
「

さ
れ

そ
う

な
」

時
に

も
あ

る
。

声
を

か
け

た
り

名
前

を
呼

ん
だ

り
し

た
だ

け
で

目
を

合
わ

せ
な

く
な

る
子

ど
も

も
い

る
。

他
の

子
ど

も
が

注
意

さ
れ

た
時

に
も

固
ま

っ
て

し
ま

う
子

ど
も

も
い

る
。

「
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
」

は
過

剰
な

反
応

と
い

う
意

味
か

。

こ
う

い
っ

た
行

動
は

あ
る

が
、

子
ど

も
に

と
っ

て
は

自
然

で
心

配
に

は
な

ら
な

い
。

中
に

は
ち

ょ
っ

と
言

わ
れ

た
だ

け
で

ア
ピ

ー
ル

す
る

か
の

よ
う

に
反

応
す

る
子

ど
も

も
い

る
。

他
の

項
目

と
あ

わ
せ

例
示

は
（

　
）

に
記

載
し

、
※

で
起

こ
り

そ
う

な
状

況
を

加
え

た
。

項
目

に
は

「
注

意
さ

れ
そ

う
な

」
を

加
え

、「
心

配
な

」
と

い
う

表
現

は
削

除
し

、「
過

剰
に

反
応

す
る

」
と

行
動

レ
ベ

ル
で

の
表

現
に

修
正

し
た

。

19
自

己
刺

激
行

動
や

自
傷

行
動

な
ど

、
通

常
子

ど
も

が
見

せ
な

い
よ

う
な

心
配

な
行

動
が

頻
繁

に
見

ら
れ

る
。

（
e.g

., 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

。
（

e.g
., 

頭
打

ち
、

自
分

の
毛

を
抜

く
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

21
こ

れ
ま

で
体

験
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す
る

よ
う

な
行

動
を

見
せ

る
。

（
e.g

., 
他

児
に

対
す

る
攻

撃
や

言
動

、
性

器
を

何
か

に
な

す
り

つ
け

る
、

遊
び

の
中

に
子

ど
も

の
過

去
の

経
験

が
表

れ
る

）

こ
れ

ま
で

見
た

り
体

験
し

た
り

し
て

き
た

こ
と

（
ト

ラ
ウ

マ
）

を
再

現
す

る
よ

う
な

行
動

を
す

る
。

（
e.g

., 
虐

待
、

D
V

の
目

撃
、

性
的

曝
露

を
経

験
し

た
子

ど
も

が
、

他
児

に
対

す
る

攻
撃

や
言

動
を

と
る

、
性

器
を

何
か

に
な

す
り

つ
け

る
、

遊
び

の
中

に
子

ど
も

の
過

去
の

経
験

が
表

れ
る

）

テ
レ

ビ
や

ゲ
ー

ム
の

セ
リ

フ
も

含
め

る
の

か
？

そ
れ

ら
を

再
現

す
る

こ
と

は
よ

く
あ

る
。

例
示

に
も

う
少

し
説

明
が

欲
し

い
。

ト
ラ

ウ
マ

体
験

を
よ

り
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
よ

う
に

、
例

示
に

「
虐

待
、D

V
の

目
撃

、
性

的
曝

露
を

経
験

し
た

子
ど

も
が

」
を

加
え

た
。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

20
特

定
の

場
所

や
状

況
で

恐
怖

や
不

安
が

外
に

表
れ

な
い

/
突

発
的

に
示

す
な

ど
、

不
安

の
表

出
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

 （
e.g

., 
男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
で

、
過

度
に

泣
い

た
り

、
ぼ

ー
っ

と
し

た
り

す
る

）

特
定

の
場

所
や

状
況
に
対

し
、
恐
怖
や
不
安
で
、
激
し

く
泣
い
た
り
、
固
ま
っ
た
り
、

ぼ
ー
っ
と
立
ち
尽
く
し
た
り

す
る
。

 （
e.g

., 
男

性
・

ト
イ

レ
・

お
風

呂
・

救
急

車
や

パ
ト

カ
ー

の
音

・
暗

闇
）

項
目

か
ら

行
動

が
イ

メ
ー

ジ
に

し
に

く
い

。「
外

に
現

れ
な

い
」「

突
発

的
に

示
す

」
が

わ
か

り
に

く
く

具
体

的
な

行
動

が
示

さ
れ

て
い

る
と

よ
い

。

「
恐

怖
や

不
安

が
外

に
表

れ
な

い
/

突
発

的
に

示
す

」
を

「
恐

怖
や

不
安

で
、

激
し

く
泣

い
た

り
、

固
ま

っ
た

り
、

ぼ
ー

っ
と

立
ち

尽
く

し
た

り
す

る
」

と
行

動
レ

ベ
ル

の
表

記
に

修
正

し
、

例
と

し
て

特
定

の
場

所
や

状
況

を
（

　
）

内
に

示
し

た
。

23
感

情
と

表
出

さ
れ

る
行

動
が

一
致

し
な

い
。

（
e.g

.,作
り

笑
い

、
怒

っ
た

り
、

気
ま

ず
か

っ
た

り
す

る
と

き
に

笑
う

、
不

安
な

時
に

寝
て

し
ま

う
）

感
情

と
表

出
さ

れ
る

行
動

が
一

致
し

な
い

。
（

e.g
., 

作
り

笑
い
を
み
せ
る
、

子
ど
も
自
身
が
怒
っ
て
い
る

の
に
笑
っ
て
し
ま
う
、
不
安

す
ぎ
て
寝
て
し
ま
う
（
解
離
））

「
気

ま
ず

い
時

に
笑

う
」

子
は

い
る

。
注

意
し

た
時

に
ヘ

ラ
ヘ

ラ
笑

う
こ

と
は

あ
る

。
「

不
安

な
時

に
寝

て
し

ま
う

」
が

わ
か

り
に

く
い

。

「
気

ま
ず

か
っ

た
り

す
る

と
き

に
笑

う
」

は
感

情
と

行
動

の
不

一
致

と
は

い
え

ず
よ

く
起

こ
り

え
る

行
動

の
た

め
削

除
し

、「
子

ど
も

自
身

が
怒

っ
て

い
る

の
に

笑
っ

て
し

ま
う

」
と

い
う

記
載

に
修

正
す

る
。

「
不

安
す

ぎ
て

寝
て

し
ま

う
」

に
修

正
し

、（
解

離
）

を
加

え
た

。
25

大
人

の
顔

や
表

情
を

見
な

か
っ

た
り

、
目

が
合

わ
な

か
っ

た
り

す
る

。

相
手
の

顔
を

見
な

か
っ

た
り

、
目

が
合

わ
な

か
っ

た
り

す
る

。
「

大
人

の
顔

」
と

あ
る

が
、

大
人

だ
け

で
な

く
子

ど
も

同
士

で
も

あ
る

。

「
大

人
の

」
を

「
相

手
の

」
に

修
正

し
、

対
人

を
広

く
と

ら
え

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
26

人
に

笑
い

か
け

る
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

な
ど

人
へ

の
志

向
性

が
弱

い
。

人
へ
の
興
味
が
薄
い
。

（
e.
g.

, 乳
児
期
に
社
会
的
微
笑

が
見
ら
れ
な
い
、
自
閉
傾
向

が
強
い
）

人
よ

り
も

物
へ

の
志

向
性

が
強

い
子

ど
も

は
少

な
く

な
い

。
人

志
向

か
物

志
向

か
は

個
人

差
と

し
て

捉
え

て
い

る
の

で
心

配
な

こ
と

と
い

う
感

じ
で

は
な

い
。

他
の

項
目

と
あ

わ
せ

例
示

は
（

　
）

に
記

載
し

、
人

へ
の

志
向

性
と

い
う

表
現

を
よ

り
わ

か
り

や
す

く
す

る
た

め
に

「
人

へ
の

興
味

が
薄

い
」

に
修

正
し

た
。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

14
反

復
的

な
行

動
が

目
立

つ
。

（
e.g

., 
上

半
身

を
前

後
に

ゆ
す

る
な

ど
の

常
同

行
動

）

反
復

的
な

行
動

が
目

立
つ

。
（

e.g
., 

手
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

る
、

上
半

身
を

前
後

に
ゆ

す
る

、
そ

の
場

で
く

る
く

る
回

る
な

ど
の

常
同

行
動

）

く
る

く
る

回
る

子
、

手
を

ひ
ら

ひ
ら

さ
せ

る
子

が
い

る
。

「
常

同
行

動
」

と
い

う
言

葉
が

聞
き

な
れ

な
い

。
常

同
行

動
の

例
示

を
増

や
す

こ
と

で
よ

り
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
よ

う
に

修
正

し
た

。

18
注

意
さ

れ
た

時
に

激
し

く
泣

く
/

立
ち

尽
く

す
な

ど
、

人
へ

の
反

応
で

心
配

な
点

が
あ

る
。

注
意

さ
れ

そ
う

な
/

さ
れ

た
時

に
過

剰
な

反
応

を
す

る
。

（
e.

g.
, 激

し
く

泣
く

、
立

ち
尽

く
す

、
も

の
に

当
た

る
、

目
を

あ
わ

せ
な

く
な

る
、

固
ま

る
）

※
声

を
か

け
ら

れ
た

り
名

前
を

呼
ば

れ
た

だ
け

の
時

、
他

の
子

が
注

意
さ

れ
た

の
を

見
た

時
も

含
む

。

注
意

さ
れ

た
時

だ
け

で
な

く
「

さ
れ

そ
う

な
」

時
に

も
あ

る
。

声
を

か
け

た
り

名
前

を
呼

ん
だ

り
し

た
だ

け
で

目
を

合
わ

せ
な

く
な

る
子

ど
も

も
い

る
。

他
の

子
ど

も
が

注
意

さ
れ

た
時

に
も

固
ま

っ
て

し
ま

う
子

ど
も

も
い

る
。

「
人

へ
の

反
応

で
心

配
な

点
」

は
過

剰
な

反
応

と
い

う
意

味
か

。

こ
う

い
っ

た
行

動
は

あ
る

が
、

子
ど

も
に

と
っ

て
は

自
然

で
心

配
に

は
な

ら
な

い
。

中
に

は
ち

ょ
っ

と
言

わ
れ

た
だ

け
で

ア
ピ

ー
ル

す
る

か
の

よ
う

に
反

応
す

る
子

ど
も

も
い

る
。

他
の

項
目

と
あ

わ
せ

例
示

は
（

　
）

に
記

載
し

、
※

で
起

こ
り

そ
う

な
状

況
を

加
え

た
。

項
目

に
は

「
注

意
さ

れ
そ

う
な

」
を

加
え

、「
心

配
な

」
と

い
う

表
現

は
削

除
し

、「
過

剰
に

反
応

す
る

」
と

行
動

レ
ベ

ル
で

の
表

現
に

修
正

し
た

。

19
自

己
刺

激
行

動
や

自
傷

行
動

な
ど

、
通

常
子

ど
も

が
見

せ
な

い
よ

う
な

心
配

な
行

動
が

頻
繁

に
見

ら
れ

る
。

（
e.g

., 頭
打

ち
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

自
己

刺
激

行
動

や
自

傷
行

動
な

ど
、

通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

。
（

e.g
., 

頭
打

ち
、

自
分

の
毛

を
抜

く
、

性
器

い
じ

り
、

自
分

の
手

を
噛

む
）

21
こ

れ
ま

で
体

験
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す
る

よ
う

な
行

動
を

見
せ

る
。

（
e.g

., 
他

児
に

対
す

る
攻

撃
や

言
動

、
性

器
を

何
か

に
な

す
り

つ
け

る
、

遊
び

の
中

に
子

ど
も

の
過

去
の

経
験

が
表

れ
る

）

こ
れ

ま
で

見
た

り
体

験
し

た
り

し
て

き
た

こ
と

（
ト

ラ
ウ

マ
）

を
再

現
す

る
よ

う
な

行
動

を
す

る
。

（
e.g

., 
虐

待
、

D
V

の
目

撃
、

性
的

曝
露

を
経

験
し

た
子

ど
も

が
、

他
児

に
対

す
る

攻
撃

や
言

動
を

と
る

、
性

器
を

何
か

に
な

す
り

つ
け

る
、

遊
び

の
中

に
子

ど
も

の
過

去
の

経
験

が
表

れ
る

）

テ
レ

ビ
や

ゲ
ー

ム
の

セ
リ

フ
も

含
め

る
の

か
？

そ
れ

ら
を

再
現

す
る

こ
と

は
よ

く
あ

る
。

例
示

に
も

う
少

し
説

明
が

欲
し

い
。

ト
ラ

ウ
マ

体
験

を
よ

り
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
よ

う
に

、
例

示
に

「
虐

待
、D

V
の

目
撃

、
性

的
曝

露
を

経
験

し
た

子
ど

も
が

」
を

加
え

た
。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

22
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
※

意
図

的
に

無
視

す
る

こ
と

は
除

く
。

呼
ん

で
も

振
り

向
か

な
い

子
ど

も
も

い
れ

ば
、

聞
こ

え
て

い
る

は
ず

な
の

に
反

応
し

な
い

子
ど

も
も

い
る

。

心
理

的
に

い
ろ

い
ろ

あ
っ

て
“

あ
え

て
”

反
応

し
な

い
行

動
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

。

※
に

「
意

図
的

に
無

視
す

る
こ

と
は

除
く

」
を

追
加

し
た

。

27
家

族
と

の
接

触
時

や
接

触
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が
み

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
す

ぐ
眠

る
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
、

家
族

と
の

面
会

が
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

）

家
族

と
の

接
触

中
、

接
触

前
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が
み

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
す

ぐ
眠

る
、

従
順

に
な

る
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
、

家
族

と
の

面
会

が
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

）

家
族

と
の

接
触

前
に

予
期

し
て

行
動

が
変

わ
る

子
ど

も
が

い
る

。
頑

張
り

す
ぎ

て
と

て
も

お
り

こ
う

さ
ん

に
な

る
子

ど
も

も
い

る
。

接
触

前
も

入
れ

「
家

族
と

の
接

触
中

、
接

触
前

後
」

と
い

う
表

現
に

修
正

し
た

。
例

示
に

「
従

順
に

な
る

」
を

加
え

た
。

28
子

ど
も

同
士

の
関

係
で

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
他

児
に

関
心

を
持

た
ず

、
ひ

と
り

遊
び

す
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）

子
ど

も
同

士
で

の
関

係
が

築
き

に
く

い
。

（
e.

g.
, 他

児
の

遊
び

を
邪

魔
す

る
、

他
児

に
関

心
を

持
た

な
い

）

項
目

の
主

文
か

ら
は

ト
ラ

ブ
ル

を
想

像
し

、
例

示
と

は
そ

ぐ
わ

な
い

。
「

不
適

切
」

ほ
ど

で
は

な
い

が
「

気
に

な
る

行
動

」
は

あ
る

。

「
不

適
切

な
」

と
な

る
と

相
手

に
嫌

な
こ

と
を

す
る

こ
と

が
思

い
浮

か
ぶ

。
一

人
遊

び
は

む
し

ろ
そ

の
子

ら
し

さ
と

し
て

大
切

に
す

る
こ

と
も

あ
る

。

「
不

適
切

な
行

動
」

は
削

除
し

、
「

子
ど

も
同

士
の

関
係

が
築

き
に

く
い

」
に

修
正

し
た

。（
　

）
内

の
例

示
に

、
他

児
に

関
わ

っ
て

い
く

行
動

と
、

ひ
き

こ
も

り
傾

向
の

行
動

の
両

方
を

示
し

た
。

30
遊

ぼ
う

と
し

な
い

、
ふ

ら
ふ

ら
歩

き
ま

わ
っ

て
い

る
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

何
を

す
る

に
も

意
欲

が
低

い
。

遊
ぼ

う
と

し
な

い
、

ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

、
床

に
寝

そ
べ

る
な

ど
無

気
力

で
何

を
す

る
に

も
意

欲
が

低
い

（
抑

う
つ

的
）。

「
ふ

ら
ふ

ら
」

と
「

無
気

力
」

の
心

配
す

る
度

合
い

が
違

う
。

ふ
ら

ふ
ら

と
常

同
行

動
の

違
い

は
あ

る
か

。
ぼ

ー
っ

と
し

て
い

る
姿

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
。

（
調

査
者

か
ら

の
説

明
に

対
し

て
）「

抑
う

つ
的

」
と

い
う

表
現

が
あ

る
と

わ
か

り
や

す
い

。

「
ふ

ら
ふ

ら
歩

き
ま

わ
っ

て
い

る
」を

「
ぼ

ー
っ

と
し

て
い

る
」

の
表

現
に

修
正

し
、

最
後

に
よ

り
意

味
が

通
じ

る
よ

う
に

（
抑

う
つ

的
）

を
追

加
し

た
。

31
緘

黙
、吃

音
、チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

円
形

脱
毛

な
ど

の
症

状
が

み
ら

れ
る

。

緘
黙

、
吃

音
、

チ
ッ

ク
、

円
形

脱
毛

な
ど

、
身

体
や

行
動

に
症

状
と

し
て

現
れ

る
。

「
抜

毛
」

は
「

抜
け

毛
」

か
「

毛
を

抜
く

」
か

迷
っ

た
が

、
前

に
自

傷
行

為
の

項
目

が
あ

っ
た

た
め

「
毛

を
抜

く
」

で
捉

え
た

。

「
抜

毛
」

は
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
る

行
動

が
人

に
よ

っ
て

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
削

除
し

、
19

の
自

傷
行

為
と

区
別

す
る

た
め

に
、「

身
体

や
行

動
に

症
状

と
し

て
」

を
加

え
た

。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

32
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
積

極
的

に
し

っ
か

り
と

養
育

者
に

だ
っ

こ
を

も
と

め
た

り
、

く
っ

つ
き

に
い

っ
た

り
し

、
安

心
で

き
る

ま
で

く
っ

つ
き

を
求

め
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
積

極
的

に
し

っ
か

り
と

養
育

者
に

だ
っ

こ
を

も
と

め
た

り
、

く
っ

つ
き

に
い

っ
た

り
し

、
安

心
で

き
る

ま
で

く
っ

つ
き

を
求

め
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。

こ
の

項
目

か
ら

急
に

項
目

の
内

容
が

変
わ

っ
た

よ
う

に
思

え
た

の
で

少
し

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
と

わ
か

り
や

す
い

。

SO
S

サ
イ

ン
と

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
関

連
の

項
目

で
セ

ク
シ

ョ
ン

を
分

け
る

こ
と

に
し

た
。

33
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

を
見

な
か

っ
た

り
、

養
育

者
が

呼
び

か
け

て
い

る
の

に
、

無
視

し
た

り
し

て
、

自
分

か
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
助

け
を

求
め

る
気

持
ち

を
抑

え
こ

み
、

か
え

っ
て

養
育

者
か

ら
距

離
を

取
ろ

う
と

す
る

。
（

e.
g.

 養
育

者
に

近
づ

い
て

い
か

な
い

、
養

育
者

を
無

視
す

る
、

目
を

そ
ら

す
）

ど
う

い
う

こ
と

が
起

き
て

い
る

の
が

イ
メ

ー
ジ

が
難

し
い

。
保

育
者

に
対

し
て

も
お

迎
え

場
面

で
も

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

。

自
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

こ
と

を
明

確
に

示
し

、
行

動
を

例
示

に
移

し
た

。

34
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

に
く

っ
つ

い
て

い
く

が
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

ら
ず

、
ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、

養
育

者
に

対
し

て
怒

っ
た

り
す

る
（

e.g
., 

金
切

り
声

で
泣

く
、

養
育

者
を

叩
く

・
押

す
、

お
も

ち
ゃ

を
拒

否
す

る
）。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
養

育
者

に
く

っ
つ

い
て

い
く

が
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

ら
ず

、
ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、

養
育

者
に

対
し

て
怒

っ
た

り
す

る
。

（
e.g

., 
金

切
り

声
で

泣
く

、
養

育
者

を
叩

く
・

押
す

、
お

も
ち

ゃ
を

拒
否

す
る

）

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
「

後
」

も
含

ま
れ

る
の

か
？

不
安

や
恐

怖
の

後
の

行
動

を
知

り
た

い
た

め
、「

あ
っ

た
と

き
に

」
に

修
正

し
、

他
の

項
目

も
統

一
し

た
。
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項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

22
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。

他
者

か
ら

の
呼

び
か

け
に

反
応

し
な

い
こ

と
が

あ
る

。
※

意
図

的
に

無
視

す
る

こ
と

は
除

く
。

呼
ん

で
も

振
り

向
か

な
い

子
ど

も
も

い
れ

ば
、

聞
こ

え
て

い
る

は
ず

な
の

に
反

応
し

な
い

子
ど

も
も

い
る

。

心
理

的
に

い
ろ

い
ろ

あ
っ

て
“

あ
え

て
”

反
応

し
な

い
行

動
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

。

※
に

「
意

図
的

に
無

視
す

る
こ

と
は

除
く

」
を

追
加

し
た

。

27
家

族
と

の
接

触
時

や
接

触
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が
み

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
す

ぐ
眠

る
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
、

家
族

と
の

面
会

が
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

）

家
族

と
の

接
触

中
、

接
触

前
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が
み

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
す

ぐ
眠

る
、

従
順

に
な

る
、

テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が
い

つ
も

と
異

な
る

、
退

行
、

拒
絶

し
た

り
怯

え
た

り
、

家
族

と
の

面
会

が
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

）

家
族

と
の

接
触

前
に

予
期

し
て

行
動

が
変

わ
る

子
ど

も
が

い
る

。
頑

張
り

す
ぎ

て
と

て
も

お
り

こ
う

さ
ん

に
な

る
子

ど
も

も
い

る
。

接
触

前
も

入
れ

「
家

族
と

の
接

触
中

、
接

触
前

後
」

と
い

う
表

現
に

修
正

し
た

。
例

示
に

「
従

順
に

な
る

」
を

加
え

た
。

28
子

ど
も

同
士

の
関

係
で

不
適

切
な

行
動

が
見

ら
れ

る
。

（
e.g

., 
他

児
に

関
心

を
持

た
ず

、
ひ

と
り

遊
び

す
る

、
集

団
行

動
が

と
れ

な
い

）

子
ど

も
同

士
で

の
関

係
が

築
き

に
く

い
。

（
e.

g.
, 他

児
の

遊
び

を
邪

魔
す

る
、

他
児

に
関

心
を

持
た

な
い

）

項
目

の
主

文
か

ら
は

ト
ラ

ブ
ル

を
想

像
し

、
例

示
と

は
そ

ぐ
わ

な
い

。
「

不
適

切
」

ほ
ど

で
は

な
い

が
「

気
に

な
る

行
動

」
は

あ
る

。

「
不

適
切

な
」

と
な

る
と

相
手

に
嫌

な
こ

と
を

す
る

こ
と

が
思

い
浮

か
ぶ

。
一

人
遊

び
は

む
し

ろ
そ

の
子

ら
し

さ
と

し
て

大
切

に
す

る
こ

と
も

あ
る

。

「
不

適
切

な
行

動
」

は
削

除
し

、
「

子
ど

も
同

士
の

関
係

が
築

き
に

く
い

」
に

修
正

し
た

。（
　

）
内

の
例

示
に

、
他

児
に

関
わ

っ
て

い
く

行
動

と
、

ひ
き

こ
も

り
傾

向
の

行
動

の
両

方
を

示
し

た
。

30
遊

ぼ
う

と
し

な
い

、
ふ

ら
ふ

ら
歩

き
ま

わ
っ

て
い

る
、

床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

何
を

す
る

に
も

意
欲

が
低

い
。

遊
ぼ

う
と

し
な

い
、

ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

、
床

に
寝

そ
べ

る
な

ど
無

気
力

で
何

を
す

る
に

も
意

欲
が

低
い

（
抑

う
つ

的
）。

「
ふ

ら
ふ

ら
」

と
「

無
気

力
」

の
心

配
す

る
度

合
い

が
違

う
。

ふ
ら

ふ
ら

と
常

同
行

動
の

違
い

は
あ

る
か

。
ぼ

ー
っ

と
し

て
い

る
姿

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
。

（
調

査
者

か
ら

の
説

明
に

対
し

て
）「

抑
う

つ
的

」
と

い
う

表
現

が
あ

る
と

わ
か

り
や

す
い

。

「
ふ

ら
ふ

ら
歩

き
ま

わ
っ

て
い

る
」を

「
ぼ

ー
っ

と
し

て
い

る
」

の
表

現
に

修
正

し
、

最
後

に
よ

り
意

味
が

通
じ

る
よ

う
に

（
抑

う
つ

的
）

を
追

加
し

た
。

31
緘

黙
、吃

音
、チ

ッ
ク

や
抜

毛
、

円
形

脱
毛

な
ど

の
症

状
が

み
ら

れ
る

。

緘
黙

、
吃

音
、

チ
ッ

ク
、

円
形

脱
毛

な
ど

、
身

体
や

行
動

に
症

状
と

し
て

現
れ

る
。

「
抜

毛
」

は
「

抜
け

毛
」

か
「

毛
を

抜
く

」
か

迷
っ

た
が

、
前

に
自

傷
行

為
の

項
目

が
あ

っ
た

た
め

「
毛

を
抜

く
」

で
捉

え
た

。

「
抜

毛
」

は
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
る

行
動

が
人

に
よ

っ
て

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
削

除
し

、
19

の
自

傷
行

為
と

区
別

す
る

た
め

に
、「

身
体

や
行

動
に

症
状

と
し

て
」

を
加

え
た

。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

32
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
積

極
的

に
し

っ
か

り
と

養
育

者
に

だ
っ

こ
を

も
と

め
た

り
、

く
っ

つ
き

に
い

っ
た

り
し

、
安

心
で

き
る

ま
で

く
っ

つ
き

を
求

め
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
積

極
的

に
し

っ
か

り
と

養
育

者
に

だ
っ

こ
を

も
と

め
た

り
、

く
っ

つ
き

に
い

っ
た

り
し

、
安

心
で

き
る

ま
で

く
っ

つ
き

を
求

め
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。

こ
の

項
目

か
ら

急
に

項
目

の
内

容
が

変
わ

っ
た

よ
う

に
思

え
た

の
で

少
し

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
と

わ
か

り
や

す
い

。

SO
S

サ
イ

ン
と

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
関

連
の

項
目

で
セ

ク
シ

ョ
ン

を
分

け
る

こ
と

に
し

た
。

33
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

を
見

な
か

っ
た

り
、

養
育

者
が

呼
び

か
け

て
い

る
の

に
、

無
視

し
た

り
し

て
、

自
分

か
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
助

け
を

求
め

る
気

持
ち

を
抑

え
こ

み
、

か
え

っ
て

養
育

者
か

ら
距

離
を

取
ろ

う
と

す
る

。
（

e.
g.

 養
育

者
に

近
づ

い
て

い
か

な
い

、
養

育
者

を
無

視
す

る
、

目
を

そ
ら

す
）

ど
う

い
う

こ
と

が
起

き
て

い
る

の
が

イ
メ

ー
ジ

が
難

し
い

。
保

育
者

に
対

し
て

も
お

迎
え

場
面

で
も

あ
ま

り
見

ら
れ

な
い

。

自
ら

近
づ

い
て

い
か

な
い

こ
と

を
明

確
に

示
し

、
行

動
を

例
示

に
移

し
た

。

34
不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
に

、
養

育
者

に
く

っ
つ

い
て

い
く

が
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

ら
ず

、
ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、

養
育

者
に

対
し

て
怒

っ
た

り
す

る
（

e.g
., 

金
切

り
声

で
泣

く
、

養
育

者
を

叩
く

・
押

す
、

お
も

ち
ゃ

を
拒

否
す

る
）。

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、
養

育
者

に
く

っ
つ

い
て

い
く

が
、

養
育

者
と

の
間

で
、

自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

ら
ず

、
ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、

養
育

者
に

対
し

て
怒

っ
た

り
す

る
。

（
e.g

., 
金

切
り

声
で

泣
く

、
養

育
者

を
叩

く
・

押
す

、
お

も
ち

ゃ
を

拒
否

す
る

）

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
「

後
」

も
含

ま
れ

る
の

か
？

不
安

や
恐

怖
の

後
の

行
動

を
知

り
た

い
た

め
、「

あ
っ

た
と

き
に

」
に

修
正

し
、

他
の

項
目

も
統

一
し

た
。
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項
目
案

修
正
後
（
太
字
修
正
箇
所
）

乳
児
院

保
育
所

修
正
箇
所

35
養
育
者
に
近
づ
き
た
い
か
離

れ
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
行
動
・
突
っ
伏
し
て
泣
く
、

養
育
者
に
背
を
向
け
て
泣
く

な
ど
養
育
者
に
助
け
を
求
め

ず
に
泣
く
行
動
・
養
育
者
を

警
戒
し
た
り
怖
が
っ
た
り
す

る
行
動
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

以
下
の
行
動
の
い
ず
れ
か
が

頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

養
育
者
に
近
づ
き
た
い
か
離

れ
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
行
動

（
e.

g.
, 近

づ
い

て
く

る
よ

う
に

見
え

た
の

に
、

直
前

で
方

向
を

理
由

な
く

か
え

る
。

バ
ッ

ク
し

な
が

ら
近

づ
く

）
突
っ
伏
し
て
泣
く
、
養
育
者

に
背
を
向
け
て
泣
く
な
ど
養

育
者
に
助
け
を
求
め
ず
に
泣

く
行
動

（
e.

g.
, 養

育
者

か
ら

は
な

れ
な

が
ら

、
養

育
者

を
見

ず
に

泣
く

。
泣

き
崩

れ
て

助
け

を
求

め
な

い
）

養
育
者
を
警
戒
し
た
り
怖

が
っ
た
り
す
る
行
動
。

（
e.

g.
, 

養
育

者
が

あ
ら

わ
れ

る
と

、
手

で
口

を
覆

っ
た

り
、

腕
で

頭
を

覆
っ

た
り

、
び

く
っ

と
し

た
り

怖
が

っ
た

り
警

戒
す

る
）

具
体
的
な
行
動
の
例
示
が

あ
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
イ
メ
ー
ジ
が
難
し
い
項
目
。

D
iso
rg
an
iz
ed
の
行
動
と
し

て
3
タ
イ
プ
挙
げ
た
が
、
混

同
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
①
養
育
者
に
近
づ
き
た

い
の
か
離
れ
た
い
の
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
行
動
、
②
突
っ

伏
し
て
泣
く
、
養
育
者
に
背

を
向
け
て
泣
く
な
ど
養
育
者

に
助
け
を
求
め
ず
に
泣
く
行

動
、
③
養
育
者
を
警
戒
し
た

り
怖
が
っ
た
り
す
る
行
動
を

明
確
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

例
示
を
入
れ
た
。

36
常
に
他
者
と
の
交
流
や
他
者

へ
の
反
応
が
乏
し
く
、
不
安

や
恐
怖
が
あ
る
と
き
で
も
養

育
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
大

人
に
安
心
感
を
求
め
る
こ
と

が
め
っ
た
に
な
く
、
反
応
す

る
こ
と
も
な
い
（
自
閉
的
な

状
態
像
）。

常
に
他
者
と
の
交
流
や
他
者

へ
の
反
応
が
乏
し
く
、
不
安

や
恐
怖
が
あ
る
と
き
で
も
養

育
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
大

人
に
安
心
感
を
求
め
る
こ
と

が
め
っ
た
に
な
く
、
反
応
す

る
こ
と
も
な
い
（
自
閉
的
な

状
態
像
）。

イ
メ
ー
ジ
は
つ
く
が
保
育
所

で
は
見
ら
れ
な
い
。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所

38
そ

の
他

　
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

や
養

育
者

と
の

関
わ

り
に

心
配

な
点

が
あ

る
。

（
e.g

., 
養

育
者

が
嫌

が
る

行
為

や
言

動
を

く
り

か
え

し
て

気
を

引
こ

う
と

す
る

。
大

人
の

顔
色

を
伺

い
す

ぎ
る

、
養

育
者

の
役

割
に

な
っ

て
大

人
の

世
話

を
し

よ
う

と
し

た
り

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

よ
う

と
し

た
り

す
る

、
自

ら
危

険
な

行
動

を
す

る
）

そ
の

他
　

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
や

養
育

者
と

の
関

わ
り

に
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.g
., 

養
育

者
が

嫌
が

る
行

為
や

言
動

を
く

り
か

え
し

て
気

を
引

こ
う

と
す

る
、
素
直
に

人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、

大
人

の
顔

色
を

伺
い

す
ぎ

る
、
甘
え
を
出
せ
な
い

、
子
ど
も
が
親
の
よ
う
に
養
育

者
の
ケ
ア
を
し
よ
う
と
す
る
、

自
ら

危
険

な
行

動
を

す
る

）

誰
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

の
か

わ
か

り
に

く
い

。
素

直
に

い
け

な
い

子
ど

も
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

。

養
育

者
の

役
割

に
な

っ
て

大
人

の
世

話
を

す
る

と
い

う
の

は
、

自
分

の
し

て
も

ら
っ

た
心

地
よ

い
こ

と
を

大
人

に
も

す
る

こ
と

は
あ

る
。

「
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
」

は
実

際
の

行
動

を
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
。

例
示

を
よ

り
イ

メ
ー

ジ
で

き
や

す
い

よ
う

に
修

正
し

た
。

「
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
」

例
示

は
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
意

見
が

複
数

で
た

た
め

削
除

し
た

。
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項
目
案

修
正
後
（
太
字
修
正
箇
所
）

乳
児
院

保
育
所

修
正
箇
所

35
養
育
者
に
近
づ
き
た
い
か
離

れ
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
行
動
・
突
っ
伏
し
て
泣
く
、

養
育
者
に
背
を
向
け
て
泣
く

な
ど
養
育
者
に
助
け
を
求
め

ず
に
泣
く
行
動
・
養
育
者
を

警
戒
し
た
り
怖
が
っ
た
り
す

る
行
動
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

以
下
の
行
動
の
い
ず
れ
か
が

頻
繁
に
見
ら
れ
る
。

養
育
者
に
近
づ
き
た
い
か
離

れ
た
い
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
行
動

（
e.

g.
, 近

づ
い

て
く

る
よ

う
に

見
え

た
の

に
、

直
前

で
方

向
を

理
由

な
く

か
え

る
。

バ
ッ

ク
し

な
が

ら
近

づ
く

）
突
っ
伏
し
て
泣
く
、
養
育
者

に
背
を
向
け
て
泣
く
な
ど
養

育
者
に
助
け
を
求
め
ず
に
泣

く
行
動

（
e.

g.
, 養

育
者

か
ら

は
な

れ
な

が
ら

、
養

育
者

を
見

ず
に

泣
く

。
泣

き
崩

れ
て

助
け

を
求

め
な

い
）

養
育
者
を
警
戒
し
た
り
怖

が
っ
た
り
す
る
行
動
。

（
e.

g.
, 

養
育

者
が

あ
ら

わ
れ

る
と

、
手

で
口

を
覆

っ
た

り
、

腕
で

頭
を

覆
っ

た
り

、
び

く
っ

と
し

た
り

怖
が

っ
た

り
警

戒
す

る
）

具
体
的
な
行
動
の
例
示
が

あ
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
。
イ
メ
ー
ジ
が
難
し
い
項
目
。

D
iso
rg
an
iz
ed
の
行
動
と
し

て
3
タ
イ
プ
挙
げ
た
が
、
混

同
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
①
養
育
者
に
近
づ
き
た

い
の
か
離
れ
た
い
の
か
よ
く

わ
か
ら
な
い
行
動
、
②
突
っ

伏
し
て
泣
く
、
養
育
者
に
背

を
向
け
て
泣
く
な
ど
養
育
者

に
助
け
を
求
め
ず
に
泣
く
行

動
、
③
養
育
者
を
警
戒
し
た

り
怖
が
っ
た
り
す
る
行
動
を

明
確
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に

例
示
を
入
れ
た
。
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常
に
他
者
と
の
交
流
や
他
者

へ
の
反
応
が
乏
し
く
、
不
安

や
恐
怖
が
あ
る
と
き
で
も
養

育
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
大

人
に
安
心
感
を
求
め
る
こ
と

が
め
っ
た
に
な
く
、
反
応
す

る
こ
と
も
な
い
（
自
閉
的
な

状
態
像
）。

常
に
他
者
と
の
交
流
や
他
者

へ
の
反
応
が
乏
し
く
、
不
安

や
恐
怖
が
あ
る
と
き
で
も
養

育
者
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
大

人
に
安
心
感
を
求
め
る
こ
と

が
め
っ
た
に
な
く
、
反
応
す

る
こ
と
も
な
い
（
自
閉
的
な

状
態
像
）。

イ
メ
ー
ジ
は
つ
く
が
保
育
所

で
は
見
ら
れ
な
い
。

項
目

案
修

正
後

（
太

字
修

正
箇

所
）

乳
児

院
保

育
所

修
正

箇
所
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そ

の
他

　
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

や
養

育
者

と
の

関
わ

り
に

心
配

な
点

が
あ

る
。

（
e.g

., 
養

育
者

が
嫌

が
る

行
為

や
言

動
を

く
り

か
え

し
て

気
を

引
こ

う
と

す
る

。
大

人
の

顔
色

を
伺

い
す

ぎ
る

、
養

育
者

の
役

割
に

な
っ

て
大

人
の

世
話

を
し

よ
う

と
し

た
り

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

よ
う

と
し

た
り

す
る

、
自

ら
危

険
な

行
動

を
す

る
）

そ
の

他
　

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
や

養
育

者
と

の
関

わ
り

に
心

配
な

点
が

あ
る

。
（

e.g
., 

養
育

者
が

嫌
が

る
行

為
や

言
動

を
く

り
か

え
し

て
気

を
引

こ
う

と
す

る
、
素
直
に

人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
、

大
人

の
顔

色
を

伺
い

す
ぎ

る
、
甘
え
を
出
せ
な
い

、
子
ど
も
が
親
の
よ
う
に
養
育

者
の
ケ
ア
を
し
よ
う
と
す
る
、

自
ら

危
険

な
行

動
を

す
る

）

誰
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

の
か

わ
か

り
に

く
い

。
素

直
に

い
け

な
い

子
ど

も
を

イ
メ

ー
ジ

す
る

。

養
育

者
の

役
割

に
な

っ
て

大
人

の
世

話
を

す
る

と
い

う
の

は
、

自
分

の
し

て
も

ら
っ

た
心

地
よ

い
こ

と
を

大
人

に
も

す
る

こ
と

は
あ

る
。

「
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
」

は
実

際
の

行
動

を
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
。

例
示

を
よ

り
イ

メ
ー

ジ
で

き
や

す
い

よ
う

に
修

正
し

た
。

「
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
」

例
示

は
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
意

見
が

複
数

で
た

た
め

削
除

し
た

。
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４．修正後の項目一覧
　ヒアリング調査を経て修正された項目も含めて一覧を Table 9 に示す。以下の項目で 2 回目のヒア

リング調査を実施することとする。

Table 9

修正後の項目一覧

1 だっこしにくい、身体の緊張が強い／ゆるい等、力の入れ具合に心配な点がある。

2 皮膚の感覚過敏がみられる。（e.g., 触られるのを嫌がる、足裏が敏感で歩きたがらない）

3
不器用さや運動発達のぎこちなさ（アンバランス）がみられる。

（e.g., 年齢にそぐわずハイハイや寝返りをしない、スプーンを口に上手く運べない、おもちゃ
をつかめなかったり離せなくなったりする）

4 風邪をひきやすい、熱がでやすい、中々治らない等、体調面で心配な点がある。

5 体重が増えない／減少するなど、発育面で心配な点がある。

6
授乳・摂食で心配な点がある。

（e.g., 哺乳力・摂食機能に問題がある、授乳の仕方によって飲み具合が変わる、偏食・過食・
小食等）

7 寝付けない、眠りが浅い、夜驚、昼夜逆転など、睡眠に心配な点がある。

8 便が出にくい、月齢にそぐわないおもらし・遺糞があるなど排泄面で心配な点がある。

9 治療されていない虫歯や肌あれ、衣服の汚れをはじめとした、健康・衛生習慣等の生活習慣
で心配な点がある。

10 発声が少ない、発信が乏しい、言葉の発達・表出の問題等、コミュニケーションの発達で心
配な点がある。

11 徐々にではなく突然に極端な激しい泣きを示したり、表情が乏しかったり、泣かなさすぎた
りなど感情表出で心配な点がある。

12 大人や他児にむかって攻撃する。（e.g., 叩く、かむ、にらむ、つねる、暴言）

13 なかなかなだめにくいなど、感情が落ち着きにくい。

14 反復的な行動が目立つ。
（e.g., 手をひらひらさせる、上半身を前後にゆする、その場でくるくる回るなどの常同行動）

15 ちょっとしたことで怒りやすく、いらいらしたり、泣いたり、機嫌がよい時が少ない。

16 年齢にそぐわず、突発的なこと・予想外なことがおきたり、自分の思い通りにいかなかった
りすると、頻繁にパニックやかんしゃくをおこす。

17
環境の変化や刺激に対して過剰に反応する／逆に反応が薄い。

（e.g., 痛みがあるはずなのに、反応が弱い。影や気配、視線などに固まったり、激しく泣いた
りする）
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18
注意されそうな／された時に過剰な反応をする。

（e.g., 激しく泣く、立ち尽くす、ものに当たる、目をあわせなくなる、固まる）
※声をかけられたり名前を呼ばれただけの時、他の子が注意されたのを見た時も含む

19 自己刺激行動や自傷行動など、通常子どもが見せないような心配な行動が頻繁に見られる。
（e.g., 頭打ち、自分の毛を抜く、性器いじり、自分の手を噛む）

20
特定の場所や状況に対し、恐怖や不安で、激しく泣いたり、固まったり、ぼーっと立ち尽く
したりする。

（e.g., 男性・トイレ・お風呂・救急車やパトカーの音・暗闇）

21
これまで見たり体験したりしてきたこと（トラウマ）を再現するような行動をする。

（e.g., 虐待、DV の目撃、性的曝露を経験した子どもが、他児に対する攻撃や言動をとる、性
器を何かになすりつける、遊びの中に子どもの過去の経験が表れる）

22 他者からの呼びかけに反応しないことがある。※意図的に無視することは除く

23
感情と表出される行動が一致しない。

（e.g., 作り笑いをみせる、子ども自身が怒っているのに笑ってしまう、不安すぎて寝てしまう
（解離））

24 指さしや共同注意がみられない。

25 相手の顔を見なかったり、目が合わなかったりする。

26 人への興味が薄い。（e.g., 乳児期に社会的微笑が見られない、自閉傾向が強い）

27
家族との接触中、接触前後に普段には見られない行動がみられる。

（e.g., すぐ眠る、従順になる、テンションの高低がいつもと異なる、退行、拒絶したり怯えた
り、家族との面会がなかったかのようにふるまう）

28 子ども同士での関係が築きにくい。（e.g., 他児の遊びを邪魔する、他児に関心を持たない）

29 泣いたかと思ったら急に笑うなど、脈絡なく不安定に感情が変わる。

30 遊ぼうとしない、ぼーっとしている、床に寝そべるなど無気力で何をするにも意欲が低い（抑
うつ的）。

31 緘黙、吃音、チック、円形脱毛など、身体や行動に症状として現れる。

32
不安や恐怖があったときに、積極的にしっかりと養育者にだっこをもとめたり、くっつきに
いったりし、安心できるまでくっつきを求め、養育者との間で、自身の不快な感情がおさまっ
ていく。

33
不安や恐怖があったときに、助けを求める気持ちを抑えこみ、かえって養育者から距離を取
ろうとする。

（e.g. 養育者に近づいていかない、養育者を無視する、目をそらす）

34
不安や恐怖があったときに、養育者にくっついていくが、養育者との間で、自身の不快な感
情がおさまらず、ぐずりつづけたり、養育者に対して怒ったりする。

（e.g., 金切り声で泣く、養育者を叩く・押す、おもちゃを拒否する）
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35

以下の行動のいずれかが頻繁に見られる。
養育者に近づきたいか離れたいのかよくわからない行動

（e.g., 近づいてくるように見えたのに、直前で方向を理由なくかえる。バックしながら近づく）
突っ伏して泣く、養育者に背を向けて泣くなど養育者に助けを求めずに泣く行動

（e.g., 養育者からはなれながら、養育者を見ずに泣く。泣き崩れて助けを求めない）
養育者を警戒したり怖がったりする行動などがみられる。

（e.g., 養育者があらわれると、手で口を覆ったり、腕で頭を覆ったり、びくっとしたり怖がっ
たり警戒する）

36 常に他者との交流や他者への反応が乏しく、不安や恐怖があるときでも養育者も含めたあら
ゆる大人に安心感を求めることがめったになく、反応することもない（自閉的な状態像）。

37 初対面の大人も含め、人見知りせず、あらゆる人に近づくことにためらいがなく、誰かれか
まわずにくっついていく。一見社交的だが、「この人」というアタッチメント対象がいない。

38

その他　アタッチメントや養育者との関わりに心配な点がある。
（e.g., 養育者が嫌がる行為や言動をくりかえして気を引こうとする、素直に人と関わることが
できない、大人の顔色を伺いすぎる、甘えを出せない、子どもが親のように養育者のケアを
しようとする、自ら危険な行動をする）



－ 43 －

Ⅳ．ヒアリング調査２（研究 3）

１．試行実施、項目表現の検討

（１）目的
　研究 2 で改訂したアンケートを乳児院と保育所で試行してもらい、ヒアリングをもとにアンケート

の改善点を明らかにする。乳児院については、入所から 1 か月間とアンケート実施までの 1 か月間の

2 時点について実施し、変化についての検討を行う。また、乳児院と保育所との比較を行う。

（２）方法
１）参加者

　乳児院 2 施設、保育所 2 施設に依頼し、各施設で児童 2 名ずつ、計 8 名を対象にアンケート（付

録 2A・B）を試行してもらった。施設にその時点で所属しているか、過去に所属していた児童の

中で、対人面等の発達でひっかかりのある特徴や気になる行動を多く見せた児童を想像して回答

してもらう形とした。

　乳児院では、担当が代わらない場合は 1 人で回答し、途中で担当が変更した場合は、入所時の

担当と現在の担当と 2 人で分担して回答したところがあった。また、心理職や家庭支援専門相談

員が回答したところもあった。保育所でも相談しながら回答したとのコメントがあった。乳児院

でも保育所でも資料を確認しながら、記憶を辿りながら、他職員と相談しながら回答し、１時間

以上を要したところもあったが、短ければ 15 分、概ね 30 ～ 40 分と、長くても 1 時間程度で回

答を終了したとのコメントが多かった。

２）手続き（アンケートの試行と意見の収集方法）
　アンケートは、フェイスシートとして、児童の発育状況、児童の心身の状態、妊娠期のリスク、

児童の入所形態、児童の入所理由、小児期の逆境体験の個数、児童の入所期間、子どもの SOS

に関する項目で構成した。保育所用のアンケートでは、入所形態と入所理由、児童の入所期間を

問う質問を削除した。

　子どもの SOS サインに関する項目について、乳児院では、入所から 1 か月間とアンケート実

施までの 1 か月間の 2 時点について（回答時点で入所 1 か月以内の子どもについては、ここ 1 か

月の様子欄への回答が必要ない旨、注を入れた）、保育所用では、ここ 1 か月の 1 時点について、

あてはまらない、ややまたは時々あてはまる、よくあてはまる、情報不足により不明の選択肢を

設けた。子どもの SOS 項目に関しては、後で分かりにくかった項目を拾いやすいように、各項

目の左端に「分かりにくい」のチェックができる欄を設けた。使用したアンケートについては、

付録 2A・B を参照されたい。

　上記 4 箇所でアンケートが試行された後、調査者が赴き、研究の説明を行った上で本研究の参

加とヒアリングデータの長期保存および研究の使用への同意を得て、ヒアリングを実施した。
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　ヒアリングでは、どれくらいの時間がかかったか、どのような形で回答したか、フェイスシー

トで分かりにくかった項目・答えづらかったところ、教示・キャプションなどで分かりづらかっ

たところについて尋ね、その後、項目案を一つずつ読み上げ、以下の点について聴取した。

１．どのような行動を元に各項目に回答したか

２．項目を読んでどのような行動をイメージするか

３．イメージする行動とこちらが意図した行動が不一致な場合どのような代替表現があり得るか

４．難しかったり具体的な行動が思い描けなかったりする項目

５．項目に挙げられていること以外に子どもの気になる行動にはどのようなものがあるか

　また、紙とオンラインとではどちらがやりやすいか、どのくらいの時期がやりやすいかについ

ても尋ねた。

（３）倫理的配慮
　子どもの虹情報研修センターの倫理審査委員会の承認を得た上で実施した。ヒアリング対象には個

人情報の保護等について説明し、承諾を得た上でヒアリングを実施した。

　児童の個人情報保護のため、児童の家庭状況の詳細や具体的なエピソードをアンケート用紙に書か

ないように、また、ヒアリング時にも話さないよう依頼した。

　子どもの生年月日を収集する代わりに、入所時の月齢とアンケート実施時の月齢を口頭で質問した。

性別については情報を収集しなかった。

（４）結果（アンケートに関するヒアリング内容と反映）
１）項目表現の検討

ア．表紙
　子どもの SOS 項目の前に「自分 1 人での判断が難しい場合は、他の職員と相談したり、当

時担当していた職員と分担してチェックしたりしてください。」との注を付けていたが、アン

ケートに回答する前に、他職員に相談して良いことを知っていた方が回答を進めやすいとのコ

メントがあり、アンケートの表紙に『調査の方法』として、この説明文を付けることとした。

イ．フェイスシート
ａ）入所形態について

　入所形態について、措置入所か一時保護入所か、また、一時保護入所の場合、短期で頻回

な一時保護入所をくり返しているかを問う形にしていた。しかし、第 4 回研究会で、ショー

トステイの利用が増えており、ショートステイからの一時保護も増えているとのコメントを

受け、措置・一時保護の入所およびショートステイの回数について、今回が初めての入所か

2 回目以上かを尋ねる質問を加え、1 度目の一時保護からの措置変更は 1 回でカウントする
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こと、別施設での入所・ショートステイの経験も含めてカウントすることについて注を付け

た。

ｂ）フェイスシートの注等について
　子どもの心身状態（a．病虚弱児、b．障害児）、妊娠期リスクについて、注を質問のすぐ

下に入れるようにした方が分かりやすいとのコメントがあったため、その後に注を設けた保

護者や家庭の特徴に関する質問も含め、そのように修正した。

ｃ）子どもの発育状況
　発育状況に関しては、身長と体重に分かれていた方が書きやすいとのコメントがあったた

め、分けて質問項目を作成した。

ｄ）子どもの心身状態について
　子どもの心身状態についての選択肢「a．健全」について、概ね健全に育っているが、体

重増加にムラがあったり、喘息、肌荒れ、アレルギーがある場合等があり、「a．健全」とい

う選択肢にチェックしにくいとのコメントがあったため、「a．健全」を削除し、選択肢を「a．

病虚弱児、b．障害児、c．被虐待経験が疑われれる子ども、d．発達に特性がみられる子ども（診

断はない・原因不明な気になる行動や発達）、e．いずれもあてはまらない」とした。

　また、子どもの心身状態について、病虚弱児の注にヘルニアが入っていないとのコメント

があったため、「⑱その他（ヘルニア等）」を追加した。

ｅ）妊娠期のリスク
　妊娠期のリスクについて、保育所では妊娠期に兄姉が同じ保育所に通っていたりすれば把

握できることもあるが、情報の確認が難しいとのコメントがあった。しかし、第 4 回研究会

で妊娠期のリスクについて確認できないことにも意味があると考えられるとのコメントを受

け、選択肢を「a．あった、b．ない、c．情報確認できない、d．情報確認できないが疑いが

ある」とした。

ｆ）小児期の逆境体験 ACEs
　研究 2 で、修正した小児期の逆境体験の 10 項目について、研究 3 では、Hays-Grudo & 

Morris（2020）の『ACEs の質問紙』を要約し、他者評定の形に改めたものに変更した（Table  

10）。

　小児期の逆境体験項目の該当個数を記入する回答欄の後に 10 項目の小児期の逆境体験の

内容を示していたが、質問の直後に回答欄を入れた方が書き忘れることがなくて良いとのコ

メントを受け、そのように変更した。

　これらの項目については、正確な情報が得られず、回答するのが難しいことから、「疑い

がある」という選択肢があると回答しやすいとのコメントを受け、下線の「疑いがある場合

も含めて該当する数をお答えください」との文章を更に太字にして強調した。

　「家族にうつ病、精神疾患、自殺未遂者がいる」について、うつ病の診断はついておらず、

保護者も認めていない場合についてチェックするかどうか迷ったとのコメントがあったた

め、原文を確認し、うつについて“depressed”と書かれていることから「うつ病」ではなく「抑
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うつ」という表現に変更し、診断がついていない場合でも抑うつ状態が認められればチェッ

クできるようにした。

Table 10

小児期の逆境体験項目

変更前 変更後

1 大人からの日常的な罵倒、侮辱、屈辱 両親や家庭内の大人からの頻繁な罵倒、侮辱、
屈辱

2 大人からの日常的な暴力 両親や家庭内の大人から頻繁な暴力や一度で
も怪我するほどの暴力

3 大人もしくは 5 歳以上の人からの不適切な性
的接触・性的虐待

このお子さんより 5 歳以上年上の人からの不
適切な性的接触・性的虐待

4 家族から愛されていない、家族が互いに無関
心

家族から愛されていない、家族が互いに無関
心

5 日常的に自分を守ってくれる人がいない、世
話を受けていない

頻繁に食事や衣服の世話を受けていない、
守ってくれる人がいない

6 離婚・別居・施設入所など親との分離体験 （項目順変更）同居家族のメンバーが頻繁に
DV を受けている

7 家族のメンバーが日常的に DV を受けている （項目順変更）両親が離婚・別居した

8 酒癖が悪い、アルコール依存症や薬物乱用の
人との同居

酒癖の悪い人や、アルコール依存症や薬物乱
用の人との同居

9 家族にうつ病、精神疾患、自殺未遂者がいる 家族に抑うつ、精神疾患、自殺未遂した者が
いる

10 家族で刑務所に収監された人がいる 家族の刑務所への収監

ｇ）ストレスフルなイベントの影響について
　特に高月齢児に関しては、様々な出来事の影響を受けやすいことから、フェイスシートに

ストレスイベントを尋ねる項目を設けた方が良いとのコメントがあったため、回答までの２

か月間でストレスとなるイベントについて、「a．あった、b．ない、c．情報確認できない」

の三つから選択する質問を加えることとした。

「11．ここ２か月間で、お子さんにとって大きなストレスがかかる出来事はありましたか（ス

トレスとは、このお子さんにとって、悲しいこと、不安なこと、辛いこと、衝撃的なこと、

しんどいこと等です）。」について、「a．あった、b．ない、c．情報確認できない」から選択

する項目を設けた。
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ｈ）その他に本調査でフェイスシートとして加える質問
　本調査では、フェイスシートとして子どもの性別、月齢、入所期間に関する質問を加える

こととした。その他に保護者や家庭の特徴について、『子ども虐待対応の手引き』表２－１（厚

生労働省，2013）にある「虐待に至るおそれのある要因」を参照して保護者や家庭の特徴に

関する注４とし、選択肢を「a．あった、b．ない、c．情報確認できない」とする質問を新

たに加える。ヒアリングで妊娠期のリスクとして「子どもの無戸籍」も含まれるのではない

かとのコメントがあったが、無戸籍は出産後のことであるため、妊娠期のリスクには入れず、

この保護者や家庭に関する質問の注４「⑮その他」に例示する形で含めることとした。

ウ．SOS 項目について
ａ）例示の仕方

　例示があってわかりやすいが、文によって例の示し方が異なっているので、統一した方が

良いとのコメントがあったため、最初に主文、その後（　）内に「例　～」と例示すること

とした。（そうした文に変更すると表現が不自然になる質問は変更しなかった。）

ｂ）低月齢による不明項目
　アンケート枠内に「年齢によって行動がみられないものや、行動が見られても年齢特有の

もので心配ないものは「０ あてはまらない」を選んでください」と記載していたが、低月齢

期にあてはまりにくい項目が複数あり、「分かりにくい」につけたとのコメントがあったため、

「年齢により不明」の選択肢を設けた。

ｃ）不明選択肢のチェック
　アンケート用紙の「情報不足による不明」欄に「？」と記載していたが、わかりにくいと

のコメントがあった。「年齢により不明」とともに、「不明」の選択肢欄にはチェックボック

ス「▢」を記載することとした。

ｄ）その他、SOS サイン項目への文言の追加
・「17．環境の変化や刺激に対して過剰に反応する／逆に反応が薄い。（例　痛みがあるはず

なのに、反応が弱い。影や気配、視線などに固まったり、激しく泣いたりする。）」について、

聴覚刺激も例示に入れた方が良いとのコメントがあったため、「物音」を加え、「環境の変

化や刺激に対して過剰に反応する／逆に反応が薄い。（例　痛みがあるはずなのに、反応

が弱い。影や気配、視線、物音などに固まったり、激しく泣いたりする。）」とした。

・「24．指さしや共同注意がみられない。」について、「共同注意」がわかりにくいとのコメ

ントがあったため、「※共同注意とは、例えば、大人が指さしたものに気づいて、指さし

た先や視線の先のものをみることです。」と共同注意に関する説明を注として加えた。

・「27．家族との接触中、接触前後に普段には見られない行動がみられる（e.g. すぐ眠る、従

順になる、テンションの高低がいつもと異なる、退行、拒絶したり怯えたり、家族との面

会がなかったかのようにふるまう）」について、他に気になる点として、家族との分離に

抵抗を示さないことがあるとのコメントがあった。「家族との接触中、接触前後の子ども
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の様子に心配な点がある（例　家族との分離に抵抗を示さない、すぐ眠る、従順になるテ

ンションの高低がいつもと異なる、退行、拒絶したり怯えたり、家族との面会がなかった

かのようにふるまう）」とし、例示に加えた。

エ．SOS アタッチメント項目
ａ）「身近な大人との関わり方」の強調

　32 ～ 34「不安や恐怖があったときに」という表現がどの程度のものかがわかりにくく、

アタッチメントについて尋ねる項目であることを最初に記載してあるとイメージしやすいと

のコメントがあったが、当初の記載通りとし、「身近な大人との関わり方」の部分のフォン

トを変え、フォントサイズを大きくして強調することとした。

ｂ）心配ではない行動に関する項目の強調
　本アンケートの項目において「32．不安や恐怖があったときに、積極的にしっかりと養育

者にだっこをもとめたり、くっつきにいったりし、安心できるまでくっつきを求め、養育者

との間で自身の不快な感情がおさまっていく。」のみが“心配ではない行動”に関する記述で、

逆転項目となっているため誤回答が起きた。「くっつきをもとめ」、「おさまっていく」とい

う部分を波線で強調し、質問内容が正確に伝わりやすいようにした。

ｃ）多側面から成る項目の分割
　「35．以下の行動のいずれかが見られる。1．養育者に近づきたいか離れたいのかよくわか

らない行動（e.g. 近づいてくるように見えたのに、直前で方向を理由なく変える。バックし

ながら近づく）　2．不安や恐怖や苦痛、怒りを強く示しながら、それを養育者に向けて発信

しない（e.g. 泣いているのに養育者から離れて部屋の隅で泣いている、養育者を見ずに泣く、

泣き崩れて突っ伏して助けを求めない。）3．養育者を警戒したり怖がったりする行動などが

みられる（e.g. 養育者があらわれると、手で口を覆ったり、腕で頭を覆ったり、びくっとし

たり怖がったり警戒する、家具の裏などに隠れる）」は三つの行動側面から構成された質問

となっており、成り立つ側面と成り立たない側面が含まれている場合に回答の仕方に迷うと

のコメントがあったため、行動側面により質問を三つに分割した。得られた回答を集計時に

統計処理することとした。

ｄ）その他、SOS アタッチメント項目の文言の修正
　「38．養育者が嫌がる行為や言動を繰り返して気を引こうとする」という表現では、主語

の混乱が生じやすいとのコメントがあり、「養育者の嫌がる行為や言動を繰り返して気を引

こうとする」と修正した。

２）収集されたその他のコメント

ア．変更や修正は行わなかったが、検討を要するコメント
　変更や修正は行わなかったが、検討を要するコメントを Table 11 に示した。
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Table 11

変更や修正を行わなかったが、検討を要するコメント

１．フェイスシート
・子どもの心身状態の「被虐待経験が疑われる子ども」について、どの程度のものが該当するか

が気になる。日常的な罵声がある、体重に波があって「気になる」など、家庭状況が心配な場
合があるが、虐待が疑われるとなるとつけるのは難しく、重さを感じてしまう。虐待をしてい
るとなると虐待通告することになるので、そこまではしていないと思われる場合に悩む。

→小児期の逆境体験の「家族にうつ病、精神疾患、自殺未遂者がいる」まではいかない場合で、
保護者の精神状態が不調だと、子どもの心身状態も悪くなったりするので、「家庭状況が心配」
など、うまく書けると少しわかりやすくつけやすいのかもしれない。

・小児期の逆境体験について、別離は情報不足であることが多い。
２．子どもの SOS 項目

・6　授乳・接触で心配な点について、偏食ではないけれど、家庭環境での栄養の偏りが保育所
では心配で、そこを増やすとあてはまる子が増えていくと思う 。（保育所）

・16 頻繁なパニックやかんしゃくについては、年齢でというところもあるし、育ちによるところ
もあると思う。同じくらいの年齢の子に比べてというところで回答した。（乳児院）

・20 特定の場所や状況に対する恐怖や不安について、保育所の例としてお風呂に関することは微
妙。（保育所）

・37 誰かれかまわずくっついていくことについては、大人に対する区別のなさか、社交性かがわ
かりにくいところがある。（乳児院）

３．全体の仕様
・キャプション
　キャプションの程度が個人の加減なので、難しく感じた。しかし、期間が設けられているので、

これくらいの期間で何回という基準が設けられていると良い。（保育所）
４．その他

・感情が表にでてくる子が項目でとらえやすくて、出てきにくい子の気になる感じがとらえにく
い。

・あてはまらないが全然なかったり、心配な行動がたくさんあったりすると自分のせいなのでは
ないかと感じるかもしれない。「心配な行動」、「あてはまらない」、「あてはまる」が続いても
混乱しないように注意書きがあった方が良い。

・後追いは見なくてもよいのか。
・新生児の場合のつけ方。

イ．回答のしづらさがあるが、修正が難しいポイント
　回答のしづらさがあるが、修正が難しいポイントを Table 12 に示した。

Table 12

回答のしづらさがあるが、修正が難しいポイント

・小児期の逆境体験に関しては、入所前の情報で把握しにくいため、児童相談所に問い合わせを
したり、子どもの姿から判断したりした。

・保護者のリストカットは「9．うつ病・精神疾患・自殺未遂者」につくかどうか。
・保護者と子どもとの関係については情報不足。職員のシフトによって、お迎えの時間や朝登園

の時間をよく見るお子さんと、そうじゃないお子さんとで異なる。朝早くて夜遅いお子さんは
中に入ってないと保護者に会えなかったりしてわかりにくいことがある。（保育所）

・年齢が低い場合は「あてはまらない」が多くなるが、年齢的なものなのか、経験によるものな
のかがわかりにくい部分がある。
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ウ．項目以外のアタッチメントや養育者との関わりに心配な点
　項目以外のアタッチメントや養育者との関わりに心配な点を Table 13 に示した。

Table 13

子どもの SOS 項目「38．その他　アタッチメントや養育者との関わりに心配な点」

・注目引き行動の多さ
・「誰にでも」行くところや、保護者への反応のなさ
・保護者想定で回答したが、お迎えのときに余裕がないと強く言ってしまうと言っていたので心

配。
・保護者だったらあてはまる。暴言。早くしてという言い方が強すぎる言い方だったり、嫌がる

のを無理やり手を引っ張ったり。
・関係性に懸念があるということを親側の様子からとらえることもできる。

エ．その他のコメント
　その他のコメントを Table 14 に示した。

Table 14

その他のコメント

１．大変だったところ
・入所してからの最初のところの回答が大変に思う。資料を参照しながら回答した。
・担当でないと、回答するのが難しい。

２．ポジティブなコメント
・「情報不足により不明」の欄があると無理やりあてはめなくてつけやすいと感じた。アセスメ

ントの時も情報を取れていないことをチェックできる。
・予想よりもつけやすい分量だった。
・例があるのがわかりやすかった。

３．その他
・フィードバックがあった方が良い。

４．今回の調査に限った、アンケート対象に関するコメント
・小さい時に気になっていた頃のことを書いた方がよいか、大きくなった現在の子どもの様子で

書いた方がよいか、対象を選ぶときに迷った。
・月年齢、療育の有無等、対象について指定してもらう方がわかりやすい。
→「どのお子さんでもよいですが、例えば、○○のお子さん」みたいな感じが良い。
・対象を狭められると、その理由がわからないこともあるが、かなり話を聞いた後なので、今回

は選んでもらった方が良かったと感じた。

２．2024 年度の調査方法の検討

（１）参加者
１）対象者

　乳児院と保育所、各 3,000 名程度の児童を対象にアンケートの実施を予定している。
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ア．乳児院
　147 か所、一時保護・措置入所含めて悉皆で回答を依頼する。全乳児院に依頼するが、回答

は任意で、判断は各乳児院に委ねる。児童 1 名に対し、担当養育者を中心に複数名で回答して

もらう。

イ．保育所
　3,000 名を目標とする。各施設 0、1、2 歳児から 1 名ずつ、誕生月からランダムに児を選定し、

一設施 3 名を対象に回答を依頼する。

（２）手続き
　乳児院でも保育所でも、複数人で回答する時はアンケート用紙を使い、一人で回答する場合はオン

ラインで行う形が良く、アンケート用紙とオンラインの両方の選択肢があった方が良いとのコメント

があった。また、紙ベースの方が見やすく、よく考えられるとのコメントもあった。したがって、基

本的にはオンライン（QR コード、PC 回答用の URL）での回答を依頼し、補助的にアンケート用紙

を送付する方法をとることとした。

　実施時期については、乳児院、保育所とも、年度が変わる時期、行事が行われる時期を避けた方が

実施しやすいとのコメントがあった。乳児院は、4 月初旬は担当の異動、秋に子どもの居室変更があり、

年長児が多いので、夏休み期間は難しいとのコメントがあったため、7 月～ 9 月頃の実施予定とする。

保育所からは、夏休みの方が良いとのコメントがあったため、8 月実施予定とする。

（３）倫理的配慮
　子どもの虹情報研修センターの倫理審査委員会の承認を得た上で実施する。
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Ⅴ．総論　来年度に向けて

　本研究の目的は、全国の乳児院において、特別な配慮を必要とする子どもの実態調査を行うことで

あるが、今年度は、研究１として、次年度の調査に用いるアセスメント票の項目を整えることを試みた。

先行研究における、乳幼児期に適用可能なトラウマ反応や問題行動、関係性の問題に関する尺度や研

究を整理し、有力な測定法として子どもの SOS サインを概観し、子どもの SOS サインを使用した過

去の研究のデータ分析を行うことで、妥当性の予備的な確認と、修正の必要な項目の抽出を行った。

　まず、低年齢児にも適用できる心配な行動の測定法として、情緒や行動の問題やトラウマ反応や関

係性の測定法としてアタッチメントの測定について概観した。その結果、低月齢時に適用可能で、乳

児院の生活の中で簡便に利用できる尺度はなかった。また、トラウマについては、成人モデルから派

生的にトップダウンに子どもの行動に合わせる形で作成されたものであり、アタッチメントの阻害に

ついてもとらえる標準的な方法がないことも示された。

　そこで、乳児院で経験的に蓄積されてきた様々な心配な行動に関するリストを検討することが有意

義ではないかと考え、乳児院心理職によって作成された子どもの SOS サインに注目した。過去調査

の再分析を行ったところ、SOS サインの個数は妊娠期や入所理由から判断されるリスク、トラウマ反

応、アタッチメントの不安定性等と関連しており、子どもの心配な行動を捉えていることが確認され

た。

　ただし、未回答や回答不可の割合が多い項目や子どもの日齢や調査時期で未回答・回答不可となり

やすい項目も多く見られた。そこで、本研究で示唆された未回答・回答不可の多い項目や低日齢児で

は未回答・回答不可が多くなる項目については項目を改善する必要があると考え、項目表現をより乳

児院で使用される表現や典型例を用いたものに修正を行った。

　ある程度整理された項目を、より現場で使いやすく、役立てられるものにするために、予備調査と

して乳児院、保育所それぞれにヒアリングを重ねた。

　1 回目のヒアリングでは、研究１で作成した項目案を実際に乳児院・保育所の職員に見ていただき、

どのような行動を項目案からイメージするか、より適切な表現があるか等をヒアリングし、その内容

を踏まえて項目を精査し、具体的な行動がイメージできない項目についてはより意味が通るよう表現

に修正を加えた。

　2 回目のヒアリングでは、ヒアリング１で修正された項目を用いたアンケート用紙を作成し、乳児院・

保育所の現場の保育士に実際の子どもについてアセスメントを試行実施していただき、項目の最終精

査を行った。項目の具体例の提示の仕方から、情報収集が難しい場合や、月齢的に回答が難しい場合

などのチェックボックスの追加など、回答のしやすさを追求し、より養育現場で使用しやすいように

検討し、内容に修正を加えた。

　保育所では、乳児院と生活形態が異なるため、項目によって答えやすさや答えにくさに関する内容

が異なる部分もあるが、問われている内容から、その子どもが示す特徴をイメージし捉えることが可

能であれば、ある程度の状態を把握することが可能であると考えられた。

　乳児院の現場では、今回提示された項目については、容易に具体的な子どもの姿が想起されたこと
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からも、これまでに、関わってこられた子どもたちとその親、家族の支援を通じて、様々な経験が蓄

積されていることが想像された。

　乳児院の現場においては、日々の生活の中で、子どもや家族に対して、心も身体も使いながら、支

援を考え実践する中で、適切に今の子どもの状態像を把握し、その状態を表現して記録として残す作

業は、実は大変な作業であるし、何をどこまで残すのかは、個人に委ねられている現状がある。これ

まで乳児院が多く実践してきた自由記述での子どもの状態把握は、より精緻に子どもへの関わりの方

針を検討し実践していくためには不可欠のものであるし、実際に子どもの支援に有効に機能してきた

ところはあった（遠藤他，2019） 。しかし、それだけでは、子どものこれまでの育ちによって影響を

受けた心の課題（アタッチメントやトラウマ等の問題）を、適確に把握することは難しいこともわかっ

た。

　先行研究から引き継ぐ形で、今年度の分析・調査を通じて作成されたアセスメントツールは、子ど

もの状態像をすべて網羅するものではもちろんないが、子どもの生活の中に表れる行動を把握でき、

かつ関係性の評価や子どもの体験に力点を置いた項目内容になっているため、日々の養育の中で関り

ながら行うアセスメントを形にし、そして支援に役に立てられるのではないかと考える。

　乳児院で蓄積された経験をそのままにしておくのでなく、今年度作成したアセスメントツールが乳

幼児の状態像や心の課題を把握し、かつ変化を捉えられるものになれば、その経験知が活かされるの

ではないか。つまり、様々な背景を持つ乳幼児の養育現場において、子どもを見立てる視点がより立

体的になり、それを第三者へ説明したり、理解をうながしていく上でも、本アセスメントツールの活

用には意義があると考えられる。

　共通のアセスメントツールは、出会う子どもについて、どういう視点で見ていくことが必要か、また、

子どもの育ちを理解するためにはどのような情報が必要かについても知ることができるため、アセス

メントツールをつけること自体が新しく入職する職員の育成にもつながっていく。

　その上、全国の乳児院でも、共通のツールを継続的に使用することで、入所時点での子どもの状態

像を把握するだけではなく、入所後一定期間たった後、つまり支援を積み重ねた結果の変化を捉える

ことができ、それらを乳児院全体のデータとして蓄積していくことが可能となる。

　これは、それぞれの乳児院の支援の実績として積み重ねていくことができると同時に、社会的に乳

児院の現状を伝えるときの根拠ともなり得ると考えられる。

　来年度は、虐待や不適切な養育によるアタッチメントやトラウマ等の心の問題を抱えた乳幼児が全

国の乳児院にどれだけ存在し、どの程度の問題を抱えているのか、今回作成したアセスメントツール

を用いて実態を把握する。また保育所等に通う乳幼児においては、乳児院に比べて心配な行動を見せ

る子どもは少ないと予想されるが、それでも一定数心配な行動をみせる子どももいると考えられる。

そこで、乳児院・保育所それぞれの乳幼児の心の課題について実態を把握するとともに、両者の比較

を通して尺度の妥当性の検討を行う。その結果を踏まえ、乳児院役割の重要性及び、支援体制を整え

る必要性について明らかにしていきたい。

　最後に、本調査にご協力くださりました乳児院・保育所関係者の皆様、ご支援いただきました全国

乳児福祉協議会に深謝いたします。
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た

ら
、ご

回
答

を
も

と
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
し

ま
す

。 

★
協

力
者

の
み

な
さ

ま
へ

お
願

い
 

お
子

さ
ん

の
個

人
情

報
保

護
た

め
、お

子
さ

ん
や

家
庭

状
況

の
詳

細
や

具
体

的
な

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

質
問

紙
に

書
い

た
り

、話
し

た

り
す

る
こ

と
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

際
は

、イ
メ

ー
ジ

す
る

子
ど

も
の

行
動

の
特

徴
に

つ
い

て
の

み
話

す
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。 

結
果

の
発

表
方

法
 

子
ど

も
の

虹
情

報
研

修
セ

ン
タ

ー
の

研
究

報
告

書
・学

術
学

会
お

よ
び

学
会

誌
で

の
発

表
を

行
い

ま
す

。 

調
査

に
よ

っ
て

生
じ

る
利

益
・不

利
益

 

 想
定

さ
れ

る
利

益
・不

利
益

は
あ

り
ま

せ
ん

。 
 

 協
力

者
の

み
な

さ
ま

へ
の

お
約

束
 

 
調

査
協

力
に

同
意

し
な

い
こ

と
に

よ
っ

て
、不

利
益

を
被

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。 

 
質

問
紙

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
へ

の
回

答
は

い
つ

で
も

と
り

や
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。そ
れ

に
よ

っ
て

あ
な

た
が

被
る

不
利

益
は

あ
り

ま

せ
ん

。 

 
録

音
デ

ー
タ

は
、暗

号
化

可
能

な
H

D
D

を
鍵

付
き

の
ロ

ッ
カ

ー
及

び
外

部
か

ら
は

ア
ク

セ
ス

で
き

な
い

虹
セ

ン
タ

ー
内

の
サ

ー
バ

ー
で

保
管

し
ま

す
。5

年
の

保
管

期
間

終
了

後
、復

元
で

き
な

い
形

で
消

去
し

ま
す

。 

 
回

答
済

み
の

質
問

紙
は

回
収

し
、子

ど
も

の
虹

情
報

研
修

セ
ン

タ
ー

の
鍵

付
き

の
棚

で
5

年
間

保
管

し
ま

す
。そ

の
後

復
元

で
き

な
い

形
で

破
棄

し
ま

す
。 

 
音

声
は

逐
語

化
し

、個
人

名
や

施
設

名
な

ど
を

排
し

た
上

で
分

析
に

用
い

ま
す

。 

 
研

究
協

力
施

設
・研

究
協

力
者

・支
援

対
象

の
特

定
に

つ
な

が
る

情
報

は
分

析
や

報
告

書
か

ら
は

除
外

し
ま

す
。 

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
は

、質
問

項
目

の
調

整
や

修
正

の
た

め
に

使
用

さ
れ

る
の

で
、研

究
協

力
者

の
個

人
の

情
報

や
考

え
や

具

体
的

な
発

話
内

容
が

そ
の

ま
ま

記
載

さ
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。 

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
挙

げ
ら

れ
た

子
ど

も
の

行
動

の
様

子
に

つ
い

て
は

、個
別

の
文

脈
情

報
は

排
し

て
、一

般
的

な
行

動
の

説
明

と
し

て
報

告
し

ま
す

。 こ
の

調
査

に
関

す
る

お
問

合
せ

： 

研
究

代
表

者
 武

田
 由

（
き

ょ
う

と
里

親
支

援
・シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

拠
点

 ほ
っ

と
は

ぐ
）

 

問
い

合
わ

せ
先

 子
ど

も
の

虹
情

報
研

修
セ

ン
タ

ー
 研

究
部

 m
a

il:
 k

e
n
ky

u
@

cr
c-

ja
p

a
n
.n

e
t 

 

次
の

ペ
ー

ジ
か

ら
質

問
が

は
じ

ま
り

ま
す

 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

2 
 1

． 
お

子
さ

ん
の

発
育

状
態

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。あ

て
は

ま
る

も
の

1
つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。 

乳
児

院
の

お
子

さ
ん

は
、入

所
し

て
1

か
月

以
内

の
状

態
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。 

 

a
. 

発
育

曲
線

の
帯

内
に

入
り

、体
重

や
身

長
が

伸
び

て
い

て
い

る
 

b
. 

発
育

曲
線

の
帯

か
ら

大
き

く
外

れ
て

い
る

、体
重

や
身

長
が

減
少

・伸
び

な
い

な
ど

発
育

に
懸

念
が

あ
る

 

 2
． 

お
子

さ
ん

の
心

身
状

態
に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。（

複
数

回
答

可
）

 

a
. 

健
全

 

b
. 

病
虚

弱
児

 （
注

1
参

照
）

 

c.
 

障
害

児
  

（
注

2
参

照
）

 

d
. 

被
虐

待
経

験
が

疑
わ

れ
る

子
ど

も
 

e
. 

発
達

に
特

性
が

み
ら

れ
る

子
ど

も
（

診
断

は
な

い
・原

因
不

明
な

気
に

な
る

行
動

や
発

達
）

 

 

3
． 

お
子

さ
ん

に
は

妊
娠

期
の

リ
ス

ク
は

あ
り

ま
し

た
か

。あ
て

は
ま

る
も

の
1

つ
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。 

妊
娠

期
の

リ
ス

ク
は

注
3

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。 

a
. 

あ
っ

た
 

b
. 

な
い

 

c.
 

わ
か

ら
な

い
 

 

4
． 

乳
児

院
の

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

、あ
て

は
ま

る
も

の
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。 

a
. 

措
置

入
所

 

b
. 

一
時

保
護

入
所

 

→
短

期
で

頻
回

な
一

時
保

護
入

所
を

繰
り

返
し

て
い

ま
す

か
？

  
  

あ
て

は
ま

る
  

・ 
 あ

て
は

ま
ら

な
い

 

 

5
． 

乳
児

院
の

お
子

さ
ん

の
入

所
理

由
に

つ
い

て
、当

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。（

複
数

回
答

可
）

 

a
. 

一
時

的
な

家
庭

で
の

養
育

困
難

 

（
例

．出
産

/出
張

・研
修

/冠
婚

葬
祭

/家
族

の
疾

病
付

き
添

い
 等

）
 

b
. 

長
期

的
な

家
庭

で
の

養
育

困
難

 

（
例

．家
族

の
死

亡
・離

別
・別

居
/家

族
の

受
刑

(拘
留

)/
不

法
滞

在
/経

済
的

困
難

/家
族

の
精

神
疾

患
・知

的
障

害
 等

）
 

c.
 

虐
待

 

（
身

体
的

虐
待

/心
理

的
虐

待
/性

的
虐

待
/ネ

グ
レ

ク
ト

）
 

d
. 

児
童

自
身

の
傷

害
・疾

病
 

－ ⅲ －

付
録
２
Ａ
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3 
 

 

       
 

注
1

）
病

虚
弱

児
 

①
 超

低
出

生
体

重
児

（
1

，0
0

0
g

 未
満

）
 

②
 極

小
低

出
生

体
重

児
（

1
，0

0
0

～
1

，5
0

0
g

）
 

③
 そ

の
他

の
低

出
生

体
重

児
（

1
，5

0
0

～
2

，5
0

0
g

）
 

④
精

神
・神

経
疾

患
  

  
 ⑤

栄
養

・消
化

器
官

疾
患

 

⑥
呼

吸
器

疾
患

  
  

  
 ⑦

循
環

器
疾

患
 

⑧
腎

泌
尿

器
疾

患
  

  
  

⑨
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

 

⑩
感

染
免

疫
疾

患
  

  
  

⑪
血

液
疾

患
 

⑫
内

分
泌

・代
謝

異
常

  
  

⑫
先

天
異

常
・奇

形
 

⑬
整

形
外

科
疾

患
  

  
  

⑭
眼

科
・耳

鼻
咽

喉
科

疾
患

 

⑮
皮

膚
科

疾
患

  
 ⑯

外
傷

  
  

 ⑰
そ

の
他

 

注
2

）
障

害
児

 

①
重

症
心

身
障

害
 

②
脳

性
麻

痺
・肢

体
不

自
由

 

③
知

的
発

達
遅

滞
 

④
染

色
体

異
常

 

⑤
重

度
視

覚
障

害
 

⑥
重

度
聴

覚
障

害
 

⑦
そ

の
他

の
障

害
 

注
3

）
妊

娠
期

の
リ

ス
ク

 

①
胎

児
に

悪
影

響
と

さ
れ

て
い

る
化

学
物

質
の

摂
取

 

（
喫

煙
、ア

ル
コ

ー
ル

、薬
物

等
）

 

②
健

診
未

受
診

 

③
母

子
手

帳
無

し
 

④
母

親
の

ス
ト

レ
ス

（
D

V
、借

金
等

）
 

⑤
母

親
の

精
神

状
態

（
う

つ
、パ

ニ
ッ

ク
等

）
 

⑥
母

体
の

疾
患

（
糖

尿
病

、性
感

染
症

等
）

 

⑦
胎

児
虐

待
 

⑧
母

体
と

胎
児

の
異

常
 

⑨
そ

の
他

 

次
の

ペ
ー

ジ
へ

 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

4 
 6

. 
こ

の
お

子
さ

ん
が

経
験

し
た

逆
境

体
験

は
以

下
の

1
～

1
0

の
中

で
は

い
く

つ
あ

り
ま

す
か

。疑
い

が
あ

る
場

合
も

含
め

て
該

当
す

る
数

を
お

答
え

く
だ

さ
い

。小
児

期
の

逆
境

体
験

と
は

、子
ど

も
時

代
に

お
け

る
被

虐
待

経
験

や
、家

族
と

の
生

活
の

中
で

の
困

難
な

体

験
を

意
味

し
ま

す
。 

→
 小

児
期

の
逆

境
体

験
の

数
 （

  
  

  
  

  
 ）

個
 

 小
児

期
の

逆
境

体
験

 

           

 7
. 

こ
の

お
子

さ
ん

は
入

所
１

か
月

以
内

で
す

か
。当

て
は

ま
る

方
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。こ

こ
で

の
入

所
は

一
時

保
護

入
所

も
含

め
、子

ど
も

が
乳

児
院

で
の

生
活

を
開

始
し

た
時

点
を

さ
し

ま
す

。 

a
. 

入
所

１
か

月
以

内
→

8
.「

入
所

１
か

月
以

内
」

の
欄

の
み

ご
回

答
く

だ
さ

い
。 

b
. 

入
所

か
ら

２
か

月
以

上
→

8
.「

入
所

１
か

月
以

内
」

「
現

在
」

の
両

方
の

欄
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
。 

 
 

1
． 

大
人

か
ら

の
日

常
的

な
罵

倒
、侮

辱
、屈

辱
  

  
  

  
 

2
． 

大
人

か
ら

の
日

常
的

な
暴

力
  

 

3
． 

大
人

も
し

く
は

5
歳

以
上

年
上

の
人

か
ら

の
不

適
切

な
性

的
接

触
・性

的
虐

待
 

4
． 

家
族

か
ら

愛
さ

れ
て

い
な

い
、家

族
が

互
い

に
無

関
心

  

5
． 

日
常

的
に

自
分

を
守

っ
て

く
る

人
が

い
な

い
、世

話
を

受
け

て
い

な
い

  
 

6
． 

離
婚

・別
居

・施
設

入
所

な
ど

親
と

の
分

離
体

験
  

7
． 

家
族

の
メ

ン
バ

ー
が

日
常

的
に

D
V

を
受

け
て

い
る

  
  

  
  

 

8
． 

酒
癖

が
悪

い
、ア

ル
コ

ー
ル

依
存

や
薬

物
乱

用
の

人
と

の
同

居
  

9
． 

家
族

に
う

つ
病

、精
神

疾
患

、自
殺

未
遂

者
が

い
る

  
  

  
  

 

1
0

. 
家

族
で

刑
務

所
に

収
監

さ
れ

た
人

が
い

る
 

－ ⅳ －
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児
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5 
 8

. 
お

子
さ

ん
の

心
配

な
行

動
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。こ

の
お

子
さ

ん
に

は
、以

下
の

項
目

は
ど

の
程

度
あ

て
は

ま
り

ま
す

か
。入

所
１

か
月

以
内

と
現

在
こ

こ
1

か
月

の
様

子
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
、も

っ
と

も
あ

て
は

ま
る

選
択

肢
１

つ
に

○
を

し
て

く
だ

さ
い

。 

※
1

 現
在

、入
所

１
か

月
以

内
の

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

は
、「

こ
こ

1
か

月
」

の
欄

へ
の

回
答

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。 

※
2

心
配

な
行

動
の

背
後

に
あ

る
原

因
（

障
害

・特
性

・家
庭

環
境

・経
験

）
は

問
い

ま
せ

ん
。 

※
3

自
分

一
人

で
の

判
断

が
難

し
い

場
合

は
、他

の
職

員
と

相
談

し
た

り
、当

時
担

当
し

て
い

た
職

員
と

分
担

し
て

チ
ェ

ッ
ク

し
た

り
し

て

く
だ

さ
い

。 

※
４

 分
か

り
に

く
い

項
目

が
あ

れ
ば

左
の

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。 
 

 

分 か り に く い
 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢

特
有

の
も

の
で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
 あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

担
当

交
代

等
の

理
由

に
よ

り
入

所
時

の
様

子
を

確
認

・資
料

を
参

照
で

き
ず

、ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報

不
足

に
よ

り
不

明
」

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

入
所

１
か

月
以

内
 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

1
 

だ
っ

こ
し

に
く

い
、身

体
の

緊
張

が
強

い
/ゆ

る
い

等
、力

の
入

れ
具

合
に

心
配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
 

皮
膚

の
感

覚
過

敏
が

み
ら

れ
る

。 

（
e
.g

. 
触

ら
れ

る
の

を
嫌

が
る

、足
裏

が
敏

感
で

歩
き

た
が

ら
な

い
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
 

不
器

用
さ

や
運

動
発

達
の

ぎ
こ

ち
な

さ
（

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

）
が

み
ら

れ

る
。 

（
e
.g

. 
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

ハ
イ

ハ
イ

や
寝

返
り

を
し

な
い

、ス
プ

ー
ン

を
口

に
上

手
く

運
べ

な
い

、お
も

ち
ゃ

を
つ

か
め

な
か

っ
た

り
離

せ
な

く
な

っ
た

り
す

る
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

4
 

風
邪

を
ひ

き
や

す
い

、熱
が

で
や

す
い

、中
々

治
ら

な
い

等
、体

調
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

5
 

体
重

が
増

え
な

い
/減

少
す

る
な

ど
、発

育
面

で
心

配
な

点
が

あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

6
 

授
乳

・摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 

(e
.g

. 
哺

乳
力

・摂
食

機
能

に
問

題
が

あ
る

、授
乳

の
仕

方
に

よ
っ

て
飲

み
具

合
が

変
わ

る
、偏

食
・過

食
・小

食
等

) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

7
 

寝
付

け
な

い
、眠

り
が

浅
い

、夜
驚

、昼
夜

逆
転

な
ど

、睡
眠

に
心

配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

8
 

便
が

出
に

く
い

、月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

お
も

ら
し

・遺
糞

が
あ

る
な

ど

排
泄

面
で

心
配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

6 
 分 か り に く い

 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢

特
有

の
も

の
で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
 あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

担
当

交
代

等
の

理
由

に
よ

り
入

所
時

の
様

子
を

確
認

・資
料

を
参

照
で

き
ず

、ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報

不
足

に
よ

り
不

明
」

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

入
所

１
か

月
以

内
 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

あ て は ま ら な い 
や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

9
 

治
療

さ
れ

て
い

な
い

虫
歯

や
肌

あ
れ

、衣
服

の
汚

れ
を

は
じ

め
と

し

た
、健

康
・衛

生
習

慣
等

の
生

活
習

慣
で

心
配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
0

 
発

声
が

少
な

い
、発

信
が

乏
し

い
、言

葉
の

発
達

・表
出

の
問

題

等
、コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
発

達
で

心
配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
1

 
徐

々
に

で
は

な
く

突
然

に
極

端
な

激
し

い
泣

き
を

示
し

た
り

、表
情

が
乏

し
か

っ
た

り
、泣

か
な

さ
す

ぎ
た

り
な

ど
感

情
表

出
で

心
配

な

点
が

あ
る

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
2

 
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
。 

（
e
.g

. 
叩

く
、か

む
、に

ら
む

、つ
ね

る
、暴

言
）

 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
3

 
な

か
な

か
な

だ
め

に
く

い
な

ど
、感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
4

 
反

復
的

な
行

動
が

目
立

つ
。 

(e
.g

.,
 手

を
ひ

ら
ひ

ら
さ

せ
る

、上
半

身
を

前
後

に
ゆ

す
る

、そ
の

場
で

く
る

く
る

回
る

な
ど

の
常

同
行

動
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
5

 
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

怒
り

や
す

く
、い

ら
い

ら
し

た
り

、泣
い

た
り

、機

嫌
が

よ
い

時
が

少
な

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
6

 
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

、突
発

的
な

こ
と

・予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、

自
分

の
思

い
通

り
に

い
か

な
か

っ
た

り
す

る
と

、頻
繁

に
パ

ニ
ッ

ク
や

か
ん

し
ゃ

く
を

お
こ

す
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
7

 
環

境
の

変
化

や
刺

激
に

対
し

て
過

剰
に

反
応

す
る

/逆
に

反
応

が

薄
い

。(
e
.g

. 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、反

応
が

弱
い

。影
や

気

配
、視

線
な

ど
に

固
ま

っ
た

り
、激

し
く

泣
い

た
り

す
る

）
 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
8

 
注

意
さ

れ
そ

う
な

/さ
れ

た
時

に
過

剰
な

反
応

を
す

る
(e

.g
. 

激
し

く

泣
く

、立
ち

尽
く

す
、も

の
に

当
た

る
、目

を
あ

わ
せ

な
く

な
る

、固
ま

る
）

 

※
声

を
か

け
ら

れ
た

り
名

前
を

呼
ば

れ
た

り
し

た
だ

け
の

時
、他

の

子
が

注
意

さ
れ

た
の

を
見

た
時

も
含

む
 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
9

 
自

己
刺

激
行

動
や

自
傷

行
動

な
ど

、通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ

う
な

心
配

な
行

動
が

頻
繁

に
見

ら
れ

る
。(

e
.g

. 
頭

打
ち

、自
分

の

毛
を

抜
く

、性
器

い
じ

り
、自

分
の

手
を

噛
む

）
 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

－ ⅴ －



－ 63 －

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

7 
 分 か り に く い

 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢

特
有

の
も

の
で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
 あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

担
当

交
代

等
の

理
由

に
よ

り
入

所
時

の
様

子
を

確
認

・資
料

を
参

照
で

き
ず

、ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報

不
足

に
よ

り
不

明
」

を
選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

入
所

１
か

月
以

内
 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

2
0

 
特

定
の

場
所

や
状

況
に

対
し

、恐
怖

や
不

安
で

、激
し

く
泣

い
た

り
、

固
ま

っ
た

り
、ぼ

ー
っ

と
立

ち
尽

く
し

た
り

す
る

。 

（
e
.g

. 
男

性
・ト

イ
レ

・お
風

呂
・救

急
車

や
パ

ト
カ

ー
の

音
・暗

闇
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
1

 
こ

れ
ま

で
見

た
り

体
験

し
た

り
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す

る
よ

う
な

行
動

を
す

る
。（

e
.g

. 
虐

待
、D

V
の

目
撃

、性
的

曝
露

を

経
験

し
た

子
ど

も
が

、他
児

に
対

す
る

攻
撃

や
言

動
を

と
る

、性
器

を
何

か
に

な
す

り
つ

け
る

、遊
び

の
中

に
子

ど
も

の
過

去
の

経
験

が

表
れ

る
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
2

 
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。 

※
意

図
的

に
無

視
す

る
こ

と
は

除
く

 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

2
3

 
感

情
と

表
出

さ
れ

る
行

動
が

一
致

し
な

い
。 

（
e
.g

. 
作

り
笑

い
を

み
せ

る
、子

ど
も

自
身

が
怒

っ
て

い
る

の
に

笑

っ
て

し
ま

う
、不

安
す

ぎ
て

寝
て

し
ま

う
（

解
離

）
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
4

 
指

さ
し

や
共

同
注

意
が

み
ら

れ
な

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
5

 
相

手
の

顔
を

見
な

か
っ

た
り

、目
が

合
わ

な
か

っ
た

り
す

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
6

 
人

へ
の

興
味

が
薄

い
。（

e
.g

. 
乳

児
期

に
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

、自
閉

傾
向

が
強

い
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
7

 
家

族
と

の
接

触
中

、接
触

前
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が

み
ら

れ
る

。（
e
.g

. 
す

ぐ
眠

る
、従

順
に

な
る

、テ
ン

シ
ョ

ン
の

高
低

が

い
つ

も
と

異
な

る
、退

行
、拒

絶
し

た
り

怯
え

た
り

、家
族

と
の

面
会

が
な

か
っ

た
か

の
よ

う
に

ふ
る

ま
う

）
 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
8

 
子

ど
も

同
士

で
の

関
係

が
築

き
に

く
い

。(
e
.g

. 
他

児
の

遊
び

を
邪

魔
す

る
、他

児
に

関
心

を
持

た
な

い
）

 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

2
9

 
泣

い
た

か
と

思
っ

た
ら

急
に

笑
う

な
ど

、脈
絡

な
く

不
安

定
に

感
情

が
変

わ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

3
0

 
遊

ぼ
う

と
し

な
い

、ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

、床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力

で
何

を
す

る
に

も
意

欲
が

低
い

（
抑

う
つ

的
）

。 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

3
1

 
緘

黙
、吃

音
、チ

ッ
ク

、円
形

脱
毛

な
ど

、身
体

や
行

動
に

症
状

と
し

て
現

れ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 
０

 
１

 
２

 
？

 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

8 
 9

. 
お

子
さ

ん
の

身
近

な
大

人
と

の
関

わ
り

方
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。こ

の
お

子
さ

ん
に

は
、以

下
の

項
目

は
ど

の
程

度
あ

て
は

ま

り
ま

す
か

。入
所

１
か

月
以

内
と

現
在

こ
こ

1
か

月
の

様
子

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、も
っ

と
も

あ
て

は
ま

る
選

択
肢

１
つ

に
〇

を
し

て

く
だ

さ
い

。 

※
1

 現
在

、入
所

１
か

月
以

内
の

お
子

さ
ん

に
つ

い
て

は
、「

こ
こ

1
か

月
」

の
欄

へ
の

回
答

は
必

要
あ

り
ま

せ
ん

。 

※
2

心
配

な
行

動
の

背
後

に
あ

る
原

因
の

別
（

障
害

・特
性

・家
庭

環
境

・経
験

）
は

問
い

ま
せ

ん
。 

※
3

自
分

一
人

で
の

判
断

が
難

し
い

場
合

は
、他

の
職

員
と

相
談

し
た

り
、子

ど
も

の
担

当
時

期
に

よ
っ

て
分

担
し

て
チ

ェ
ッ

ク
し

た
り

し

て
く

だ
さ

い
。 

※
４

 分
か

り
に

く
い

項
目

が
あ

れ
ば

左
の

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。 
 

分 か り に く い 


 

「
養

育
者

」
と

は
、子

ど
も

の
世

話
を

中
心

的
に

行
っ

て
い

る
人

を
指

し
ま

す
。乳

児
院

で
は

、担
当

養
育

者
を

中
心

と
し

た
子

ど
も

の
養

育
を

担
っ

て
い

る
職

員
を

さ
し

ま
す

（
一

人
に

限
り

ま

せ
ん

）
。保

育
園

の
場

合
は

保
護

者
を

さ
し

ま
す

。 


 

担
当

交
代

等
の

理
由

に
よ

り
入

所
時

の
様

子
を

確
認

・資
料

を

参
照

で
き

ず
、子

ど
も

の
状

態
が

把
握

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 

入
所

１
か

月
以

内
 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

3
2

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、積
極

的
に

し
っ

か
り

と
養

育

者
に

だ
っ

こ
を

も
と

め
た

り
、く

っ
つ

き
に

い
っ

た
り

し
、安

心
で

き
る

ま
で

く
っ

つ
き

を
求

め
、養

育
者

と
の

間
で

、自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
3

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、助
け

を
求

め
る

気
持

ち
を

抑

え
こ

み
、か

え
っ

て
養

育
者

か
ら

距
離

を
取

ろ
う

と
す

る
 

(e
.g

. 
養

育
者

に
近

づ
い

て
い

か
な

い
、養

育
者

を
無

視
す

る
、目

を
そ

ら
す

）
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
4

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、養
育

者
に

く
っ

つ
い

て
い

く

が
、養

育
者

と
の

間
で

、自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

ら

ず
、ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、養

育
者

に
対

し
て

怒
っ

た
り

す
る

（
e
.g

. 
金

切
り

声
で

泣
く

、養
育

者
を

叩
く

・押
す

、お
も

ち
ゃ

を
拒

否
す

る
）

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

－ ⅵ －
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試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

9 
 

分 か り に く い 


 

「
養

育
者

」
と

は
、子

ど
も

の
世

話
を

中
心

的
に

行
っ

て
い

る
人

を
指

し
ま

す
。乳

児
院

で
は

、担
当

養
育

者
を

中
心

と
し

た
子

ど
も

の
養

育
を

担
っ

て
い

る
職

員
を

さ
し

ま
す

（
一

人
に

限
り

ま

せ
ん

）
。保

育
園

の
場

合
は

保
護

者
を

さ
し

ま
す

。 


 

担
当

交
代

等
の

理
由

に
よ

り
入

所
時

の
様

子
を

確
認

・資
料

を

参
照

で
き

ず
、子

ど
も

の
状

態
が

把
握

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 

入
所

１
か

月
以

内
 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

3
5

 

以
下

の
行

動
の

い
ず

れ
か

が
見

ら
れ

る
。 

1
．養

育
者

に
近

づ
き

た
い

か
離

れ
た

い
の

か
よ

く
わ

か
ら

な

い
行

動
(e

.g
. 

近
づ

い
て

く
る

よ
う

に
見

え
た

の
に

、直
前

で

方
向

を
理

由
な

く
変

え
る

。バ
ッ

ク
し

な
が

ら
近

づ
く

) 

2
．不

安
や

恐
怖

や
苦

痛
、怒

り
を

強
く

示
し

な
が

ら
、そ

れ
を

養
育

者
に

向
け

て
発

信
し

な
い

 (
e
.g

. 
泣

い
て

い
る

の
に

養
育

者
か

ら
離

れ
て

部
屋

の
隅

で
泣

い
て

い
る

、養
育

者
を

見
ず

に
泣

く
、泣

き
崩

れ
て

突
っ

伏
し

て
助

け
を

求
め

な
い

。）
 

3
．養

育
者

を
警

戒
し

た
り

怖
が

っ
た

り
す

る
行

動
な

ど
が

み

ら
れ

る
（

e
.g

. 
養

育
者

が
あ

ら
わ

れ
る

と
、手

で
口

を
覆

っ

た
り

、腕
で

頭
を

覆
っ

た
り

、び
く

っ
と

し
た

り
怖

が
っ

た
り

警

戒
す

る
、家

具
の

裏
な

ど
に

隠
れ

る
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
6

 

常
に

他
者

と
の

交
流

や
他

者
へ

の
反

応
が

乏
し

く
、不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
で

も
養

育
者

も
含

め
た

あ
ら

ゆ
る

大
人

に

安
心

感
を

求
め

る
こ

と
が

め
っ

た
に

な
く

、反
応

す
る

こ
と

も
な

い
（

自
閉

的
な

状
態

像
）

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
7

 

初
対

面
の

大
人

も
含

め
、人

見
知

り
せ

ず
、あ

ら
ゆ

る
人

に
近

づ
く

こ
と

に
た

め
ら

い
が

な
く

、誰
か

れ
か

ま
わ

ず
に

く
っ

つ
い

て
い

く
。一

見
社

交
的

だ
が

、「
こ

の
人

」
と

い
う

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
対

象
が

い
な

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
8

 

そ
の

他
 ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

や
養

育
者

と
の

関
わ

り
に

心
配

な

点
が

あ
る

。 

（
e
.g

. 
養

育
者

が
嫌

が
る

行
為

や
言

動
を

く
り

か
え

し
て

気

を
引

こ
う

と
す

る
、素

直
に

人
と

関
わ

る
こ

と
が

で
き

な
い

、大

人
の

顔
色

を
伺

い
す

ぎ
る

、甘
え

を
出

せ
な

い
、子

ど
も

が
親

の
よ

う
に

養
育

者
の

ケ
ア

を
し

よ
う

と
す

る
、自

ら
危

険
な

行

動
を

す
る

）
 

０
 

１
 

２
 

？
 

０
 

１
 

２
 

？
 

  

試
行

実
施

 
質

問
紙

_乳
児

院
 

 

10
 

  1
0

． 
職

員
同

士
の

相
談

や
資

料
の

確
認

も
含

め
、こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
回

答
す

る
の

に
要

し
た

概
ね

の
時

間
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
分

 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

終
わ

り
で

す
。 

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。 

－ ⅶ －
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施

 
質

問
紙
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育

所
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1 
 

乳
幼
児
の

気
に
な

る
行
動

に
関
す

る
ア
ン

ケ
ー
ト

 

調
査

の
目

的
 

こ
の

調
査

で
は

、乳
児

院
に

ど
の

よ
う

な
お

子
さ

ん
が

い
る

の
か

実
態

を
把

握
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

ま
す

。乳
児

院
で

の
実

態
調

査
に

加
え

て
、保

育
施

設
の

一
般

の
お

子
さ

ん
の

実
態

と
比

較
す

る
こ

と
で

、乳
児

院
に

入
所

す
る

子
ど

も
た

ち
が

も
つ

ア
タ

ッ

チ
メ

ン
ト

や
ト

ラ
ウ

マ
等

の
心

の
様

相
が

明
ら

か
に

な
り

、よ
り

一
層

の
支

援
を

求
め

る
根

拠
と

な
り

ま
す

。 

調
査

の
方

法
 

1
． 

ご
協

力
い

た
だ

け
る

方
は

ペ
ー

ジ
を

め
く

り
、あ

な
た

の
施

設
・園

に
現

在
所

属
し

て
い

る
/過

去
に

所
属

し
て

い
た

お
子

さ
ん

に

つ
い

て
、質

問
に

ご
回

答
く

だ
さ

い
。 

2
． 

あ
な

た
が

関
わ

っ
て

き
た

子
ど

も
の

中
で

、対
人

面
等

の
発

達
で

ひ
っ

か
か

り
の

あ
る

特
徴

や
気

に
な

る
行

動
を

多
く

見
せ

た
お

子
さ

ん
を

想
像

し
て

回
答

し
て

く
だ

さ
い

。 

3
． 

質
問

紙
へ

の
回

答
が

お
わ

り
ま

し
た

ら
、ご

回
答

を
も

と
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
し

ま
す

。 

★
協

力
者

の
み

な
さ

ま
へ

お
願

い
 

お
子

さ
ん

の
個

人
情

報
保

護
た

め
、お

子
さ

ん
や

家
庭

状
況

の
詳

細
や

具
体

的
な

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

質
問

紙
に

書
い

た
り

、話
し

た

り
す

る
こ

と
は

ご
遠

慮
く

だ
さ

い
。イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

際
は

、イ
メ

ー
ジ

す
る

子
ど

も
の

行
動

の
特

徴
に

つ
い

て
の

み
話

す
よ

う
に

し
て

く
だ

さ
い

。 

結
果

の
発

表
方

法
 

子
ど

も
の

虹
情

報
研

修
セ

ン
タ

ー
の

研
究

報
告

書
・学

術
学

会
お

よ
び

学
会

誌
で

の
発

表
を

行
い

ま
す

。 

調
査

に
よ

っ
て

生
じ

る
利

益
・不

利
益

 

 想
定

さ
れ

る
利

益
・不

利
益

は
あ

り
ま

せ
ん

。 
 

 協
力

者
の

み
な

さ
ま

へ
の

お
約

束
 

 
調

査
協

力
に

同
意

し
な

い
こ

と
に

よ
っ

て
、不

利
益

を
被

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。 

 
質

問
紙

や
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
へ

の
回

答
は

い
つ

で
も

と
り

や
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。そ
れ

に
よ

っ
て

あ
な

た
が

被
る

不
利

益
は

あ
り

ま

せ
ん

。 

 
録

音
デ

ー
タ

は
、暗

号
化

可
能

な
H

D
D

を
鍵

付
き

の
ロ

ッ
カ

ー
及

び
外

部
か

ら
は

ア
ク

セ
ス

で
き

な
い

虹
セ

ン
タ

ー
内

の
サ

ー
バ

ー
で

保
管

し
ま

す
。5

年
の

保
管

期
間

終
了

後
、復

元
で

き
な

い
形

で
消

去
し

ま
す

。 

 
回

答
済

み
の

質
問

紙
は

回
収

し
、子

ど
も

の
虹

情
報

研
修

セ
ン

タ
ー

の
鍵

付
き

の
棚

で
5

年
間

保
管

し
ま

す
。そ

の
後

復
元

で
き

な
い

形
で

破
棄

し
ま

す
。 

 
音

声
は

逐
語

化
し

、個
人

名
や

施
設

名
な

ど
を

排
し

た
上

で
分

析
に

用
い

ま
す

。 

 
研

究
協

力
施

設
・研

究
協

力
者

・支
援

対
象

の
特

定
に

つ
な

が
る

情
報

は
分

析
や

報
告

書
か

ら
は

除
外

し
ま

す
。 

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

の
内

容
は

、質
問

項
目

の
調

整
や

修
正

の
た

め
に

使
用

さ
れ

る
の

で
、研

究
協

力
者

の
個

人
の

情
報

や
考

え
や

具

体
的

な
発

話
内

容
が

そ
の

ま
ま

記
載

さ
れ

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
。 

 
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
挙

げ
ら

れ
た

子
ど

も
の

行
動

の
様

子
に

つ
い

て
は

、個
別

の
文

脈
情

報
は

排
し

て
、一

般
的

な
行

動
の

説
明

と
し

て
報

告
し

ま
す

。 こ
の

調
査

に
関

す
る

お
問

合
せ

： 

研
究

代
表

者
 武

田
 由

（
き

ょ
う

と
里

親
支

援
・シ

ョ
ー

ト
ス

テ
イ

事
業

拠
点

 ほ
っ

と
は

ぐ
）

 

問
い

合
わ

せ
先

 子
ど

も
の

虹
情

報
研

修
セ

ン
タ

ー
 研

究
部

 m
a

il:
 k

e
n
ky

u
@

cr
c-

ja
p

a
n
.n

e
t 

 

次
の

ペ
ー

ジ
か

ら
質

問
が

は
じ

ま
り

ま
す

 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

2 
 1

． 
お

子
さ

ん
の

発
育

状
態

に
つ

い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。あ

て
は

ま
る

も
の

1
つ

に
〇

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。 

a
. 

発
育

曲
線

の
帯

内
に

入
り

、体
重

や
身

長
が

伸
び

て
い

て
い

る
 

b
. 

発
育

曲
線

の
帯

か
ら

大
き

く
外

れ
て

い
る

、体
重

や
身

長
が

減
少

・伸
び

な
い

な
ど

発
育

に
懸

念
が

あ
る

 

 

2
． 

お
子

さ
ん

の
心

身
状

態
に

つ
い

て
あ

て
は

ま
る

も
の

す
べ

て
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。（

複
数

回
答

可
）

 

a
. 

健
全

 

b
. 

病
虚

弱
児

 （
注

1
参

照
）

 

c.
 

障
害

児
  

（
注

2
参

照
）

 

d
. 

被
虐

待
経

験
が

疑
わ

れ
る

子
ど

も
 

e
. 

発
達

に
特

性
が

み
ら

れ
る

子
ど

も
（

診
断

は
な

い
・原

因
不

明
な

気
に

な
る

行
動

や
発

達
）

 

 

3
． 

お
子

さ
ん

に
は

妊
娠

期
の

リ
ス

ク
は

あ
り

ま
し

た
か

。あ
て

は
ま

る
も

の
1

つ
に

〇
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。 

妊
娠

期
の

リ
ス

ク
は

注
3

を
参

照
し

て
く

だ
さ

い
。 

a
. 

あ
っ

た
 

b
. 

な
い

 

c.
 

わ
か

ら
な

い
 

  4
. 

こ
の

お
子

さ
ん

が
経

験
し

た
逆

境
体

験
は

以
下

の
1

～
1

0
の

中
で

い
く

つ
あ

り
ま

す
か

。疑
い

が
あ

る
場

合
も

含
め

て
該

当
す

る

数
を

お
答

え
く

だ
さ

い
。小

児
期

の
逆

境
体

験
と

は
、子

ど
も

時
代

に
お

け
る

被
虐

待
経

験
や

、家
族

と
の

生
活

の
中

で
の

困
難

な
体

験
を

意
味

し
ま

す
。 

→
 小

児
期

の
逆

境
体

験
の

数
 （

  
  

  
  

  
 ）

 

 小
児

期
の

逆
境

体
験

 

 

   

1
． 

大
人

か
ら

の
日

常
的

な
罵

倒
、侮

辱
、屈

辱
  

  
  

  
 

2
． 

大
人

か
ら

の
日

常
的

な
暴

力
  

 

3
． 

大
人

も
し

く
は

5
歳

以
上

年
上

の
人

か
ら

の
不

適
切

な
性

的
接

触
・性

的
虐

待
 

4
． 

家
族

か
ら

愛
さ

れ
て

い
な

い
、家

族
が

互
い

に
無

関
心

  

5
． 

日
常

的
に

自
分

を
守

っ
て

く
る

人
が

い
な

い
、世

話
を

受
け

て
い

な
い

  
 

6
． 

離
婚

・別
居

・施
設

入
所

な
ど

親
と

の
分

離
体

験
  

7
． 

家
族

の
メ

ン
バ

ー
が

日
常

的
に

D
V

を
受

け
て

い
る

  
  

  
  

 

8
． 

酒
癖

が
悪

い
、ア

ル
コ

ー
ル

依
存

や
薬

物
乱

用
の

人
と

の
同

居
  

9
． 

家
族

に
う

つ
病

、精
神

疾
患

、自
殺

未
遂

者
が

い
る

  
  

  
  

 

1
0

. 
家

族
で

刑
務

所
に

収
監

さ
れ

た
人

が
い

る
 

－ ⅷ －

付
録
２
Ｂ



－ 66 －

試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

3 
 

       
 

注
1

）
病

虚
弱

児
 

①
 超

低
出

生
体

重
児

（
1

，0
0

0
g

 未
満

）
 

②
 極

小
低

出
生

体
重

児
（

1
，0

0
0

～
1

，5
0

0
g

）
 

③
 そ

の
他

の
低

出
生

体
重

児
（

1
，5

0
0

～
2

，5
0

0
g

）
 

④
精

神
・神

経
疾

患
  

  
 ⑤

栄
養

・消
化

器
官

疾
患

 

⑥
呼

吸
器

疾
患

  
  

  
 ⑦

循
環

器
疾

患
 

⑧
腎

泌
尿

器
疾

患
  

  
  

⑨
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

 

⑩
感

染
免

疫
疾

患
  

  
  

⑪
血

液
疾

患
 

⑫
内

分
泌

・代
謝

異
常

  
  

⑫
先

天
異

常
・奇

形
 

⑬
整

形
外

科
疾

患
  

  
  

⑭
眼

科
・耳

鼻
咽

喉
科

疾
患

 

⑮
皮

膚
科

疾
患

  
 ⑯

外
傷

  
  

 ⑰
そ

の
他

 

注
3

）
妊

娠
期

の
リ

ス
ク

 

①
胎

児
に

悪
影

響
と

さ
れ

て
い

る
化

学
物

質
の

摂
取

 

（
喫

煙
、ア

ル
コ

ー
ル

、薬
物

等
）

 

②
健

診
未

受
診

 

③
母

子
手

帳
無

し
 

④
母

親
の

ス
ト

レ
ス

（
D

V
、借

金
等

）
 

⑤
母

親
の

精
神

状
態

（
う

つ
、パ

ニ
ッ

ク
等

）
 

⑥
母

体
の

疾
患

（
糖

尿
病

、性
感

染
症

等
）

 

⑦
胎

児
虐

待
 

⑧
母

体
と

胎
児

の
異

常
 

⑨
そ

の
他

 

次
の

ペ
ー

ジ
へ

 

注
2

）
障

害
児

 

①
重

症
心

身
障

害
 

②
脳

性
麻

痺
・肢

体
不

自
由

 

③
知

的
発

達
遅

滞
 

④
染

色
体

異
常

 

⑤
重

度
視

覚
障

害
 

⑥
重

度
聴

覚
障

害
 

⑦
そ

の
他

の
障

害
 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

4 
 5

. 
お

子
さ

ん
の

心
配

な
行

動
に

つ
い

て
現

在
の

様
子

を
お

尋
ね

し
ま

す
。こ

の
お

子
さ

ん
に

は
、以

下
の

項
目

は
ど

の
程

度
あ

て
は

ま
り

ま
す

か
。こ

こ
1

か
月

の
様

子
に

つ
い

て
、も

っ
と

も
あ

て
は

ま
る

選
択

肢
を

１
つ

に
○

を
し

て
く

だ
さ

い
。 

※
1

心
配

な
行

動
の

背
後

に
あ

る
原

因
（

障
害

・特
性

・家
庭

環
境

・経
験

）
は

問
い

ま
せ

ん
。 

※
2

自
分

一
人

で
の

判
断

が
難

し
い

場
合

は
、他

の
職

員
と

相
談

し
た

り
、当

時
担

当
し

て
い

た
職

員
と

分
担

し
て

チ
ェ

ッ
ク

し
た

り
し

て

く
だ

さ
い

。 

※
3

 分
か

り
に

く
い

項
目

が
あ

れ
ば

左
の

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。 
 

 

分 か り に く い
 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢
特

有
の

も
の

で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
.あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

1
 

だ
っ

こ
し

に
く

い
、身

体
の

緊
張

が
強

い
/ゆ

る
い

等
、力

の
入

れ
具

合
に

心
配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
 

皮
膚

の
感

覚
過

敏
が

み
ら

れ
る

。 

（
e
.g

. 
触

ら
れ

る
の

を
嫌

が
る

、足
裏

が
敏

感
で

歩
き

た
が

ら
な

い
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
 

不
器

用
さ

や
運

動
発

達
の

ぎ
こ

ち
な

さ
（

ア
ン

バ
ラ

ン
ス

）
が

み
ら

れ
る

。 

（
e
.g

. 
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

ハ
イ

ハ
イ

や
寝

返
り

を
し

な
い

、ス
プ

ー
ン

を
口

に
上

手
く

運
べ

な
い

、お
も

ち
ゃ

を
つ

か
め

な
か

っ
た

り
離

せ
な

く
な

っ
た

り
す

る
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

4
 

風
邪

を
ひ

き
や

す
い

、熱
が

で
や

す
い

、中
々

治
ら

な
い

等
、体

調
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

5
 

体
重

が
増

え
な

い
/減

少
す

る
な

ど
、発

育
面

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

6
 

授
乳

・摂
食

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 

(e
.g

. 
哺

乳
力

・摂
食

機
能

に
問

題
が

あ
る

、授
乳

の
仕

方
に

よ
っ

て
飲

み
具

合
が

変
わ

る
、偏

食
・過

食
・小

食
等

) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

7
 

寝
付

け
な

い
、眠

り
が

浅
い

、夜
驚

、昼
夜

逆
転

な
ど

、睡
眠

に
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

8
 

便
が

出
に

く
い

、月
齢

に
そ

ぐ
わ

な
い

お
も

ら
し

・遺
糞

が
あ

る
な

ど
排

泄
面

で
心

配

な
点

が
あ

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

9
 

治
療

さ
れ

て
い

な
い

虫
歯

や
肌

あ
れ

、衣
服

の
汚

れ
を

は
じ

め
と

し
た

、健
康

・衛
生

習
慣

等
の

生
活

習
慣

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
0

 
発

声
が

少
な

い
、発

信
が

乏
し

い
、言

葉
の

発
達

・表
出

の
問

題
等

、コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

発
達

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

－ ⅸ －
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試
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施
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5 
 分 か り に く い

 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢
特

有
の

も
の

で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
.あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

1
1

 
徐

々
に

で
は

な
く

突
然

に
極

端
な

激
し

い
泣

き
を

示
し

た
り

、表
情

が
乏

し
か

っ
た

り
、

泣
か

な
さ

す
ぎ

た
り

な
ど

感
情

表
出

で
心

配
な

点
が

あ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
2

 
大

人
や

他
児

に
む

か
っ

て
攻

撃
す

る
。 

（
e
.g

. 
叩

く
、か

む
、に

ら
む

、つ
ね

る
、暴

言
）

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
3

 
な

か
な

か
な

だ
め

に
く

い
な

ど
、感

情
が

落
ち

着
き

に
く

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
4

 
反

復
的

な
行

動
が

目
立

つ
。 

(e
.g

.,
 手

を
ひ

ら
ひ

ら
さ

せ
る

、上
半

身
を

前
後

に
ゆ

す
る

、そ
の

場
で

く
る

く
る

回
る

な
ど

の
常

同
行

動
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
5

 
ち

ょ
っ

と
し

た
こ

と
で

怒
り

や
す

く
、い

ら
い

ら
し

た
り

、泣
い

た
り

、機
嫌

が
よ

い
時

が
少

な
い

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
6

 
年

齢
に

そ
ぐ

わ
ず

、突
発

的
な

こ
と

・予
想

外
な

こ
と

が
お

き
た

り
、自

分
の

思
い

通
り

に
い

か
な

か
っ

た
り

す
る

と
、頻

繁
に

パ
ニ

ッ
ク

や
か

ん
し

ゃ
く

を
お

こ
す

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

1
7

 
環

境
の

変
化

や
刺

激
に

対
し

て
過

剰
に

反
応

す
る

/逆
に

反
応

が
薄

い
。(

e
.g

. 
痛

み
が

あ
る

は
ず

な
の

に
、反

応
が

弱
い

。影
や

気
配

、視
線

な
ど

に
固

ま
っ

た
り

、激
し

く
泣

い
た

り
す

る
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
8

 
注

意
さ

れ
そ

う
な

/さ
れ

た
時

に
過

剰
な

反
応

を
す

る
(e

.g
. 

激
し

く
泣

く
、立

ち
尽

く

す
、も

の
に

当
た

る
、目

を
あ

わ
せ

な
く

な
る

、固
ま

る
）

 

※
声

を
か

け
ら

れ
た

り
名

前
を

呼
ば

れ
た

り
し

た
だ

け
の

時
、他

の
子

が
注

意
さ

れ
た

の
を

見
た

時
も

含
む

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

1
9

 
自

己
刺

激
行

動
や

自
傷

行
動

な
ど

、通
常

子
ど

も
が

見
せ

な
い

よ
う

な
心

配
な

行
動

が
頻

繁
に

見
ら

れ
る

。(
e
.g

. 
頭

打
ち

、自
分

の
毛

を
抜

く
、性

器
い

じ
り

、自
分

の
手

を
噛

む
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
0

 
特

定
の

場
所

や
状

況
に

対
し

、恐
怖

や
不

安
で

、激
し

く
泣

い
た

り
、固

ま
っ

た
り

、ぼ

ー
っ

と
立

ち
尽

く
し

た
り

す
る

。 

（
e
.g

. 
男

性
・ト

イ
レ

・お
風

呂
・救

急
車

や
パ

ト
カ

ー
の

音
・暗

闇
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
1

 
こ

れ
ま

で
見

た
り

体
験

し
た

り
し

て
き

た
こ

と
（

ト
ラ

ウ
マ

）
を

再
現

す
る

よ
う

な
行

動
を

す
る

。（
e
.g

. 
虐

待
、D

V
の

目
撃

、性
的

曝
露

を
経

験
し

た
子

ど
も

が
、他

児
に

対
す

る
攻

撃
や

言
動

を
と

る
、性

器
を

何
か

に
な

す
り

つ
け

る
、遊

び
の

中
に

子
ど

も
の

過

去
の

経
験

が
表

れ
る

）
 

０
 

１
 

２
 

？
 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

6 
 分 か り に く い

 


 

年
齢

に
よ

っ
て

行
動

が
み

ら
れ

な
い

も
の

や
、行

動
が

見
ら

れ
て

も
年

齢
特

有
の

も
の

で

心
配

な
い

も
の

は
「

0
.あ

て
は

ま
ら

な
い

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 


 

ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選

ん
で

く
だ

さ
い

。 

 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  
よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

2
2

 
他

者
か

ら
の

呼
び

か
け

に
反

応
し

な
い

こ
と

が
あ

る
。 

※
意

図
的

に
無

視
す

る
こ

と
は

除
く

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

2
3

 
感

情
と

表
出

さ
れ

る
行

動
が

一
致

し
な

い
。 

（
e
.g

. 
作

り
笑

い
を

み
せ

る
、子

ど
も

自
身

が
怒

っ
て

い
る

の
に

笑
っ

て
し

ま
う

、不
安

す
ぎ

て
寝

て
し

ま
う

（
解

離
）

) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
4

 
指

さ
し

や
共

同
注

意
が

み
ら

れ
な

い
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
5

 
相

手
の

顔
を

見
な

か
っ

た
り

、目
が

合
わ

な
か

っ
た

り
す

る
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
6

 
人

へ
の

興
味

が
薄

い
。（

e
.g

. 
乳

児
期

に
社

会
的

微
笑

が
見

ら
れ

な
い

、自
閉

傾
向

が
強

い
) 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
7

 
家

族
と

の
接

触
中

、接
触

前
後

に
普

段
に

は
見

ら
れ

な
い

行
動

が
み

ら
れ

る
。（

e
.g

. 

す
ぐ

眠
る

、従
順

に
な

る
、テ

ン
シ

ョ
ン

の
高

低
が

い
つ

も
と

異
な

る
、退

行
、拒

絶
し

た

り
怯

え
た

り
、家

族
と

の
面

会
が

な
か

っ
た

か
の

よ
う

に
ふ

る
ま

う
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

2
8

 
子

ど
も

同
士

で
の

関
係

が
築

き
に

く
い

。(
e
.g

. 
他

児
の

遊
び

を
邪

魔
す

る
、他

児
に

関
心

を
持

た
な

い
）

 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

2
9

 
泣

い
た

か
と

思
っ

た
ら

急
に

笑
う

な
ど

、脈
絡

な
く

不
安

定
に

感
情

が
変

わ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

3
0

 
遊

ぼ
う

と
し

な
い

、ぼ
ー

っ
と

し
て

い
る

、床
に

寝
そ

べ
る

な
ど

無
気

力
で

何
を

す
る

に

も
意

欲
が

低
い

（
抑

う
つ

的
）

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

✓
 

3
1

 
緘

黙
、吃

音
、チ

ッ
ク

、円
形

脱
毛

な
ど

、身
体

や
行

動
に

症
状

と
し

て
現

れ
る

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

  
 

－ ⅹ －
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試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

7 
 6

. 
お

子
さ

ん
の

身
近

な
大

人
と

の
関

わ
り

方
に

つ
い

て
お

尋
ね

し
ま

す
。こ

の
お

子
さ

ん
に

は
、以

下
の

項
目

は
ど

の
程

度
あ

て
は

ま

り
ま

す
か

。こ
こ

1
か

月
の

様
子

に
つ

い
て

、も
っ

と
も

あ
て

は
ま

る
選

択
肢

を
１

つ
お

選
び

く
だ

さ
い

。  

※
1

心
配

な
行

動
の

背
後

に
あ

る
原

因
の

別
（

障
害

・特
性

・家
庭

環
境

・経
験

）
は

問
い

ま
せ

ん
。 

※
2

自
分

一
人

で
の

判
断

が
難

し
い

場
合

は
、他

の
職

員
と

相
談

し
た

り
、子

ど
も

の
担

当
時

期
に

よ
っ

て
分

担
し

て
チ

ェ
ッ

ク
し

た
り

し

て
く

だ
さ

い
。 

※
3

分
か

り
に

く
い

項
目

が
あ

れ
ば

左
の

欄
に

チ
ェ

ッ
ク

し
て

く
だ

さ
い

。 
 

分 か り に く い 


 

「
養

育
者

」
と

は
、子

ど
も

の
世

話
を

中
心

的
に

行
っ

て
い

る
人

を
指

し
ま

す
。乳

児

院
で

は
、担

当
養

育
者

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

養
育

を
担

っ
て

い
る

職
員

を
さ

し

ま
す

（
一

人
に

限
り

ま
せ

ん
）

。保
育

園
の

場
合

は
保

護
者

を
さ

し
ま

す
。 


 

ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  

よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

3
2

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、積
極

的
に

し
っ

か
り

と
養

育
者

に
だ

っ
こ

を
も

と
め

た
り

、く
っ

つ
き

に
い

っ
た

り
し

、安
心

で
き

る
ま

で
く

っ
つ

き
を

求
め

、養
育

者
と

の

間
で

、自
身

の
不

快
な

感
情

が
お

さ
ま

っ
て

い
く

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
3

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、助
け

を
求

め
る

気
持

ち
を

抑
え

こ
み

、か
え

っ
て

養
育

者
か

ら
距

離
を

取
ろ

う
と

す
る

 

(e
.g

. 
養

育
者

に
近

づ
い

て
い

か
な

い
、養

育
者

を
無

視
す

る
、目

を
そ

ら
す

）
。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
4

 

不
安

や
恐

怖
が

あ
っ

た
と

き
に

、養
育

者
に

く
っ

つ
い

て
い

く
が

、養
育

者
と

の
間

で
、自

身
の

不
快

な
感

情
が

お
さ

ま
ら

ず
、ぐ

ず
り

つ
づ

け
た

り
、養

育
者

に
対

し
て

怒
っ

た
り

す
る

（
e
.g

. 
金

切
り

声
で

泣
く

、養
育

者
を

叩
く

・押
す

、お
も

ち
ゃ

を
拒

否
す

る
）

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
5

 

以
下

の
行

動
の

い
ず

れ
か

が
見

ら
れ

る
。 

1
．養

育
者

に
近

づ
き

た
い

か
離

れ
た

い
の

か
よ

く
わ

か
ら

な
い

行
動

(e
.g

. 
近

づ
い

て
く

る
よ

う
に

見
え

た
の

に
、直

前
で

方
向

を
理

由
な

く
変

え
る

。バ
ッ

ク
し

な

が
ら

近
づ

く
) 

2
．不

安
や

恐
怖

や
苦

痛
、怒

り
を

強
く

示
し

な
が

ら
、そ

れ
を

養
育

者
に

向
け

て
発

信
し

な
い

 (
e
.g

. 
泣

い
て

い
る

の
に

養
育

者
か

ら
離

れ
て

部
屋

の
隅

で
泣

い
て

い
る

、養
育

者
を

見
ず

に
泣

く
、泣

き
崩

れ
て

突
っ

伏
し

て
助

け
を

求
め

な
い

。）
 

3
．養

育
者

を
警

戒
し

た
り

怖
が

っ
た

り
す

る
行

動
な

ど
が

み
ら

れ
る

（
e
.g

. 
養

育

者
が

あ
ら

わ
れ

る
と

、手
で

口
を

覆
っ

た
り

、腕
で

頭
を

覆
っ

た
り

、び
く

っ
と

し
た

り

怖
が

っ
た

り
警

戒
す

る
、家

具
の

裏
な

ど
に

隠
れ

る
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
6

 

常
に

他
者

と
の

交
流

や
他

者
へ

の
反

応
が

乏
し

く
、不

安
や

恐
怖

が
あ

る
と

き
で

も
養

育
者

も
含

め
た

あ
ら

ゆ
る

大
人

に
安

心
感

を
求

め
る

こ
と

が
め

っ
た

に
な

く
、

反
応

す
る

こ
と

も
な

い
（

自
閉

的
な

状
態

像
）

。 
０

 
１

 
２

 
？

 

試
行

実
施

 
質

問
紙

_保
育

所
用

 
 

8 
 

分 か り に く い 


 

「
養

育
者

」
と

は
、子

ど
も

の
世

話
を

中
心

的
に

行
っ

て
い

る
人

を
指

し
ま

す
。乳

児

院
で

は
、担

当
養

育
者

を
中

心
と

し
た

子
ど

も
の

養
育

を
担

っ
て

い
る

職
員

を
さ

し

ま
す

（
一

人
に

限
り

ま
せ

ん
）

。保
育

園
の

場
合

は
保

護
者

を
さ

し
ま

す
。 


 

ど
う

し
て

も
情

報
が

わ
か

ら
ず

回
答

で
き

な
い

場
合

は
「

？
情

報
不

足
に

よ
り

不
明

」
を

選
ん

で
く

だ
さ

い
。 

こ
こ

1
か

月
 

あ て は ま ら な い 

や や ま た は 時 々 あ て は ま る  
よ く あ て は ま る  

情 報 不 足 に よ り 不 明  

✓
 

3
7

 

初
対

面
の

大
人

も
含

め
、人

見
知

り
せ

ず
、あ

ら
ゆ

る
人

に
近

づ
く

こ
と

に
た

め
ら

い
が

な
く

、誰
か

れ
か

ま
わ

ず
に

く
っ

つ
い

て
い

く
。一

見
社

交
的

だ
が

、「
こ

の
人

」

と
い

う
ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

対
象

が
い

な
い

。 

０
 

１
 

２
 

？
 

✓
 

3
8

 

そ
の

他
 ア

タ
ッ

チ
メ

ン
ト

や
養

育
者

と
の

関
わ

り
に

心
配

な
点

が
あ

る
。 

（
e
.g

. 
養

育
者

が
嫌

が
る

行
為

や
言

動
を

く
り

か
え

し
て

気
を

引
こ

う
と

す
る

、素

直
に

人
と

関
わ

る
こ

と
が

で
き

な
い

、大
人

の
顔

色
を

伺
い

す
ぎ

る
、甘

え
を

出
せ

な
い

、子
ど

も
が

親
の

よ
う

に
養

育
者

の
ケ

ア
を

し
よ

う
と

す
る

、自
ら

危
険

な
行

動

を
す

る
）

 

０
 

１
 

２
 

？
 

  7
. 

職
員

同
士

の
相

談
や

資
料

の
確

認
も

含
め

、こ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

回
答

す
る

の
に

要
し

た
概

ね
の

時
間

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 ）
分

 

ア
ン

ケ
ー

ト
は

終
わ

り
で

す
。 

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。 

－ ⅺ －
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